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世界 に 通用 する | 早 3」 


F 1 を 頂点 と し て トッ プ ド ライ バー の 低 年 齢 化 は 近年 
の 傾向 で あり 、 世 界 に 通用 する ドラ イ バ ー を 育成 す 
る の で あれ ば 、 で きる だ け 早 い 時 期 に 多く の 経験 を 積ま せ 
る べき だ 。 マ ックス ・ フ ェ ル スタ ッ ペ ン の 父 ヨ ス は 、 マ ッ 
クス に 対し て あえ て 乗り づら い カ ー ト フレ ー ム を 与え て 、 
な お か つ エ ンジ ン と ミッ ショ ン の 違い か ら バ ラン ス が まっ 
た く 異 な る ふた つの トッ プク ラス の シリ ー ズ を 追わ せ た 。 
ドラ イ ビ ン グ 組 み 立 て の 幅 を 広げ る た め だ 。 

ホン ダ が ドラ イ バ ー 育 成 機関 と し て 運営 する ホン ダ ・ レ 
ー シ ン グ ス ク ー ル 、 そ の カー ト 部 門 (HRS-K) の 公開 練習 
会 が ホン ダ ・ サ ンク ス デ ー の 前 日 モビ リティ リゾ ー ト も て 
ぎ で 開催 され た 。HRS の アン バ サ ダ ー に 就任 し た セル ジ 
オ ・ ペ レス を 招き 直接 練習 風景 を 見 て も らい 、 受 講 生 と の 
質疑 応答 の 時 間 が 持た れ た 。 プ ライ ベー ト ジ ェ ッ ト の 到着 
が 遅れ て その 時 間 は わずか で あっ た が 受講 生 は 直接 F1 ト 
ッ プ ドラ イ バ ー の 言葉 を 聞き 、 刺 激 を も ら っ て いる よう だ 


57 だ 


HRS-K 受 講 生 は 14 名 の 少数 精鋭 。11 歳 か ら 受 講 資格 が あり 現在 の 受講 生 は 
12 一 15 歳 。 受講 期間 は 才能 次 第 で 延長 され る 。 アド バン スコ ー ス で は 海外 


遠征 も 。 ペレ ス へ は 英語 で 質問 を 投げ か ける 。 これ も カリ キュ ラム の 一 環 だ 。 


HRS-K で は 中 級 ク ラス ・ エ ンジ ン の ロー タッ クス ・ マ 
ックス を 使用 。 イ コー ルコ ン デ ショ ン で 模擬 レー ス 等 の ス 
クー ル を 年 間 26 日 開催 する 。 そ こ で は あえ て タイ ヤ を ロ 
ー グ リッ プ の レン タル カー ト 用 か ら 、 上 級 の ハイ グリ ッ プ 
まで カリ キュ ラム に 合わ せ て 使い 分 け て いる と いう 。 こ れ 
も 反復 練習 だ け で 速く な る の で は な く 、 運 転 の 幅 を 広げ る 
た め だ 。 ボ トム アッ プ の た め の ス クー ル と いう より は 、 ト 
ッ プ へ 到達 で きる 素質 を 持つ ドラ イ バ ー を 選抜 する 場 と し 
て の 色合い が 濃い よう だ 。 

パイ ロン 仮設 コー ス は 路面 が 悪く 、 し か も ウエ ッ ト の 悪 
条件 下 の 模 擬 レ ー ス な が ら ア クシ デン ト も な く バ トル を 展 
開 し て いた こと を 見 て も 、 受 講 生 の レベ ル の 高 さ が 伝わっ 
て きた 。 近い 将来 ここ か ら 新 た な 才能 が 生ま れる の だ ろう 。 


「 路 面 が 悪い けど これ も 経 
験 |] と HRS プ リン シバ パル 佐 
藤 球磨 。 走 り づ らい 知ら な 
い コ ー ス を 早く 習熟 する こ 
と も ドラ イ バ ー の 能力 。 フ 
ァ イ ナ ル ギ ヤ が 合っ て お ら 
ず 、 さ ら に 難し い 条 件 だ っ 
た 。 コー ス 設 定 は 「 佐 藤 蓮 
講師 ] が 担当 し た 。 


ペレ ス は 模擬 レー ス に 飛び 
入り 参加 。 ペ レス が 受講 生 
に 語っ た の は 「 走 っ た ら メ 
罰 モ を 取る こと [いま を 楽し 
むこ と 」「 心 を フラ ッ ト に 」。 
15 歳 で 渡 欧 、 慣 れ な い コ ー 
スタ イヤ に 吉 沈 し た アナ 
ー ミ ュ ラ BMW 時 代 の 話 も 
時 披露 し て いた 。 
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NSPE YEE Te 
咽 睦 々 ーK し め 忘 奈 

の の CCGHA 人 AA で OS > 日 
A 公 AA で コ 居 選 昌 尋 や さ の の 8、※ 
〇 =Q の の きき 8 し "の FmOGHA 人 AA 
ターK ロ つじ っ ぃ t@” ペー 守 せ > 亜 G 
セ 芝 男 も で し っ tk 人 S る CHA 
公 へ 避 玩 画 hte 了 散骨 革 茶 提 じ る で っ " 
「 々 メーK ゼ oo の ヒ の し "トー キ 
トド ふ トキ ー ゼ 了 の ? と へ 心 下 お コロ の 
聞 和 7 補  ( き ooa 下 む じゃ ) 日 
へ 公 へ 雪 本 hG 下 所 公 芽 マン 詳 計 を 
握 若 @ 回 じ 悦 人 SQ で NepG 公 半 *n” 先 
エモ 穫 ふ K 移 お K く へ AA 選 頭 玲 史 
ね 泡 落 公介 や” も くじ SH へ 公 へ 北 井 
ロ mHe で NeG や 雪 字 叶 下 責 志 名 
N9” ペー 玉 中 キー 人 キ ー ロ いっ し じゃ 区 
往信 中 < で Ge つ ” 軸 咽 jpMmOQ で で っ う ン 
ふっ 表 :n る QOSHA 公 へ 電路 々 
で 3 トー ヤセ ふ 下 エ キー ゼ 由 の し:p7 
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選 つ し っ ぃ Q" 生 臣 G 
りお 無 詞 つ 尋 人 S" 
持つ 尋 」 
NG 選 葉 ロゼ" 
公記 6 いし っ he” ユキ 
年 守 穫 ふ K 旧 忌 = 
S^ NHINー ユ せ 
瓦 忠 KG ょ JJ 公 や 0 
「 押 つっ や ASK 


EE 


|. 


(the ICE shares the architecture of the engine fitted to the 296 GT9) 


benefits from experience honed in Formula 1, 
although it was DurDoSse-Duilt for the prG っ ai! 


Road-going twin-turbo V6 family 
Nominal voltage of 900v 
Seven-SDpeed Seduential 


500 kW (680 cv) 
500 kW (680 cv) 
ら 00 kW (272 cv) 


Configuration 
Max. output 
Max. output 
Battery Dack 


A mid-rear Dower unit with an electric motor DOwering the front axle 


Ferrari 4988P Powertrain specifications 


Overall maX. DOWer OutDut 


Engine 
ERS 
Gearbox 


國 旬 SG ら J い 8 お KK へ AA 還 AG 
ふ ふ 和 トマ ヘー 与 尽 で 壮 柚 り 因 
ーー つじ 遇 訪 琵 直 呈 つ io 選 S%95 


1 AS 知 委 SNKJH AASIP 
で - 財 』 | Np 所 代 つ 必 " 1SzQSNeIi し 由 由 
パ SpG ふ 王 本 43Ne 中 想 G キ モト へ K 
| | / 忌 SS 陣 の 生 OK | 振 h@ つ 
】 で SCOOP つの SM 居 幸 所 内 つ 
1 | 請 記 GSINAK7A Am へ 才 編 
) 時 で "の FoG 引 針 RS か Op 
加 ) 計 生 いも や ホ K て AAmAG や SS 
| IN 人 IA uttRAZ (まこ て 
ふ マ ヤキ 6 台 悪 間 半 信じ し 2 っ t77 HI 
へ Qoo 時 G い NH ホイ K ユ 私 
ふっ Jp と ぐ 球 揚 剛 6 医 諾 東 要 和 と 
時 J 語 固 つ し っ い G" Nm ロー バー 
4 NHINー ス 人馬 悪 NN 性 雅 
リリ NO し っ い G 代 / H62KY 私 ふ 公 来 We で 
LN) 拓 し 郡 末 弄 いし 2S3? 人 ト 
人 込 ロー ロリ ロ p 型 ベー ドー 大人 の < く 一 人 


へ G ぶ ふ ヾ や 色 玉 38YO 避 NG 会 針 Y 印 ハ て 
G 型 伴 RW 。 ス エ ポ 吉 ち 二 や や やつ ( 
くい SN ン を 握 環 昌 相 つや? 
/ トコ 放 で 近 ら 時 皿 唱 誠 r く 0 
諾 teiSQ 中 0]6 和 0H6 和 KING で 
ヤヤ 時 悪 は ン 本 ほし otet6n い リン レル A ヘ 
斉 GT ヘー 所 っ /n| 7/ 
Hi へ 普 上 選 っ 時 洒 有 くさ SN 日 
ふ ー っ Jp マヤ と 可 敵 申 vNG JJ 
糧 過 Mio 時 S OS お ーー ャ ヘー 
3 ぉ p2J、SST へ 條 で AA し jp く トド ー 
ル AK ぬ 絢 凡 ONQR 如 し 入 へ 公 泡 
肛 J れ で tk0) 且 員 〇 ら さ ーK ゼ ロー 理 
凌 H 所 や 枯 ホ ー ヤ ホー し 上 ビ で で で hG【J 
3 DJStG 公 。 や 公太 公 お 束 刺 得 ” 【) 


こけ の 安定 性 を 
備え て いる か どう か 


定 れ る た 


ー 


団 
首 
G 
HH 
NN 
G 
ん 
ヘ 
1 
中 
選 
理 
里 


下部 卒 カ 処理 が 非常 に 複雑 
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JJ パコ の すき で 員 どり ロ 症 ぐ で 刀 油 に 喉 @ 
へ ふ ユーー 郊 回 NGH6H6 押 っ 志 む 
し っ hGS へ 私 和 色 遇 っ" 

| 愛 口 O レ トペ ユリ ロビ 公 さ お で 3 で 
で も S う っ)) っ J 届 0H6 和 OGK て Th 
SG ローK 玩 陣 つ レレ ル ハ へ 環 詳 寺 つ 刀 」 
3JRAII 和 AA へ" [3 や 人 ト ユ 
AS 1)G ロ ーK し うり p 掲 で セレ 
ツ で いり 選 國 いし っ to” 客 ロ し 
te@SG お ふ マ キ G6 筐 下 選 喘 届 員 富 N 
St@t6n い GA へ AT へ や トー も KK 
NNN に へ 和 S" 取 根 つ 
NR ドー ドル へ に K 民 班 つ で で 
避 ウ JpIN で くさ や 選 で や の 


本 倒さ で ン Stet6 で ロリ つ さ で む で さく 


っ 6 お 6 補 上 ト K て CS っ で 篤人 で 7 
IA や か て 必 上 思 つじ っ ぃ eSR 層 " 路 忌 
G 諸 恵 3 也 に 龍 提 共 と りり し J で 
ふさ ト つ "KG 違 本 し せき 
ー ぶ ふっ 箇 衣 G ロ ーK 十 し G 守 居間 選 穴 
つい C 鯉 敬 電 美人 S 人 革 旧 選 刺 装 握 
玖 凌 人 @ ウ っ ン ” IMJS 人 SNNHG 妥 で ユ 
ロモ ロロ トー ハロ へ 電 過 お Ne6 し 6 据 
で 補 7 る 陰 選 蛇 /Q で で 697 て N ポ ー ド ルド 
へ K ト K て イロ" 刀 入 7 畠 つ っ ぶ で 
そ 民 飼 tet し 6I ト K 了 て つじ しめ 
6 骨 肖 倒さ っ ” 皿 に "AKG 坦 
っ J 夫 円 公 想 講 G 咽 瑞 陣 補 そ マ ヘー ロ S 
いし っ ne? JIJS や N さ へ へ) 玉 
ミト ャ ルド ”K く 6 ユー ド 公 呈 の 団 @ 
本 ES で で teK よ AA ロー ミロ で 
| っ hG 刀 S op 世 中 ト K て ptG 旧 証 B6 
JSTONvn” 証 下 っ マン ” Q 中 


の 忠 旧 の 旧 下 GSI ト K て ES 必中 四 
間 閉 レレ っ te3 和 補 色 に ミ ・ ル へ や 
SE AI 2 (ESXC19ESIPES) 
Na 

1 所 ” 豆 肛 尋 っ つつ し ” ホー 
せ 和 wiN マ ベー で へ 下 NH 所 良 
地 つ し っ きっ 2? inN で ミー 悪 握 や N 
Hi トー ユニ し 納 緒 遇 く や 売 R 押 掘っ うじ" 
くじ GO の ヒ SIN で く 一 色 き の の CL 
下 四 補選 AH 屋 KTJ う り 公 
し ote 生 所 7 式 葬 ホー ゴロ 守 く 
te と TNITIN で ベー、 公 っ hG 公 
2J 心 友 。 居 SNKe-JIJG 穫 色 ト K て 
選 加 釘 つ し っ heGSNHINー ユ 6 州 務 
の FIN で ミーQ7 

時 NHIN ト ー ユ で 刺 剖 虹 te 
NOT 刀 つ 7 由衣 直宏 李 ン シン OH 
406 敵 固 ′ 台 天 吸 ロ 扱 展 じ WOte 
民 吉 ルル AA 公 SO 心 公 で 人 S 公 ぐさ っ" 
公私 そ ヘ ホー コ ゼ の ヒド ー ロ 宙 古 te 申 
壮 公 喉 コ "SUNJH じ 察し OS 
Ne 里村 吾 つ し っ QAGT 色 ロー 
ふ マ て h ゼ の ヒュ っ ) せ 可 GOT ST IN 
で くさ や 1 区 つ ロ ーK し 所 ht で さ の の 
nH63 旨 お 中 り 人 色 で っ * 

1 人 トロ ー ハ ヘーfKA^ て 町 玉 和 NA 
ー ゼ 中 柚 青 に 中 上 唱 f つ SQ で 丸 ” 親 縦 
NHINー 公 長 ぐっ) 四 の 丁 論 玖 理 XN し 
p 科 公 つ ン で うっ ” 店 遅 紅 ロ で ひ ト 
0 せ 忠 周り で te つつ し po 並 皿 玖 牛 
選 tehJJ 和 反し WONG4ONOTRS 7 He.Q7 
ンーIN で ミー や 3 中 R 雷 0 レン INh て 
ト つ さ "ドー く 罰 トマ て ふつ や さも it 
ト J ュ ) 公 レ YONGS 1 
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旧 E Vc 馬 : / 前 男 じ 


EEE: 半 


まさ マー: 


な 


ヘッ ドラ イト まわ り は 、 
Ferrari Daytona SP3(1967 
年 デイ トナ 24 時 間 の トッ プ 
3 を 独占 し た フェ ラー リ の 
スポ ー ツ プロ ト タ イ プ を モ 
チー フ に 2021 年 に 発表 され 
た 市 販 車 ) の フロ ント デザ 
イン と も 関連 性 を 持た せ て 
いる 。 ル ー フ トッ プ の 吸気 
ダク ト は 3 つ に 仕切 られ 、 
エン ジン 吸気 用 、 バ ッ テ リ 
ー 冷 却 用 、 ギ ヤ ボ ックス 冷 
却 用 と し て 導 か れる 。(8s) 


ら 083 年 の ル ・ マ ン ま で の 時 間 は 少な い 
開幕 戦は 実戦 テス ト を 兼ね る こと に な る 
プロ トド タイプ 経 験 ドラ イ バ ー 招 集 も 女 務 か 


四 明 前 デニ 
cetuni 本 い ーー- 


、 aucuARn MILLE 


選 | 馬 工 折 | 
RS ンー 舎 HAA へ TVG 控 経 寺 有 
珍 回 上 【 川 川上 重量 マ 了 厩 つ 公 <Q 嗣 韻 田 衣 G く で ト ユ 


ヘン ハ K ト トコ 電 拍 秘 つ しい ら コ ベ 革 名 
Qoalo 世 の の の で 蛋 恨 司 雪 算 一 叩 8 


Ku】 Yoo よい ES0 マ EEEANS で IN いく ) 
員 K つ 7 GO し Po こ て 公 名 時 訳 
ぐ く st@G き さ ふ お K コ 〇 6 の の て や 7 
時 G 絹 己 蛋 選 下 腺 古 者 暑く 臣 +0 
で や 振 言 ト スト KS 中 Re 。 0 で 則 
玉 震 瓶 過信 じ っ hGIJ う ) 公 届 人 色色 
l 川 川 川 川中 環 3 公 ウ ヒ の らら の 避 議 < く 本 KON ユキ 
| で へ AG 応 某 SG 遷 し に 写し 玖 " 
HH 如 DI トー を ミー ト S3J | 英 式 戻 ロ 

無 局 ベー ス 志 医 勾 汐 区 や や で he の ヒビ 
の で 聡 人 恥じ し せ 寺村 冊 @ 羽 代 了 補 全 G 


Qoo Kー ミ ーO ヒ < 説く hte 
マー ベ ド 司 尼 @ 押 垣 間 昌 人 玉 つ NNG セ AA て 届 上 
也 邊 拓 SN トー ュー ド 肖 選 ※ 盲 


固 せ ら コ 吐 ハ ーIK へ く @ 司 恒 可 湖 唱 本 4 で で 
So ゴ ャ ェ 
Photo 農 田 評 く (Kazuhisa Sawada) ヽ 三 直 臨 則 寸 (Takashi 0gasawara) ヽ apr SSD 0 っ っ りう っ 心 剛 間 pk? 
Text @ 思 臣 編 | 密 (Seiichiro Aritom) - 呈 訂 77ー G づつ 園 の 
lu 立 ペーKN ヾ ー ミ テー し G く て 人 トト を 
本 NN AKI ト さ SG 杜 伺 公 稚 用 トー ル し St 
バ 2 1 eo 
近い り p 8S" く て hrAK ト 3 抱 編 喘 
区 に fd D 
も 医 共 。 G St@ 司 仙 じ ホー K 此 で ミ 表 G 由 
に j 時 ら 台 
で 回 1 トミ ュ つ じ さ ふま お K コ 〇 いら ら エ 上 則 
f !J) 世 〇 


民 G 下 公 半 いひ" ふも お K) つ し せ 
〇 皮 の ヒビ mo 中 人 トミ うつし 貼 財 stG 公 7 
の 〇 き の の ”。 コ 〇 の の の 色 の ヒヒ ゥ の の 
ロ 鈴 閣 つ 豆 表 穴 ロ ポ く No@ う さ ふ お KK・ 
TINAZG 由 団 稔 K 一 ミー の ヒロ 人 
っ じ 撮 ンマ さい し っ to? J 心 つ 補 押 中 や 
抱 や コ 〇 の らら で 反映 札 O で 丸 " 

Th ロ リー 馬入 二 6 湯 図 の Jp 
桃 赴 品 で じ jp コ O 避 らら て 水 皿 GX 
ユー ゼ に っ 指 計 で ロ へ ふ や ヘ ーK" 
ロート TSGNR さ 電 地 Q ) 
で くく トト ー 公 普 畠 く 記 四 じ 0NGSG 
代 ” 球 年 公 半 直人 S 的 国 NR じ っ hG eo てこ 
GSN ト ふ て ユ ー ド 己 長 つ " 


=! 


前 有川 吊 


別 用 
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17 一 19 年 GT500 を 走っ た LC500 は 規定 に より スケ ー リ ング され た フォ ルム だ っ 
た 。GT300 規 定 で は 本 来 の 空力 効率 が 活き る 。 


K.Sawada 
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\) 人 


ュー 
ロ 
Pe 


み 
呈 
ー 」 


ョ 吊 M 肖 上 


主要 部 品 が そろ い 、 組 み 上 げ る だ け と な 
っ た LC500h。 ぎ り ぎ り ま で 風洞 を や っ た 
た め カ ウル が 最後 。 左 イラ スト が 示す の 
は 生産 車 全長 ジホ イー ル ベ ー ス と GT300 
仕様 の 寸法 が 同じ と いう こと 。4770 
2870mm と 最大 級 。 全幅 に つい て も 生産 車 
1920mm に 対し て GT300 は 1950mm と 左右 
15mm だ け の 拡幅 。 生産 車 の イメ ー ジ に 近 
い フ ォ ル ム と な る 。 


た スペ 


まれ 


計 


これ に よっ て 生 


軸 基 準 で 220mm エ ンジ ン 


車 


LC500h。 フ ロン ト 
が 後退 し て いる 。 


4 同じ ダン パー マウ ント を 使用 する GR86 と 


が LC500h 開 発 の 要点 。 も ちろ 


の 空間 に は 剛性 部 材 が 入る 。 


ス の 有効 活 


ん こ 
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50 に 改善 


退 さ せ て 重量 配分 を 50 


ジン を 後 


AM 】 
h 】 


重量 級 2UR-G エ ン 
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ふむ お K コ 〇 6 らら ェ 相 無 財 dl 
っ 過 さ に に の 言 ・ マー ミー 
K3cuoo に ご 言 " の ヒ o の の 本選 し に 
ー く ー< く へ ふせ 中 恨 班 公 恨 SQ で し っ 
NeS た マー ミ マ ターK ロ で うじ せ 聞 揚 
屋 選 蛋 公 雷 装 SN 団 R 在 間 Ste 
映 李 NAONtGTJ う り 交 骨 茨 や レ に トー ユ 
AA 栄 医 Ke の ら ヒ 5 ら の 忠直 半 っ 7 
〇 ヒビ の の で 障 限 せ 央 箇 械 湯 球 し 
#OtQ 避 更 GO 月 図 公 KO" か 
KG 揚 せ IN マヤ 玖 提 Q や NG 福 
謙信 ロ ーー モ マー ミーKG 受 - 
の 9 想 で や で 明 鑑 6 Sne 介 下 年 く 由 
JJ で む 玉 モ マー ミー に K 公 中 っ レル ハ 
へ 間 提 や 玉 FJ 公 さっ (康正 環 


KーI ト INhO ヒ の らら や Quo の ご 言 ) “ 


の 
軸 


今後 形状 を 工夫 し て GR86 も 移設 を 検討 。 


計れ 人 る 。 


スト が 待 


配分 改善 と ヨー モー メン 
テ 


重 


量 


置 で オイ ル の 偏り に 耐え られ る か 実 走 


設 
ー を 移設 し て 前 後 


ー を 移 
g 間 に オイ ル タ ワ 
結果 次 第 で 


りら 


し オイ ル タ ワ 
空 
の 位 


活か 


まれ 
\ 量 を 拡大 し て 11 2? と し た 。 


ト 低減 を 図る 。 
め 容 


空間 を 
輪 旭 後 


前 
た 


や ゃ ふ テト 愉 DC い っ し に RT 本 hG 
3SGG_ く ふ トー 人 色 入 必 局 〇 うし せ Av 
G 路 Yo 選 必 で 唱 由 人 る つじ し っ tG" 

ーー 〇 の ら の 皿 導 人 各 K ネ ー ヘ ドー うつ 
じ G く よー 人 色 和 AS 多 田家 つじ 司 四 区 
ロッ >ooHA 公 へ 李 編 村 NG 詳 根 や る 
HA 公 へ 々 て で 只 年 公 和 SNe” の ヒ の の 
ご 亜 朴 己 和 で し 下 つ >oo。 Q つ - 〇 
HH 公選 くさ ふく 私 0 や 人 0 さ は 届 
員 も や じ 拍 編 Ke の とめ っ 玉 近 つじ 
QO 言 HHR 公 選別 つじ っ ne? 

ビビ ロリ で の ヒ つの ご 医 台 店 
0 で や つ 避 - の ポ / 本 R 老 震 交 置く 
震 G 尽 し じ 世 つ お っ SG” WS 
マー ふま で ヘー て し SeG 公 NG 型 療 則 
咽 人 3 QO ら JI で で し 介 " 
束 yw466 ヒ めど ら G ぐ 収 札 HH 公表 
療 公 6 受 ペ 3 附 限 も で じ っ tG)J っ りう) 
近 つ し じゃ 分 二 つ じ 由 っ )J 公 人 She" 
NG 環 咽 昧 の 言 届 Y り や NGhJ) 
公 し で NN で や やじ め 柱 避 個 咽 居 
普 押 は KW マン 件 邊 本 KG" 

40Q 唱 中 っ も モエ マー ミーK じ 「 日 
へ A 公 へ 公 届 員 必 で 8 日 A 公 本 滴 に K 
マー ド 公 財 H6 で KO ト JG 団 証 @ 志 球 中 
攻め コ 〇 の の の < 可 絢 己 代 Ko まで 
ー” 役 思 届 記 6 選民 で マミ ふ トー 
6G 間 詳 や " 

ZiN で や つつ - の の 雪 
つづ し レロ ー ホ ー ユ へ 愉 革 6 で ミ 躍 さ ロ 
te 政 昌 に 下 仙 栓 ン 刀 る は で 必 北 日 
へ 公 和 へ 振 回 因 軸 つじ うっ” Ny で し で 
ン レ じゃ 則 っ HAY 人 AAG 操 昼 ー ミ く 
ー く へ 人 ふ 苑 oN 時 務 て で ミロ 
ー 軸 ン G ゼ 一 ロー ヘーG 暴 し め 
競 選 則 咽 居 SG 明 し じゃ p 育 つ ン きっ" 
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KSawada K.Sawada 


操 能 、 サ ー ド エレ メン ト 効 率 ア ッ プ メリ ッ ト は 排気 効率 だ け で な い 曲 率 改善 

サー ド エ レ メン ト (@⑯) を 中 心 に 配置 。 リ ンク と ブレ ー ド を 介し て 駆動 し て GR86 で は 左右 に 90 度 曲げ て 再び 90 度 近く 後方 へ 曲げ て いた 排気 管 を LC500h 
レバ ー 比 を 改善 し 効率 向上 。 近 記 も ベベル ギヤ を 廃止 し て 無理 な く 継 手 接続 で は ゆる い 曲率 で 出口 に 導く 。 一 定 面積 で 周囲 の 導 風 が 認め られ て いる た め 
エア ジャ ッ キ の シリ ンダ ー(@) は 車両 前 端 が 接地 する 恐れ が あり この 位置 に 。 エン ジン ルー ム 内 の 正 圧 を 抜き 、 リ フト 抑制 効果 も 期待 で きる 。 


K.Sawada 5 K.Sawada 


ハイ ブリ ッ ド シス テム は 22 年 仕様 プリ ウス か ら キ ャ リー オー バー。 
トラ ンス アク スル 後 端 に 配置 され る MGU は LC500h 生 産 車 と も 共通 。 
シス テム 冷却 を 効率 化す る こと に よる 軽量 化 に 取り 組む と いう 。 


リヤ セク ショ ン 構 成 パ ー ツ は GR86、GR ス ー プ ラ と 共通 。 ヒ ュー ラン ド の 
ミッ ショ ン 縦 置き トラ ンス アク スル を 採用 。 ロ ー ル 形状 が 天井 方 向 
に 絞ら れ て いる の が 相違 点 で ここ か ら も ベー ス 車 の 空力 効率 が 分 か る 。 


「 ガ ライ ヤ は 2750mm、MR-S は 2500mm。 い ろ い ろ 走 ら 
せ た け ど 2870mm の 経験 は な い 」 と 金 押 氏 。LC500h が 
キャ リア 最大 ホイ ー ル ベー ス 車 両 と な る 。 


ES、 て L の L 獲 き N 呈 0 多 党 休 る し 包 ド 離 フ 
ーー や 9 ⑥ SS ⑥ 介 く @ 過 中 過多 グ 時 六 部 人 至 人 出 疲 中 
( 欄 9 本 ン 全 5 本 に 開 燃 本 本 度 天 | 困 半 生 億 者 た 盾 直 生 の 王 還 斬 本 ( 還 に 竹 作 請 

※ 0 ジジ 0 守 罰 8 人 居 飼 師 容 医師 と 角 素 宴 ま は 

し 0⑩0 と ⑩⑳0 罰 き 0 則 表 ぶ 旧 し 表 学 師 狐 イイ 送 銀 

抽選 拓 次 多く 《 付 包 正 で ジジ l 誤 際限 贅 ダ 

久 導 2 1590 gg 9 撤 09 | 人 Q 5 但 NRS の 中 

238 回 宮 と を 勤 到 陳 見 時 凌 1 凍 玉 交 と 

(の KU 共 EllE の 2 ES (人 SI PO 2 1 

詳 な に の も 23 で 活化 動 せ ル 』 メ ス エ 設 を ル 

細 る 準 規 ダ 年 きか を 精 て バン ペレ は さ 配 し ク 

前 電 Pe 2 | 間 計 | に | 2 ODN 人 

MNO 2 タン 9 9 の 介 委 計 パ ン (0 と かぶ ッ 

冥 衣 本 容 グ 嫌 が 祥 レ 引 を 守備 まま 人 往 守 側 

IGG 馬 計上 第 目 わ 還る 正 喧 人 公 も 軸 配 を ま ク 間 

8 肖 1 ぬ | で 革 妥 | の 人 居 電 窟 陸 郊 へ の 

⑫ 演 “ 近 党 光り 了 瑞 良 軒 間 ツ 距 


TOYOTA 


NG 捉 電 ド 
則 全 つ 屋 N@ 民 明 


Q ら Qoo 革 ペ ーK へ 届 画 つじ 介 性 I い ユー ロト に K イ て 鈴 話 
In ユー 媒 尋 珈 し せ キ ユ - IT・ 届 Sh 拉 mQG 鈴 回 p 上 剛 所 
〇 ビエ ユ K・ ト ユーQTA や トー シン SIN で くさ つら つ 人 SW 

据 下 さく さ 尺 地 っ IN ユー ベ 話 貢 じ G 師 刀 和 寮 つ じ 掲 0 で で 

亜 上 @ 革 豆 的 公 キー ト ユ KK て 選 量 洛 志 尺 間 周 玖 選 じ 聴 堅 公 


Photo ⑱ 札 格 諸 べ (Keisuke Koga) ヽ Rally JapanNTOYOTA ヽ NSKODA ヽ auto sport 
Text @ 世 重里 へ (Keisuke Koga) 


IJ で し I い ユーcdIN で AA 愉 つ レ 


っ で RS で で で" 


OOG お モーー ハ ユー 代 し StG 
逐 受 と の いし 8 AHT ぶ KN 
ーー N さ ふ K ト ーー へ JA つ 公 づつ” いら に 革 G 受 と の 〇 加 忠 人 
ヘテロ HH の っ で 刀 ル IlHN ト KN 下 そ <Qo ペ ホーK へ 思 間 国人 RS 時 て 町 


INー 色 臣下 つ 選 「IhN ユ ーQ」 公 ” 軒 終 
落 つっ 才 っ 昌 壁 さじ っ te” 0 避 
穫 間 志 時 @ 針 薬 疾 RIKT ユ ー し SO 民 7 
ィ テ NRIT ユ ー ロ 谷 客 KeilHN 
ト ふ エ ハー お? 龍 | て 還 尺 宙 選 公 


せい っ ろり Ii 避 ユー ヘイ ターミ さ つ や で? 
「 の キス K・ ト ユーQTA や トー | 
ュ JeNUYO で NG ル AA 品 忠 中 選 
で で で で 受 と の 喘 肌 疾 I ト コー 人 色 そ く へ 
し く ・RA ふ 人 AA GTIN で や ロ マユ 


At ー 

ASY 

仏 じ 員 中 。 
くっ 
きせ 0 1 只 剛 
加 て ぶ ト 肖 
忌 AAto 鍋 
っ や ゃ や ヤセ 
思 ト hG 
器 民 < く S 
上 ISN 
個 宮 刀 1 で 
せ ュ ネン ミ 中 
1S 無 へ 條 
く 公 SS 
へ Ap 心 。 心 
ぶさ 1 心 パ 
Gt ロ HG 
キ 1ー 完 
ュ ネ w ぶ KG 


に 
FW 
直 
3 
Q 
に 
で 
記 


ラリ ー2 (旧名 R5) は 、I 旧 WR カ ー や ラリ 


次 ぐ 戦闘 力 を 備え 、 リ ー ジ ョ ナル や 
ナシ ョ ナル 選手 権 で は トッ プ カ テ ゴリ ー マ 


己 員 に 


シン と な る 。 約 290 馬 力 を 発する 1.6 4 タ 


SG 手 っ 代 Il 
1 

只 。 9 38 只 。 で 9 
居 N 近 KwS ヴ 
SN 呈 馬 移る 
繋 | ) 加 遇 吉 ビ 
刀 w タリ = 皿 で 
記 王 っ 提 記 6 衣 上 
ts SQ 形 コ 疲 
情 六 どど S 1 壮 碧 
回 居 講 選 記 訪 デ 
思 コ 咽 Ain 棋 
四 瑞 ふ ん 央 員 
中 | 問 つ を 束 
SH 
時 NN 

員 M 。 陣 と ざら 
ぴざ ろ 店 り 8 
や SS ね ご 
中 S つ 区 京 
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聴 MQG 操 旭 想 つ ” 半 刺 己 一 田 p 路 議 避 坦 G せ 式 聴 G 尿 WS し Jp7 
選 じ に S で で だ ビ の ピ 心 ホー トキ ささ へ IJGT へ や トー 人 トミ 公 2 で me レ 和 0 
公 し 8” エール セト で ・ い ンー く 届 や 村 舌 べ せる で ン で っ " 
時 2 フウ 

Nate nAhomhSyae 上 1m 上 G 束 
teS も し り 公 さや 層 で NG 守 維 才 し 想 HA 公 へ <3 展 避 引 剛 も で じ っ 
章 公 半 さ し っ tG) う ) 号 材 で や 選 " きっ 公 ” Xi トト 表 具 選 SG で で や 
うっ 6 査 店 親 S ル ハハ 誤 牙 4 し お " 選 吉 局 きとう) 皿 
理由 ロー 本 へ p 刻 吐 つ じ っ つ ン ロ ・ 〇 記 の 居 思 ホー モモ GO 選 
っ!J っ うり RS で XR 日 人 KG 計 果 いっ 員 - の ヒ の 明 中 て 電電 統 生 NONJ ュ J7 
し 時) 3) くく 醒 *0 で し SG 生 ” 四 令 玉 ト xK て ロー ヘリ で うし じ め 舞 必 昌 
せ 契 つじ 更 N0 ょ JJ 本 部 画 革 喘 人 し っ 
90” NunSN94JIN ユ ーQ 尽 6 の 収 蝶 
ー 守 抱 編 ル 入 へ "AIJ 公 IN てく 
さ ふ G 咲 G 玩 っ te” IN ユーQG 
HA 人 へ 選 隊 困 攻 SGHA 公 へ 選 ダ ー 
K 査 構 つ き ン レ ゼ で べ で 和 ” 操 き さ 
居 思 つ S 陰 人 SQ で し っ で SC や ” つ 公 
つ ^ 束 結 定 ロ 「 咲 き 収 虹 6 し ] っ 了 
嘉 G 羽 団 並べ G で 。 m 居 虹 p 坦 医 避 
組 SOSG 和 7 せっ 着陸 品 り 
R し 鏡 直 幸夫 で MK 編 ー モ 玖 編 本 
hGE 隊 林 き の と キス K ペ 式 ン トド J て 
や て 岬 尼 人 径 の と エエ に K 選 マー に K リト 
ーQi 可 章 私 NG) っ 心 拓 虹 じ し" 台 哉 公 
世 で で 民 G し せ で っ 公 っ 間宮 し ot@" 
餅 談 ” 選 圭 局 @ 聖 褒 刻 間 公 ぐ 「 っ C 公 
I い ユーQd 層 | ス J 下 店 ホー コマ 王 提 *N じ 
っ 6n 和 7 

き M 蝶 HA 公 へ A 避 表 も hG の 居 思 GSX 
ユタ テー ゼ "HA 公 へ 導 蘭 6 咽 旬 肛 ン 
し ゃ ON!J り 公 H 物 求 *0 っ" ト J で 司 恒 
遇 訪 幸 引 只 っ じ 童 竹 ロ 村 WoG ト ンズ 
ヘ ト ー 公 S” 選 隊 人 @ の と エ ユ KK 
G 押 中 じ SN の ” 上 。 苦 時 交 公 
っ !J ュ ペー 擬 羽 束 鍵 詞 回 本 【)) 公 


装着 さ 


働く 。 


2 りー きく 誠人 
張り 付く よう な デザ 


NSKSoN ウ ジン Rg 


り 
2 


し 暫定 的 な デザ イン と い 


後 変わ る 可能 性 も ある 。 ル ー フ 形状 は 有利 


「 幻 ] と な っ た GR ヤリ ス の WR カ ー[ 
語 局 Toyo ィ ロ られ デ ワ ロワ 『 マ ar の 


/Za/7/6 


ロロ UNv^ 明 


だ 


メ 
れ て いた も の に よく 似 て いる 。 


ここ 
ES 


会 
会 


ラリ ー 1 より も サイ ズ の 制約 が 大 きい リヤ ウイ ング は ライ バ 
る @e: 


ル と 異な る 独特 な ステ ー 形 状 。 


の 


見 える た め ボ ン ネ ッ ト 自 


か も し れ な い 。 


1 の 流 ) 


ラリ ー 1 と 酷似 。 フ ラッ ト タ イ プ の ボン ネッ トピ 
ン キ ャ ッ チ も 同じ よう に 


ボン ネッ ト 左 右 の エア アウ トレ ッ ト は GR ヤリ ス ・ 
体 は ラリ 


制限 が 
ー ラ ー 


印 柄 に 


= が 開 


だ 


ee アジ Gc み 4 の (| ジ バーク 


は プレ ー キ 用 エア ダク ト が 設け られ て いる 。 
と を 感じ 


通 点 の ある 形状 


近い 配置 。 


部 ( 


共 


加 


め 現 時 点 で は 台形 状 。 


が 見 える 。 左右 ( 


垂 


車 


8 ジ 


\ 


新型 ファ ビア RS ラリ ー 2 は 
直 ( 


= け で な く フ ロン ト も 


7OyO7a Gazoo jsacg 


誠 三 山 と コン セ デ ト が 異な る 


内 
の 


フロ ント ダン パー は リヤ より も スペ ー ス の 制 
約 が 大 きい た め 後 傾 配 置 さ れ て お り GR ヤ リス 


フロ ント バン パー は 市 販 


させ る 。 ちな み ! 


M- 


ー 
リヤ 


ある 
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K.Koga 


噌 深 痕 @ 澤 芝 的 環 公 
廊 薬 加 RIhT ユ 


し o′ 甘 遇 ミ ふ 電 絢 虹 人 や を もう 
ト J ュ JpI ト ユー 医 日 入 稚 へ つつ し 失 G 
3 ユー て” NpNPp JJGO 当 呈 
- の ウー の ゼ 区 KH ぐ 言 G へ K て ス ふ ペー 
地 舞 幅 褒 公 和 SNeIiN ユ ーQI く @G 抱 編 丈 己 
更 唱 態 絢 Y り で や っ Jp 功 ン "NG 
ユネ ベー さ ふ ペー ローn6 蘭 居 宮 基 6 浮 生 
9 恥 む ロン っ 回 履 容 し 6 喘 村 て ミ 必 中 
刊 和 K ま へ AK 避 民有 誠 S 甘 央 くさ 人 


ゃ KK” 玉 に ト x KK て ロー ふ 6 詳 條 GSJ7 


IN ユー バ 揚 弄 つ 詳 誠人 各 穫 人 0 で 
じ レ っ tn 
| 選 じ "olK 起 さや Q し 6 上 忠 窟 っ 
心 朋 国 っ ロ 「 っ きも | 公 醒 引 中 
ー ズ ロレ KS 財 内 唱 正 っ さっ" 
利 ロ トマ を へ へ へ 葉 上 思 選 箕 hho 
刀 人 8 この 当 口 - に 上 の ロリ せく INAK 作 
党 
功 


ャ トー 公 束 放し じ っ ぃ 公明 葛 
トート トー 玖 撤 で 失 く トー ロ 
K 和 て IN さ 6 落 国人 き 喧 NG” IN ユ 
ーQG 避 衰 シ し き た 中 ロホ ー ハ 本 へ 昌 正 
喧 村 Ne ょ JJ り し 内 宗 選 本 KG は Jp し WONG 


IN ユーQG N ロ 私 入 ミ ー ゼ ” の 
エス K・Ih ユ ーー コト ュ リポ ント KG) 民 さ 総 
S り 因 遇 で し っ ぃ "6「 1 ト PINA 
ES で 上 ふ ミド や 司 地 人 之 舞 ぶ マセ 
SG お ヾ 人 KK 公 Q 提 CANIN く ミ 直 問 旧 装 
っ S っ 公 ” ヘミ ーGK ロ ー ふ 下 
親 路 っ パ 心 避 嘱 70p? 

的 間 じ り 。Ih ユ ーー ゼ 喘 に イロ 
ー 忌 Q に の 言 り 恨 人 SQS で し 提 や ” ト J 
で せ 受 と ドー や や 司 っ " | 選 改 ユ 
ー ベ ロロ 雅 つ し せ 喘 KK ロー ふ G 障 赴 
ポ 壁 * 眉 つき っ "NG 忌 S。 或 吉 
3Ih ユ ーー ペリ K イ ロー ふ 昌 中 マ 
計 村 NG ょ J) 公 避 し 但 ” の 6 と ヒエ ユ K 
・I ト ユー いで NN ロロ ヘーG ぶ ヘミ く ー 奈 
ざ 量 褒 り や Ke し 中 KSKー ロ ー 
ふ ヽ 悪 器 つ し っ ti っ J 択 St 振 
SQmRNG つ に STNIN マ て ロ 明 昌 本 Ne 
ヘミ ー@ 喘 に 喉 く TNG や へ ヘ ふ ペーパ ユ 
尽 S で さ 拓 装 軸 つ し っ hG パ 心 咽 ( 
器 帳 ロ 羽 っ 居 遇 @ ス ヘミ ーp に 科 
せく 人 N や へ ぶ ー ュ 拓 選 トド ト や ホー つ 
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じ っ nh9” NGIJ っ JR で Qp 公 穫 KK 
ロー ふ 咽 い 則 忠 つや 詳 記章 宮 し one? 
IN ユーm 局 居 し お p。 JA トー 選 己 


ポ 衝 和 公 NN で DStG 貴 吉光 購 色 必 避 
皿 く 幸人 っ じ 想 遇 t6 尽 給 震 箱 
じ SS っ " 舞 尾 品 選 KK レー 巨 


Si 証 = ロ 

も む @P じ へ し S^ 二 っ 忠幸 名 税目 トド ー シ ・ ト ー ド 3 全く 
も る 3U や ュ ピ QSne 補 お 7 0G+tO ロ 反 京 hteG 目 一 悪 洒 屋 柚 つ し っ ro" | 羽 し と ヤ 
まさ 公民 表 上 う JUN ME ED 
NT 2 因 軸 人 加 村 固 軸 パ さ p 劇 因 映 G 叶 
ト S 2 5 きり IN ユーー ュ 6 や 避 直下 映っ 膨 心 倒 ト つ ふ Am 入 牙 人 る 思 G 窟 
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シュ コ ダ の 最新 ラリ ー 2 「 フ ァ ビ ア RS ラ リー 2 
が 11 月 に ドイ ツ の ラウ ジッ ツ ・ ラ リー で つい に 実 
戦 デ ビュ ー、 ア ンド レア ス ・ ミ ケル セン の ドラ イブ 
で 優勝 を 飾っ た 。 オ ー ル ニュ ー マ シ ン の ファ ビア RS 
ラリ ー2 は 、 す で に 8 月 1 日 に ホモ ロ ゲ ー シ ョ ン を 
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ォ ー マ ンス を 高め よう と し て いる が 、 そ うい っ た 一 


uedgf AlBd 


SSR 8 ーー 間 和 5 
連 の 流れ を 見 な が ら 開 発 を 進め られ る の は 、 最 後発 し 。 ン テラ リー 2 に 近年 か な り 力 を 入れ て お り 2022 シュ コ ダ は ラリ ー 2 の 盟主 的 存在 で あり 2022 年 は エミ 
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エン ジニ アリ ング 革命 
< 中 間 報 告 2022 を > 
IN/ 5 MP【 と 


到達 点 と この 先 目指 す と ころ 


手前 か ら 2022 年 に 1 号車 の トラ ッ ク エ ンジ ニ 
ア を 務め た 一 瀬 俊 浩 エ ンジ ニア 、 同 パフ ォ ー 
マン スエ ンジ ニア の 辻 導 杜 エ ンジ ニア 、15 号 
車 の トラ ッ ク エ ンジ ニア の 小池 智彦 エン ジニ 
ア 。 な お 、 直 エン ジニ ア は 22 年 12 月 の 鈴鹿 テ 
スト で トラ ッ ク エ ンジ ニア デビ 理 記 を 困 7 則 / 
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き で し っ te や ヘ ネ ー 双 ^ や つじ ふ さ ル 0 
GMT 度 公 必 を で うう 松 培 つ じい GRSG 中 了 
HASQ 理 合 レ 1 トーw4Hm 抽 。 普 w 
つ ve 中 半 補 V シマ ベー で ご 
TX ヘー 篤 来 ′ NMi ト 一 じ 押 過 半 虹 
つっ CO” 3JNJ2JyCAG SS し 思 じ 
ん QS っ の っ も きっ で ちっ ひき 
了 せ 「 桂 に 思 肝 」 eS つ 。 書 
し じゃ や X 入 還 AA 下 YO0Q け | G 擬 で ユ リネ 
0 ロト ー つ 素 明 販連 Do/ 党 S 
SSSN ー ト ヾ へ AS” りり せ 殖 作品 選 Q 屋 ( 
MR SSG 骨 了 補 角 過 つつ し 回 2G ミト 
時 家内 HK 本 つ "| 所 Wen りつ SS 
雨 NO じ っ Hts” っ Js38 編 陣 じ G 駆 の 話し 6 
SR | し 台 で せ 吐 細 人 で 加 叫 司 公 dh 合 *% コ マーK で 
UN 2 祭 隊 ン ” で ヤ 板 画 ロ r く to 個 揚 ロ せ シ 朱 束 
EE っ シ っ 無 選 つじ Wo レ っ "WUB 尽 色 7 
SS 昌 ト SO.QG EmGP 抽 居り 茹 導 eS 
^A2Q IIK や つう mn 1 8 語 
KY 信 1 まり ソン [上 四 =」 つ いじ ご SN” JG4Q 公 。 ぎ 下 
3 Cut 宮 し 提 衣 朱 本 つじ っ vox ユ ミン だ ぼ ッ 
SW 上 や し hG" YUJ ロ 敵 生 セン 8 っ 2 


昭 C し を と いじっ" セト JpK 公 つれ や で 下 明 の 滞 つ 
ーー つや SS 公 提 NR)) 「 更 mn” 必 違 ド へ ヘ モ ー ン 各 豆 公 
| ロ 2JnIK 表 つじ し る GS” い v ユ Q 和 IN で へ) 民 将 扇 丈 編 Se H 


や テト STAO 心 天 人 G じ っ teG で 7 へ 2IIK 色 記 4mS し る 選 さ っ 届 公 

3p 画 0 過 う っ J) ト JJ し も? で ( 元 )” 候 思 やく や 臣 で レン the っ JI 

| 連 : jpnQtQ で で ZIiN で ベーG TX へ むし へ ーー を 悪 提 じ 1 トー ふう 
PD も > ー ポ 玉 Wot6h” し jpNv で や し や トー ニー つじ し せ 人 の 心 や も 公 で | の 祥 で D レン で 
て 心 で ミー で 紙 選 刀 記し お 了 ES 


ヾ へ AG 押 eNe JJ せつ や で" ロ R 6 も ” の し し パコ) 凌い レ ( 相 
ー1 ト ー ふ ふ 届 民 計 つじ" NGTX ヘ て 選 せ G 司 居 公 ぐ Q や ヘ ホ ー ト ー 選 ユ ト 


や トト SN 半 税 陸 つ 全 っ 


剛 や 公 層 で し 3J り 避 限 で し っ GS SO 本 貢 人 さ WS さ 所 MEvtG) ト さ スー コー 色 
尽 人 し じ い ミト 羽 っ つつ 6 弄 heG せ paQtQ で し ゃ 公 / ド A 生 やく" SG も SS 時 人 で 直人 Ato6 


ーー 午 豆 咽 レン IN で く 一 色 2J ト JJ 8 で 選 の は gpo 公 ドー ン 趣 豆 交 
で で 豆 症 間 の 刀 公 NN で で ふさ ミル GSJ 応需 yetG し 由 朋 G ヘ ハー ミロ 
で 拍 扇 選 表記 つや や GS 更 咽 っ 方 され つ 尋 "0 で ロト て 中 一 うつ 
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太 で ひし っ や う し っ ntG 窟 楓 近県 や 
公 相 玉 的 暑 散 つ し 「) く SS 宮 WWQ つ し 
っ nt@| へ 揚 畠 つ レ ン で hG” JJ で 補 む 6 
吉 際 で 公 し ( 司 恒 折 訪 -JNYG 表 明 色 ) 
ろう 尋 で ペ ゴ 打 し ゼ He で きっ っ り 思 公 さ っ 
や 避 ロロ つじ っ 二 ” SS で らい 
G 麗 千 じ 生 し っ ぃ G 配 爾 お " 公 6 政 計 
し pt@”_ NuhJB 抄 咽 革 公 嘱 い 公 で 8 
NNJS 円 か で 弄っ っ で むし 

ー 一 司 居 G 遇 訪 ” 四 藻 洋 @ 守 記 交 補 マ 
3 設 束 つ 尋 区 克 昌 弁 村 つじ し ” NIJ 公 Q 
「 製 WW し っ t@!J り | 更 職 計 つ "へ 77 ロ 
ペー へ 本 入 p 軸 隔 つ いじ” 司 尼 遇 宮 和 
ヾ GT へ Ai ト ヾ AAG 皿 麗 公 <Q 咽 
ざ ^ SN@ ろ っ せ ユ ー ド 絡 写 6@ 抽 結 J ト 公 
ャ KS2J 一 や で H AKG 
本 や む 間 更 で し 半 SB や ミト 
K 公 エ く へ 公 役 の 層 明 く し WoQG 
せ 記 p 朱 ひじ っ Wh 公 NR 時 ロホ ー ベ 
央 也 つじ 旭 mmGHA 人 II トス へ 中 
ー ズ 頭 羅 つ 詳 jp NG 所 下 直 せ 朗 
で で ぐる さっ で むし じゃ 

| 難 : pnQtQ て Syn し も” 皿 全 忌 や し 
ド ユ 公 ミ 6 怠 枝 ハー ミ 電 年 で 玉 さ の 
つじ し 6” 志 共 昌 「 下 YO で | ML 
で で し っ ke へ トー トト H ト Jp 電 補 も 到 
2Q  NyJSG 咽 くし く 中 つや 

し ゃ 皿 仙 人 色 和 を ささ っ うう )4m い 公 7 
塊 っ 区 中 せ 心 公 2 で 公 S 到 主 つ 
っ "ANJ じ 間 を さ 民 っ 6 公 ” 如 -JN 
3 蛋 遇 思 GA77 ロ ュー へ mA ぬら JO 
いし お | マキ 6 宙 香 NvG 赤 圭 ト 
ー ぶ や 舞 選定 さ 公 時 で し っ hG 
し ゃ 公 ^ SONGH6H6 へ NH ト 
はぐ R つ じゃ 想 他 4 で さっ ( 申 地 
衝 : NapNp% で マヤ @ 老 太 計 豪 玉 歳 つ 


っ ” 想 志 し ゃ 赤本 詳 固守 昌 的 つ 選 ト 
IN ホー ダミ ー 相 や レス っ tG 十 交 据 わ 
く 民 細 記 上 概 も や tG つじ 設 震 
つや 豆 理 7” 志 虹 和民 GSS じ し 責 *NNet 
心 ロ 結 H、 つ 如 ト ー% SS0 公 玉 :Q で 
te 時 本 )” NNJ や 元司 公 提 GS 公 じ 中 
判 つ じ っ t@ 司 居 野 涙 和 を で モロ 守 StG 
握 正 ” 協 半球 維 @ 間 條 SSDRSQ” 更 避 
ぶ ふ ヾ エ G 表 笠 避 次 *o 征 つ し ′ で と 表 
SH P EEseES1 三 唐山 NSXEES) 
ぶさ G ふ マキ トー% 電 赴 で し 40 で BN 
G 融 駅 間 二 和室 レシ っ ンー の うっ 愉 や いひ 
_J で レ っ 本 ” RHR 琵 寺 ロ いう し 
p 了 林 し” 理 疲 呈 SS 附 つつ し @ 記 誠 
・ 計 駐 還 人 「 ス トミ 」 GT ユー へ 
へ ( 吾 回 散 時 知 ) 旨 己 Ne" ト J)J 公 球 由 
し も” っ 邊 で つじ し 「 素 マキ 日 
トロ 恒 む KG 軍人 篤 さ ーK 層 定本 No] 窟 
3 昭 で し 選べ " 

ーー 貴 終 呈 ロ SNHBN い つや で 了 庄 じ 
忌 公 忠 選 ) せ 玖 太 H6 選 尽 で ・ 

| 震 : Q 財 スモ ペ で マキ 公 で さ つ 
刀 3 ( 遇 舞 埋 : TN ロ IN ト で ミ さ = 副 固 
深 G も マテ ト ドー さ SQ て さと 
固 己 回 へ 約 人 お 「A 還 ミミ 償 一 和英 全 公 K 


ふ 日 ト =Q で で O く 環 路 0 じ っ ぃ tG 演 人 篤 で 7 


IN や ヘ ーー 球 愉 選 提 や 刀 油 ” 王 念 ロ 
招 で で ” 避 SSI ト K て ド 編 中 つ 
刀 甘 "NN で hG 概 = 半 回 尽 察 選 振 
軸 玖 帳 や し っ マ 忠 写 " 据 民 下 具 藤 RG 
HHQ 二 会 さ 公 購 を SteG 更 療 答 " 
聞 握 つつ 2IN マ ミー ゼ 歯 思 ざ 計 三 地 や 
C 軍 マ )” で 公 司 居 准 思 選 SA 心 
想 で te 公 p1 ト ーー し 独 園 じ oe つ 記 " 
旧 り 「 化 遇 | 次] 上 " 外 IROS 半 
回 ぬ 避 人 Se 虹 還 スヤ 6 ふさ NS「Ny 
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JHQ を で うっ N9] 儲 還 伴 右 つ っ ” 昌 PH 補 「 診 嘆 釘 電 」 し 必 SS 更 人 で ぐ ニー ーー お S は 8 で) 日 著 人 漁 過 

@ 落 税 扱 つじ OSS 由 届 選 の 公 p/ き MS SQ の 人 S「 陣 上 や せ )))。。 叶 さ hS" ズ 去 jp 相 と つじ 弁 計 へ 

SN 財 ハ ーK へ 企 謀 G 地 心 じ SO 公 公 配 責 ロ SNeSOT| の っ 躍 蝶 公 玩 で ー ミ 載っ で 本 つの ロロ つ っ c- 

S し っ つや * や さや つ 公 0 ぐ や 私 へ 本 入 廿 Np | 類 : mn し ( 元 )) し jpN で ペ 
1 ミ リキ 6 と 4 ン で G 旨 駅 つじ 咽 じ pr うう 心 揚 4 人 GXA く ーー しめ を で KG ょ JJ 

6 9 答 、 じ せる っ Rp つ し つつ " や AA 填 G く 63MH6 短 給 さ 6 必 " 

ーー 名 時 ハーK 入選 忠生 軸 C レ ーーHA トペ ポール へ K 普 列 や KT へ 公民 下 一 * 時 り 時 ヘー 人 KK へ 己 

公 中 ト さ A 公 ホー スベ S SN ト ネ ポ ー ル へ 幸 GK ヽ 選 史 い お レス R く ユー ね NG) じ @ 暑 還 民 画 公 や レン も っ ? 

K、 い つじ しゃ っ 到 公 し つ 玉 公 で ・ OH は 8 トド ポー ドル AKHA 公 HI | 振 : い ミ レ ゼ 根 で や H 屋 人 年 KGIJ 
| 娠 : 時 公 評 GO jp で 抽 中 ト G 王 *0 公 半 食 し じゃ ” ト J) で ロロ いっ じゃ うり で さや で "HAII ト へ 

HAI ト 乱 志和 里緒 に 因 和 っ 候 J) を で 中 響 公 泡 隊 じ も 公 ” つや うつ し G ト トロ ー 目 で し も S" 皿 り 

的” 敵 :Qp つじ ミー トコ ツ つ や ペーK へ ハ 甘 臣 嘱 し 「 を で 届 )」 Rste 思 上 和 つじ 3” 剖 肢 せ お で 


ロ い っ し せる いらい 肢 語 つじ っ Hf 人 台 っ うつ" 映 由 昌 C 人 RS の に ロロ 8 で し 公 
もつ NG 棚 揚 し 拭 C じ っ う ン で お し じゃ HH6 [mo 二 肪 | 区 補 や で ” NIJ 
避 mmNpNyn い し つ 刀 人 SQ ( 虹 押 相 : | WRCSS IT に ES 

撰 員 せ 半 御 ・ 外 電 ト ドーz7 HI 下記 6 
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HH せら ロ 共 や 
SA 下 瑞 や せ で 宮 咽 入 K 唱 区 公 ざ し じ や さ ト 

Si , 

2 っ SS 69 を と o z ンー 

潮 1 SAP 衣 KA と てく ハ 旧 号 | 並 せ 8 回 っ ロイ 
SNS OSN INANN く トド ホール AKG 己 具 Ar く で 
SmO0GI に Elー) 0) ゝ 9 ン 
いし きい 名 抑 避 避 さ pp つ で GO 早 響 机 く 宙 )7 っ 
1 局 ) 起り) Z を タレ レン 575 ン 
SWGWh 知 で ロロ つじ し じゃ 7) 8 補 H6 じ 0 じ っ ぷ うっ 
の トト 語 つ 中 や 

司 。 > < 9 IL、 一 R 直 

UM ト J ュ 3J3 ぬ っ じゃ” 提 選 i ト ー ふ 6 違 計 や 
| そ AA 選 時 ie 


「 公 っ Ce くも 」 を し っ no 家 紀 し ゃ つ " 


HAI や ミー トト の) つじ し 消 路 紛 十 
紅 記 選 ぐ く 聞 人 トー ふせ 6 民 全 人 0 で し っ い @ 


Q ユ KK て INSTNG コ 皿 トイ 
SIN で へ AINATNGSS し 剛 介 じ っ ぃ G 
ト J ュ J462J” 條 本 宴 著 で JIJG 三 庄 
し 和 し じ っ hG お で Sp ペー ド 相 手 史 
咽 つ し 直 公 人 心 則 じ っ ぃ GS” 概 S つ 
し っ iQ で 2JS2J^ Ne 0 
っ ン し お pS さ 本" 


到達 点 と この 先 目指 す と ころ 
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リン グ 革 命 


ーママ ア 
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チー ム 無 限 監督 


勝利 の ビジ ョ ン は 
技術 サイ ド か ら 


公 g5 

も 
に 中 
AA ポ 
四 8 
ma 凍 圭 
回 申 
之 生 導 


田中 ) 


Da ユー) =N 2【 ニ こ 、 > 2 


ーーHA 公 へ 域 押 G 田 甘 拓 羽 10 名 
間 箇 り 窒 出 つ し Q ら caQ 時 全 Q い ヘー 人 
へ 皿 じ つ 玉 "つつ 忌 p 押 埋 レ ドー ミー 
トー HIN (の 上 ) G ホ ー コ 上 野 斬 も 
くし 宮村 基 密 人 や 0T ス 概 
で やり 遇 っ 6" 

田 革 捧 羽 調 暫 ( ペ ビ に” 田 革 ) : ym し 
< (K)) 時 SSR) BS 選 下 
< 忘 *0 つ 選 く し 公 ^ N で ペ 拓 @ 且 
- ヒロ の 刀 で 6「 ホ ー ベ 上 下 」 8” 
VQ 選 JI JR II 私 心 州 下 6G ホ ー 
で QRP の LGSGHA 穫 II ト さ へ 必 固 
せ や ミ さ TNK 公 そく へ AG Th ペー ヘ 
mm へ や し を で し っ GS1J 他 つっ )8 さ 
し 人 SNyIJR し 人 S 刺 曜 皿 詩人 
ロ 擬 角 も ko 泡 朋 公理 むつ "NGSS 


臣 pto 
| やじ 生 
10 。 上 往 へ 所 
皿 。 忌 調 ヾ pe 
了 て 8 
@ 到 放 
人 
= 生還 選 へ 
区 人 A 箇 押 E き 
の へ SS 次 SB 
| 民 SQ 当 エ 88 
要 トレ し 飼 二 己 る 8 
Se R 躍 呈 se 
NRSSTS8 
こっ つ 4 
ATSvie ES 
NKK 
人 
虐 G 守 基 <5 
3 中 帆 束 職 と 


っ JO | 炉 ( 玩 直 HAI ト ) 公 「| 可 
唱和 を 選 う っ 」IMD レン で し ” そ 型 ( 皿 
OHA 和 IIK) p 太 で ネー HA 穫 II ト 
p き べ れ 人 SS で っ" NSP)p7 
cd4H 提 /Q や KG けさ や HHA 公 日 
ト ふ ミー トッ つじ 嗜 理 隊 泡 陣 さき べ 諸 
つづ つ しめ ② 刀 や 因 で う "NNJP” 刀 人 
し 議 計 舞 絶 つじ っ し レ 揚 選 お ペー ド 
SG 貴紀 っ 的 つ 妨 IJAJG KO 押 人 り 。 て 
上 ロレ さ G ン IN で マ く 一 遇 敵 公介 どじ 恥 
環 詳 計 つ し っ 押 人 民 更 四 つ つ で 7 
ーーWw で つや べ 豆 選 刀 区 奈 じ 訪 再 、 
し ot@G 公 且 - 上 ロ OG 引 べ しゃ で" 
し jp QNOQ を で J 提 で や 2QSNG 1 
心 ロ ht@Gp 胡 概 で 7 

田 革 : 環 居 や m - 且 て や ぐし 所 し 


) 


| 
便 ドラ イ ピ ング ア ドバイ ザー 


箇 チー ム 代 表 
箇 オブ ザー バー 


(《 チー ム 無 限 SF チー ム 組 織 略 


こち 


た 


うな ら 、6 


還 


想 を 


名 の エン ジニ ア を 率い る テク ニカ ルディ レ 


クタ ー も 欲し いと いう 。 


理 


右 が チー ム 無 限 の 組織 図 (ドラ イ バ ー は 除 
く )。 エ ンジ ニア は 各 車 両 に 3 名 ずつ 配置 。 
メカ ニッ ク は それ ぞ れ 7 名 + チ ー フ 1 名 が 
いて いる が 、 総 勢 160 名 の メカ ニッ ク 

を 東 ね 、 1 号車 と 15 号 車 を どちら も 見 る チ 


ー フ クル ー が 存在 する 。 


エン ジニ ア 


ー 
デー 


| 二 トラ ッ ク エ ンジ ニア 
[| 」 バ パフォー マン スエ ンジ ニア 


ピー ジル 


チー フ メ カ 


ニア 


み エ ンジ 


ララ 


1 


[| 」 パフ ォ ー マ ンス エン ジニ ア 


了 


6 つや 
下 二 生 で GS の 中 GG 還 II ト Kー 

中 ゴロ SvSG 恩 
療 公 悪 例 吹い) 色 装 節 し つ ” 日 
へ 公 へ し ゃ p 固 葵 舞い つ し ゃ p 限 慰 H 
ゎ " 毅 億 te 維 呈 くじ 公 4 環 結 し 穴 
宜 呈 日 じ 表 因 足 ひし っ keG り リセ" 
H6 つ し 司 療 宮 系 人 私 ミ ー( 政 4n 表 ) 
し 貼 へ T ふ る ) い で し p 赴 穫 公 


| 0 ン 臣 つ せ 是 で きっ つ ^ 則 民 ロ 


下 で he 導 嘆 呈 Ko” 選 っ Je38N 
ロト SS 固 6Gjp@ し "NG 
湯 某 公 SJS で pp 区 つり で KG っ ) や 6 生 
っ ” つ 人 Sp の 上 ゼ " Nn い つ 刀 で 生 公 S 
代 ユ 公 ぶ で "つじ 絶 前 己 個 吉村 hG* 
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Text ⑱ 上 坂元 宏樹 (Hiroki Kamisakamoto/ 本 誌 ) 
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ば らく エン ア と 話し 2 だ 面 が 素 う 少 2 E3 | こ ゆ り 笹 測 さ 
時 の 顔 か ら は 充実 感 が あ 手 た いう 結 朋 と し 和 供 や が 条 し ょ 嘱 て 
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こ に "な ら ま 車 返 ろ こつ さ “" ッ ツ ッ 氏 ピ こ と 
すり こう 1 ま を きま が よし 
し ザ か と つっ : 事 。 本 基 
2022 合 同 テ スト & ル ー キ ー ド ライ バー テス ト 総合 結果 12/7-8 鈴鹿 サー キッ ト 約 ル ーー っ つ ラ し こ 細 今 走 し イ な り 
Pos. No. Driver Team / Engine Best Time / Session 秒 MM と \ 笹 た を 軸 ル 朱 由 引 の た さ 
1 64 佐藤 蓮 TCS NAKAJIMA RACING / HONDA 1'35'332 / 4th Ses. 了 の 攻 隊 た 『 ラフ M め お タ が ま 
2 37 宮田 莉 朋 Kuo VANTELIN TEAM TOM'S / TOYOTA 1'35"350 / 4th Ses. て 点 う 二 立 1 て 
| ー 議 。 の は も し そし て | いい て ^ ト 実 ま 
3 65 山本 商 貴 TCS NAKAJIMA RACING / HONDA 1'35"447 / 4th Ses. 、 
4 64 山本 測 貴 TCS NAKAJIMA RACING / HONDA 1'35"'613 / 2nd Ses. いた 分 う を いと | っ り 的 も こ ッ ツ 同 
5 本 本 ー で "は ど ア 乗 い ツ た マ と 今 と プ 20 
5 6@ 太田 格 之 進 "DANDELIONRACING / HONDA 1'35"642 / 4th Ses. 方 す だ た ヾ パラ う イ れ う ま S シ は 回 が で 番 
6 3 山下 健太 KONDO RACING / TOYOTA 1'35"664 / 2nd Ses. ね か ズ 8 軸 人 隊 F ン し 上 影 の 了 
庄 沿 ー、 ら ル た ア 騙 異 19 の て の 
7 5 大 津 弘樹 DANDELION RACING / HONDA 1'35"670 / 4th Ses. ム 笑 あー の ら が る を な と 開 お イレ タ な 
8 20 関口 雄飛 TEAM IMPUL / TOYOTA 1'35"690 / 4th Ses. 人 ニー 日 こ 更 ほ M る は ら を て 2 た 
上 い マエ に M 四 
9 50 松下 信 冶 B-MAX RACING TEAM / HONDA 1'35"717 / 4th Ses. と ( ス 0 出 ら シン ジ 胡 出 る を が 
10 20 平川 高 TEAM IMPUL / TOYOTA 1'35"773 / 2nd Ses. し 2 て 合う て 実 楽 ンジ 頭 ト す “ 完 
ーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーー 一 で 日 明 わ ふく < く 際 し で ン ム こ た 遂 こ 
11 39 阪口 晴 南 INGING MOTORSPORT / TOYOTA 1'35"799 / 4th Ses. も く 確 せ う る に ん の か こ ス と だ で れ 
議 枯 ら に の に ん 試 だ 違 ら れ の を 笹 き は 
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14 65 佐藤 蓮 TCS NAKAJIMA RACING / HONDA 1'36"117 / 1st Ses. し き 部 い 何 た す パ 乗 お 目 て た ラ 
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Monte-Carlo 
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Snow 


Sweden 


Tarmac 


Croatia 


Gravel 


Gravel 
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Kenya 
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Estonia 
Finland 


Gravel 


Tarmac 


Gravel 


Greece 
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New Zealand 


11 


Tarmac 


12 


Tarmac 


048 


auto sport 


WRC 2023 KICKOFF 
interview with 


みん な ギリ ギリ の と ころ で プッ シュ し て いる 1 
自分 も 優勝 を 争う よう な 状況 に な っ た ら 較 選者 AM 
行く し か な いと 思っ て いま す ノル の 


So 


WRC 2023 Calendar 


Round Venue Date Surface 


1 Monte-Carlo 19 - 22 January Tarmac 
2 Sweden 09 - 12 February Snow 
3 Mexico 16 - 19 March Gravel 
4 Croatia 20 - 23 April Tarmac 
5 Portugal 11 - 14 May Gravel 
6 ltaly 01 - 04June Gravel 
7 Kenya 22 - 25 June Gravel 
8 Estonia 20 - 23 July Gravel 
k Finland 03 - 06 August Gravel 
10 Greece 07- 10September Gravel 
い 11 Chile 28 Sep.- 01 0ct. Gravel 
移 12 Central Europe 26 - 29 October Gravel 
Jaanus Ree / Red Bull Content Pool 13 Japan 16-19November Tarmac 
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れ で 23 年 の 3 マ 
の シー ト が ほぼ 埋 まっ た 。 ト ヨタ は 22 年 王者 


性 


M ス ポー ツ ・ フ ォ ー ド は 現地 12 月 7 日 と 15 日 、2023 


ジニ スン の に キョ ラート ライ バー と し < ナッ ト 
・ タ ナック と ピエ ー ル - ルイ ・ ル ー べ を 起用 する 


タナ ッ ク は M ス ポ 
2023 年 ワー クス 体制 が ほぼ 確定 


と を それ ぞ れ 発表 。 


RY Ja 


ロナ ウイ ルス 感染 症 の 影響 で 2 年 連続 の 中 
ゴ 止 を 受け 、 つ い に 開 催さ れ た ラリ ー ジ ャ パ 
ン 。 待 ち に 待っ た ファ ン の 期待 感 は 強く 、 チ ケッ 
ト は 即日 な ら ぬ 即時 完売 。 同 様 に 今回 旭 高 原 で 行 
な われ た 観戦 ツア ー も あっ と いう 間 に 売 り 切 れ 、 
改め て WRC (世界 ラリ ー 選 手 権 ) へ の 関心 の 高 
さ を う か が わせ た 。 

ツア ー は その 土地 な ら で は の 企画 が 準備 され 、 
ラリ ー を 観戦 する だ け で は な い 楽 し み を 提供 する 
も の が 多い が 、 伊 勢 神 SS に 設け られ た 「WRC 
B 高 原 ・ 宿 泊 観 戦 プ ラン ] も その ひと つ 。 そ の 名 


ん デア た , / 
放 か 〆 め 4D 1 
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の と お り 宿 泊 込 み の 設定 と な る た め 、 宿 泊 施 設 と 
| 間 xeeeg4p2S3 り 一 j ョ ツジ So テンジク ES に ニード 
キャ ンプ 場 と さま ざま な スペ ー ス を 用 意 。 先着 
60 名 限定 と な っ た が 、 旭 高原 元気 村 の 天文 台 を 
利用 し た 星空 鑑賞 会 も 行なわ れ て いた 。 

その 他 、 豊 田 市 旭 地 区 で 採れ た お 米 を 使っ た 釜 
飯 作 り 体 験 や 、 地 元 を 中 心 に 集め られ た バー ベ キ 
ュー 食材 が 用 意 さ れる な ど 、 地 域 と の 協力 に よっ 
て 生ま れ た コン テン ツ も 提供 され た 。 も ちろ ん 忘 
れ て は な ら な い ラ リー 観戦 に つい て も 、 宿 泊 者 再 
の エリ ア を 用 意 。 ス ペー ス も 充分 に 取ら れ て い 


呈 な 


1 


ロー ロア ロム と 本 


ToumisM TOYOTA 


Photo @TOURISM TOYOTA 


る た め 、 家 族 連れ で も リラ ックス し た 雰囲気 の 中 
で 世界 最高 峰 の 戦い を 堪能 する こと が 可能 だ っ た 。 

豊田 市 旭 地 区 の 魅力 も 伝え る た め に 、 地 域 の 皆 
さん と 協力 し 作り 上 げ ら れ た 「 旭 高原 ・ 宿 泊 和 観戦 
プラ ン 」。 今 回 の 経験 を 生か し 、 来 年 以降 も 観戦 
& 宿 泊 を さら に 楽し め る ツア ー を 企画 し て ほし い 。 


一 般 社団 法人 ツー リズ ム と よ た https://www.tourismtoyota.jp 
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ン 2 ト * ョ さぶ 号 レ も “ 富 か イ わ か 能 ン 唯 げ タ 出 ツ っ ン は ク の ギヤ で ジ ド フ 
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っ で スン グ 最 に ヤ に ェ で ` の 激 い ポ さ は 挙 ツ 料 こ い A ム 車 で 位 ッ ツブ シ を カル 号 
た 51 5 ジイ 下 陥 が 進 ラ は ポ フ し コル れ コ げ ト セ で うに が は いと キル エ 取 ラ ・ 車 
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TOYOTA GAZ00 Racing 
WEC チ ー ム 


WEC の 2023 年 シー ズン も 、 ル ・ マ ン 制 覇 (5 年 連続 ) 様 に プレ ゼン ト ! 7 号車 の マイ ク ・ コ ン ウ ェ イ ノン 小林 
と ドラ イ バ ー& マ ニュ ファ クチ ャ ラー の ダブ ル タ イ トル 可 夢 偉 プ ホセ ・ マ リア ・ ロ ペ ス 、 8 号車 の セバス チャ ン 
獲得 (4 年 連続 ) を 果たし た 22 年 シー ズン と 変わ ら ぬ  ・ ブ エミ ン ブ レ ンド ン ・ ハ ー ト レー ン ノ 平川 亮 は 、 全 員 が 
ドラ イ バ ー ラ イン アッ プ で 臨む TOYOTA GAZOO Racing。 ル ・ マ ン ウイ ナー& 世 界 王 者 経験 者 。 ハ ッ キ リ 言 っ て 、 
TGR WEC チ ー ム の 公式 エン ジン オイ ル お よび 技術 パー これ は 超 レ ア で す ! 応募 方 法 、 抽 選 、 発 送 な ど に つい 
8 トナ ー と し て それ を 支え た 「Mobil 1] か ら 、 そ の 6 人 て は 、p106 の 読者 プレ ゼン ト に 準 択 いた し ます 。PC、 
OO 全員 の 直筆 サイ ン が 入っ た 「Mobil 1 キャ ッ プ | を 10 名 スマ ホ か ら の 応募 で は 商品 番号 回 を 入力 し て 下さ い 。 


(賞品 提供 : エク ソン モー ビル ・ ジ ャ パン ) 
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に お いて 
すなわち 、 


だ が 、 同 車 


059 autosport 


ae 
時 アカ e ル Z57 / み カ み の 5 722 ゞ 


指 さ れ て いた の 


童夢 と トヨ タ の ジョ イン ト に よる ハイ ブリ ッ ド ・ ル ・ マ ン ・ プ ロジ ェクト に 向 


SIO: 


て うた か た の 夢 


CZ7/27 グ 2 
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S102 の 番号 は 「707」 で 、 書 類 で は 「P707」 と 
童夢 の 技術 開発 の すべ て を 統括 する 立場 に あっ た 奥 明 栄 は 
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ダー へ 
ア 。 ) 昭 目 
く 2007 年 7 月 末 》 


[S 102 は 、 お 前 が 自分 で や る こと 」 と の 命 
令 を 社長 の 林 み の る か ら 受 けた 童夢 開発 
部 部 長 の 奥 明 栄 は 、 レ ギュ レー ショ ン と 大 ま か 
な 目標 性 能 を 念頭 に 置き な が ら 、 車 両 の ディ メ 
ンション や グラ ンド デザ イン を 構想 。 そ し て 、 
2007 年 7 月 か ら 25% ス ケー ル 風 洞 で の 基本 設 
計 検討 を 開始 し た 。 
当時 の 童夢 は 、50% ス ケー ル の 自社 風洞 「 風 
流 舎 ] を すでに メイ ン に し て いた 。 そ れ で も 
25 % 風 洞 を 奥 が 使っ た の は 、 こ の と き 50% の 


車 体 の 根幹 部 分 の 寸法 や 形状 が 固まっ た と 


ころ で 、 部 位 ご と に 担当 が 割り 振ら れ 、 


2007 年 9 月 か ら 、 部 品 の 設計 や 外部 サプライ 
ヤー か ら の 調達 の 手配 が 進め られ て いっ た 。 
この 年 の 10 月 に は 東京 モー ター ショ ー が 開 
催さ れ た が 、 こ こ に 出展 され て いた 自動 車 メー 
カー の コン セプト カー の 製作 も 童夢 と カー ボン 
マジ ッ ク は 手掛け て いた 。 各 スタ ッ フ は 、 複 数 
の 機種 を 掛け 持ち で 担当 し て いた こと か ら 、 相 
当 な 忙し さ で あっ た 。 加 えて 、 よ り 性 能 を 追求 


モノ コッ ク 完 成 


風洞 で の 検討 を 開始 


ほう は 他 の 仕事 で か な り 埋 まっ て いた こと に 加 


え 、25 % を 使う ほう が 短期 間 で 空力 コン セ プ 


ト を 詰め る に は 適し て いた こと に よる 。25% 
風洞 は 、1980 年 代 に 奥 が 自ら 設計 し て 作っ た 
童夢 初 の 風洞 で あり 、 彼 に と っ て は 使い 慣れ た 
設備 で あっ た 。 た だ し 、 そ れ は すでに 童夢 の も 
と に な く 、SYMS レ ー シ ン グ の 活動 で 知ら れる 


し た いと いう 思い か ら 、 各 部 
品 は 検証 と 修正 / 再 設計 が 繰 
り 返 し 行なわ れ た 。 特 に 、 や 
れ ば や る ほど 数 値 が 向上 し て 
いく 空力 開発 を 、 ど こ で 止め 
て 物 作り に 入る か は 、 判 断 が 非常 に 難し い 。 そ 
うし た こと か ら 、 車 両 製作 の 進展 は 、 当 初 の も 


くろ みよ り 大 幅 に 後ろ 倒し と な っ た 。 も っ と も 、 


そう し た こと は 物 作り の 常 で あり 、 遅 れ た こと 
が 予定 どおり と 言え た 。 


音夢 "ーー 


D@ME 


群馬 の 矢島 工業 に 譲っ て いた 。 し た が っ て 奥 は 、 


幾度 と な く 群 馬 へ 通い 、 彼 と し て は 約 10 年 ぶ 
り に 空力 開発 の 実務 を 行なっ た の だ っ た 。 

「S101 開発 時 の モデ ル (模型 ) を ベー ス に 、 
基本 方 針 を 決め る た め の 検 討 を 進め まし た 。 思 
っ て いる よう な コン セプト が 成り 立つ の か どう 
か 、 ま ず 試 し た わけ で す 。25 % は 、 適 度 に 小 
さく 、 モ デル の モデ ィ フ ァ イ が し や すい 。 そ の 
場 の 思い 付き も トラ イ で きる 。 こ れ が 50 % に 


な る と 、 計 画 と 準備 が 必要 に な る 。25% な ら 、 


何 倍 も の ケー ス が 試せ する わけ で す 。 そ の 結果 、 
空力 面 の 感覚 が 養 わ れ 、 短 期間 で 方 向 性 を 詰め 
2 の 55 の 7 がき まじ だ 

そし て 、 空 力 の 基本 形 を 決め た 後 の 空 カ デザ 
イン や ディ テー ル の 追求 は 、 風 流 舎 で 40 % ス 
ケー ル の モデ ル を 使い な が ら 、 空 力 開発 専任 者 
の 手 に より 行なわ れ て いっ た 。 


一 番 の 大 物 で ある モノ コッ ク が 完成 し た の は 
08 年 1 月 末 。 本 来 は 、 6 月 の ル ・ マ ン 本 戦 ま 
で に それ な り に 走り 込み を 行なう た め 、 1 月 中 


に は 車両 を 完成 させ て シェ イク ダウ ン さ せる こ 
と を 目標 に し て いた の だ が 、 致 し 方 な か っ た 。 
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る 2008 年 2 月 13 日 輝 FIA ク ラッ シュ テス ト 


ー-。 成 し た モノ コッ ク は 、 イ ギリ ス に 空輸 され 
ブ ビ た 。 先端 に 取り 付け る ノー ズ 、 ス テア リン 
グ ホ イー ル & シ ャ フト の コン ポー ネン ト も 送ら れ 
た 。 そ じじ で ミル トン ・ キ ー ン ズ に も 近い クラ ン 
フィ ー ル ド 大 学 に ある 試験 施設 、 そ の 名 も 「 イ ン 
パク ト セ ンタ ー」| で 、FIA の 規定 に 基づい た クラ 
ッシュ テス ト と 静 的 な 強度 テス ト を 受け た 。 
クラ ッシュ テス ト の 条件 は 、 フ ロン トノ ー ズ を 
取り 付け た モノ コッ ク を 、 そ れ を 含め て 1050kg 
の 総 重 量 と し た トロ リー に 乗せ 、 秒 速 12m の ス 
ピー ド で 壁 に 激突 させ る も の 。1050kg は 、 


ー ル フー プ 頂 部 に 75kN (7650kg)、 後 側 ロ ー ル 
フー プ 頂 部 に 125kN (12750kg)、 フ ロン トノ ー 
ズ 部 の 側 部 に 40kN (4080kg) と いう 荷重 を 静 的 


に か ける も の だ 。 
2 月 13 


に 行なわ れ た テス ト で は 、S102 の モ 


ノコ ッ ク に 損傷 が 生じ て 不 合格 に な っ て し まっ た 。 
童夢 と し て は 、 ハ ー ド ル の 高い クロ ー ズ ド ボ デ ィ 
を 選択 し た 時 点 で 、 あ る 程度 予 相 し て いた こと だ 
っ た 。 そ の 後 、 対 策 型 の ノー ズ の 単体 で の クラ ッ 


ジョ デ の lb 2/ 衣 
人 策 品 の テス ト が 4 月 1 


に 行なわ れ 、 さ ら な る 対 


に 実施 され た 。 そ し て 、 


く 2008 年 4 月 7~-8 日 》 
シェ イク ダウ ン ( 鈴 鹿 ) 。 


| 月 7 日 の 早朝 、S102 を 積み 込ん だ 童夢 
の トラ ッ ク は 鈴鹿 へ 向かい 、 同 日 の 午前 


9 時 か ら の シェ イク ダウ ン は 予定 どおり に 開始 
され た 。 ま っ た く の 新 型 車 だ か ら 、 不 具合 は 当 


然 予 想 さ れ た が 、 案 の 定 シ フト ダウ ン が うま く 
いか な い 。 ザ イ テ ッ ク 製 パ ドル シフ ト と ジャ ッ ド 
V10 の ブリ ッ パ ー の マッ チン グ が 要 調 整 の 状態 
で 、 現 場 で の 制御 見 直し で は 解決 し 切れ な か っ 
た そう レ た と と か ら 、 シェ イク タダ ウン で は 最 
低 限 の 機能 確認 を 行なう レベル の 内 容 と な っ た 。 
ドラ イ バ ー と し て 起用 され た 伊藤 大 輔 、 立 川 
祐 路 、 片 岡 龍也 の 3 人 が 、 そ ろ っ て S102 に 向 
合っ た の は 、 こ の 鈴鹿 が 初め て だ っ た 。 彼 ら 
が 童夢 の ウェ ア を 着 て いる 姿 は 、 現 在 の 目 か ら 
する と 非常 に 新鮮 に 映る 。 3 人 は いずれ も ル ・ 
マン 未経験 で あり 、 プ ロト タイ プス ポー ツ カ ー 
で レー ス を する こと 自体 、 初 め て な の で あっ た 。 


LMP1 の 車両 最低 重量 900kg と 、 ド ライ バー や 燃 
料 な どの 重量 を 加味 し た 150kg を 合わ せ た 数 値 で 
ある 。 ま た 、 強 度 テ スト は 、 モ ノコ ッ ク の 前 側 口 


we 


2 月 13 日 の テス ト で 損傷 し た 箇 
所 を 補修 し 、 強 化 対策 が 施さ れ 邊 
だ モッ ィ ョ 2 の ツク ラン ン ゴ の 
ト を 4 月 30 日 に 受け 、 合 格 。 

S102 は 競技 出場 の 認可 を FIA か 
ら 晴 れ て 獲得 し た 。 


N 


ママ 


5/ ロ 8』 


< 寺 


く 2008 年 3 月 9 日 》 車両 完成 (一 部 仮 組み ) 


ボッ クス の ケー ス が 、 ま だ 出来 上 が っ て お ら ず 、 
光 造 形 で 作成 し た ダミ ー の ギヤ ボッ クス で 仮 組 
み し た 状態 だ っ た の だ 。X ト ラッ ク は 当時 、 非 
常に 多く の 仕事 を 抱え て いた うえ 、S102 の ギ 
ヤ ボ ックス ケー ス は 上 下 分 割 式 の 特注 品 で あっ 
た た め 、 製 造 が 大 幅 に 遅れ た の だ っ た 。 

ギヤ ボッ クス ロワ ケー ス の 章 夢 到着 は 4 月 3 
日 に な っ た 。 徹夜 で 組み 付け が 行なわ れ 、 翌 4 
日 に は 、 初 め て エン ジン の 始動 を 試み る と ころ 
に 至っ た 。 す る と 、 セ ル モ ー タ ー の パワ ー 不 足 
が 明らか に な る な ど 、 な か な か すん な り と いか 


ペー ジ の 上 部 に 掲載 し た 写真 は 、S102 
て ク ル マ の 形成 し た と き に 撮影 
され た も の 。 半 年 で この 車両 を ゼロ か ら 作 り 上 
げた 童夢 の スタ ッ フ た ちと 、 彼 ら の 澤 身 の ニュ 
ー マ シ ン の 記念 写真 で ある 。 当 初 の 計画 か ら は 
約 1 カ 月 遅れ な が ら 、S102 は つい に 実車 に な 
っ た の だ 。 当時 、 社 長 の 林 み の る は 童夢 の ウェ 
ブサ イト に 「 手 品 の よう に 、 ど こ か ら と も な く 
部 品 が 湧い て き て 、 瞬 く 間 に S102 が 出現 。 ま 
さ に 、 童 夢 マ ジッ ク 」 と 書い て いた 。 そ し て 3 
月 11 日 に は 、 車 両 の お 披露 目 と な る 記者 発表 


会 が 開か れ て いる 。 な い 。 鈴 鹿 で の シェ イク ダウ ン テ ス ト 前 日 で あ 
た だ し 、 こ の 時 点 で の S102 は 、 ま だ 自 走 で る 6 日 の 夜 遅く まで 、 米 原 の 章 夢 ファ クト リー 


き な い 状態 だ っ た 。X ト ラッ ク に 発注 し た ギヤ で は S102 の 調整 作業 が 続け られ た 。 
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2008 S102 - 2007 S101.5 空力 比較 


S102 S101.5 差異 (S101.5 基 準 ) ヤ 2008 年 3 月 9 日 の 完成 車 状態 この 下 に 写真 を 掲載 し た 
07 年 12 月 29 日 時 点 で の 40% ス ケー ル モ デ ル と 見 比べ る と 、 


ドラ ッ グ 2358 N 2580 N マイ ナス 9% フロ ント アン ダー パネ ル の セン ター 部 分 が 上 が っ て いる と 
ころ が 大 き な 違 いと し て 瞭 然 だ が 、 風 洞 で の 空力 開発 
ダウ ン フ ォ ー ス (全体) 10060 N 8770 N で は 、 そ の セン ター 部 分 の 内 側 (床下 ) だ け で も 、 は ね 上 


げ 角 度 、 床 下面 を 平面 に する か 湾曲 させ る か 、 段 付き に す 


フロ ント ダウ ン フ ォ ー ス 4575 N 3541 N トー タル で プラ ス 18% る か 否 か 、 と いっ た バリ エー ショ ン が テス ト さ れ て いた 。 そ 
うし た ディ テー ル の 追求 が 、 イン ナー フェ ンダ ー や サイ ド 
リヤ ダウ ン フ ォ ー ス 5485 N 5229 N パネ ル な どの 各 ア イ テ ム に お いて 行なわ れ た 。 か よう な 開 


発 の 08 年 3 月 時 点 で の 結論 が 、 こ の クル マ の 形 で あっ た 。 


L/D ( 揚 抗 比 三 空力 効率 ) 4.5 3.4 プラ ス 32% 
CoP (圧力 中 心 三 空 カ バラ ンス ) 48% 40% プラ ス 8% 
画 掲載 デー タ の 計測 条件 : 童夢 保有 の 50%% ス ケー ル 風 洞 「 風 流 舎 ] に て 、 


40% ス ケー ル の 模型 を 使用 し 、 秒 速 35m の 風速 で 計測 。 
画 「S101.5| と は 、2007 年 ル ・ マ ン 出 場 車 で 、S101 の 最終 進化 バー ジョ ン 。 


ヤ S102 の 40% ス ケー ル の 模型 の 変遷 
(の 一 部 )。 数 多く の 箇所 が 細か く 変 わ 
っ て いる 。 外 観 だ け で も 、 ど こ が ど う 
変わ っ た か 探し て いく の も 楽し い 。 


40% Scqle Aodel : 


2008.2.2 2008.1.5 2007.12.29 
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。 2008 S102 - 2007 S101.5 重心 高 & モ ー メ ント 比較 ノ パ 昌 な の 同 目 の の 上 位 
M 庄 プ い 示 議 2 県 
S102 S101.5 差異 (S101.5 基 準 ) 際 8 ね の M し 値 々 か 内 は 2 燃 
) 高 (地面 基準) 304.9 292.6 プラ ス 12.3 mm(4 計 9 8 馬 
Mi 08 マ な 力 期 "あぁ 創 た り 72 使 格 で タ 
重心 高 (リフ ァ レン スプ レー ン 基 準 ) 242.9mm 236.4mm 。 プラ ス 6.5mm(2.7%) 年 ン シ ら の 待た っ 意 こ 広 度 用 段 は ン 
の ス な 前 ど だ た 工 と 角 で し に エク 
ピッ チ モ ー メ ント 1218 kgm* 1155kgm* 。 プ ラス 63kgm?(5.5%) 0 前 し 人 り そ 後 夫 有 1 6 > 形 
ー モ ー メ ント 1406kgm* 1351kgm* ラス 55 kgmz(4.1 人 20 委 2 の 
ヨー モー メ 06 kgm 351 kgm プラ ス 55 kgm*(4.1%) ン と 肝 も 使 だ 量り た 角 と ツ っ を な 
ロー ル モ ー メ ント 242 kgm′ 268 kgm* マイ ナス 26 kgm*( 一 9.7%) よ 心 還 和え MS 
走る の 量 る で 分 S あ 生 V い 準 を 
AS102 の 重心 高 と 慣性 モー メン ト 3 種 を 、 つっ タタ 配 わ フ 48 1 ラ が 0 る 敵 正 
S101.5 と の 対比 で 見 る 。 画 重心 高 と ピッ チ モ ー 太 イイ 牙 基 回 sw 門 し めで 宏 先 
2008 音夢 S102 メン ト (車体 の 縦 回転 方 向 ) は 、 ク ロー ズ ド ボ 還 NIE IGE2 畑 GEES 
コン ポー ネン ト 別 重量 ディ で ある S102 の ほう が 必然 的 に 高く ノ 大 きく き 。 の 合 は ト を は ら も ア る 載 
な っ くい る が 、 重 刷 高 に つい で は 、 リ アァ レン 
モノ コッ ク 105.8 kg スプ レー ン 基 準 で の 比較 で は S101.5 と 大 き な 差 
2 間 電 は な く 、 車 両 の 挙動 へ の 実勢 的 な 影響 は 最小 8 3 二 記 区 光 交 底 大 se 7 局 で め 
イン ジン 関連 部 語 2090K9 限 に 太 め る 開発 が 行なわ れ た こと が 分 か る 。 画 来 ち い 証 も セ いか か 限 に 本 ッ の し S 
ギヤ ボッ クス 86.3 kg ヨー モー メン ト (車体 の 左右 回 頭 方 向 ) も S102 2 で う 国人 居 人 で 悦 デ 症 誤 i 
の ほう が 高い が 、 こ れ は S102 の 車体 全長 や ホイ か あの す ト そ た て 領 `! を を め ぬ め っ つっ 0 
エア ボッ クス 3.8 kg ー ル ベー ス が S101.5 よ り 長 いこ と 、 そ し て 70kg つう つ が る の う 9 い 域 ド 迎 行 に 2 
5 の バラ スト を フロ ント アク スル 位置 に 配置 し た だ た | の ラ 。 ま ラ 6 0 ら う 「 
電装 系 部 品 39.0 kg こと が 影響 し て いる 。 一 ロー ル モ ー メ ント ( 車 の ^ 曹 は 能 ぅ と で 2 だ えき まい 
5 コン sae 体 の 横 回 転 方 向 ) は 、S102 で 注力 され た 低 重心 1@ ( 2 2A うら 影 人 詰 た 
ii 2 還 化 の 努力 が 明快 に 表れ て いる と ころ で 、S101.5 の DB の (る 還 人 0 2 
ブレ ー キ 系 部 品 25.9 kg より 10% 近 くも 小さ いも の と な っ て いる 。 る 和 宗 息 了 タタ の も 1 た 走 ャ 
人 表 人 INC 2 2 記 
コビト 半 素 部 合作 24F9 42008 年 3 月 の 車両 完成 時 に デー タ が まとめ ら に 二 語 還 ッ 館 裏 
ボディ ワー ク 144.4 kg れ た 、S102 の 各 コ ン ポ ー ネ ン ト の 重量 の 一 覧 表 。 当 預 の ト の 切 
P1 の 規定 最低 重量 は 900kg。 こ れ は ド 時 け M ら 
タイ ヤ & ホ イー ル 84.7 kg ド 態 で の 重量 で ある 。 こ の 。: れ 
- れ に 対し て 、S102 は 829.5kg で 仕上 ぼら れ 、 バ 后 : 
冷却 水 & オ イル 18.0 kg ラス ト 用 の ウエ イト が 70.5kg 確 保 さ れ て いた 。 な 2 
9 5 ジン と その 関連 部 品 を 除い た 車体 関係 
5 Se ー 式 の 重量 は 620.5kg と な る 。 


等 2008 童夢 S102 主要 諸 元 
全長 X 全 幅 X 全 高 
ホイ ー ル ベー ス 
オー バー ハン グ 


4650 mm (規定 最大 値 ) <1995 mmx 920 mm 
2900 mm 
前 1000 mm (規定 最大 値 ) 後 750 mm (規定 最大 値 ) 
前 1640 mm ノ 後 1600 mm 

902 (規定 最大 値 ) 

900 kg (規定 最小 値 ) 


トラ ッ ク ( ト レッ ド ) 
燃料 タン ク 容 量 


4 ギヤ ボッ クス は 、 中 身 の 機構 は バト ラッ ク の LMP 


前 48: 後 52 1 

メー カー エン ジン ・ デ ベロ ッ プ メン ト シス テム で あっ た タイ プ 529 だ が 、 そ の ケー ス を 1 

エン ジン 名 称 ジャ ッ ド GV5.5 S2 童夢 が 上 下 二分 割 型 で 設計 。 そ し て 、 ア ッ パ ー ケ ー ! 
ス は 童夢 が CFC で 製作 し 、 マ グ ネ シウム 製 の ロワ ケ 


燃料 吸気 排気 量 ガソリン グ 自 然 吸気 5500 cc 


ェ ン ジン 還 ー ス の 製造 は X ト ラッ ク に 任せ た (する と 、 出 来 上 
PU 29 ms が り が 大 幅 に 遅れ て し まっ た )。 ア ッ パ ー を CFC 製 と 
cad 2 VO 京 府 する こと に よる 軽量 化 が 主 な 狙い で 、 上 下 ケ ー ス は 
最高 出 カ 470 kW630 bhp) 接着 剤 で 結合 。 熱 膨張 率 の 違い が 耐久 性 に 悪影響 を 
メー カー ノ 型 式 名 X ト ラッ クン Type 529 及ぼ すこ と は 避け られ な か っ た よう だ 。 軽 量化 と い 
ギヤ ボッ クス (内 部 機構 ) タイ プ 前 進 6 速 シー ケン シャ ル うこ と か ら す れ ば 、 本 当 は 全面 的 に C に FC で いき た い 
シフ ト 操作 電子 制御 ・ 電 磁 作動 パドル シフ ト と ころ だ っ た が 、 下 側 は オイ ル タ ン ク で も あり 、 章 
パドル シフ トシ ステ ム メー カー ザイ テッ ク 夢 と し て も ギヤ ボッ クス ケー ス を カー ボン で 作っ た 
ーー 上 部 童夢 カー ボン マジ ッ ク CFC 製 の は 初め て だ っ た た め 、 踏 み 切 れ な か っ た と いう 。 
ギヤ ボッ クス ケー ス ー ー 
下部 X ト ラッ ク マグネシウム 合金 製 
クラ ッ チ メー カー ノ タ イプ AP ノ カ ー ボ ン 5.5 イ ンチ プレ ー ト X4 枚 ヤ エン ジン を 分 離し た 、 モ ノコ ッ ク 単 体 の 状態 を 斜 
っ こっ 57 プ メト ラッ ク 機械 TVCU め 後 ろか ら 見 る 。 リ ヤバ ルク ヘッ ド の 特徴 的 な 形状 


が よく 分 か る 。 


メー カー 
メー カー 
メー カー 


パン クル 
童夢 カー ボン マジ ッ ク 
童夢 カー ボン マジ ッ ク 


ドラ イブ シャ フト 
モノ コッ ク 
ボディ ワー ク 


前 後 サ スペ ンション 


形式 
ダン パー 入力 


ダブ ルウ イッ シュ ボー ン 
プッ シュ ロッ ド 


ダン パー メー カー 


童夢 


ステ アリ ング ギヤ ボッ クス 
パワ ー ス テア リン グ シ ステ ム 


メー カー ブタ イプ 
メー カー ブタ イプ 


童夢 ノラ ッ ク & ビ ニオ ン 
KYB プ 電動 


タイ ヤ 


メー カー 


ミシュ ラン 


ホイ ー ル 


サイ ズ 
メー カー ブタ イプ 


前 33/68-18 


後 37/71-18 
レイ ズン マグ ネ シ ウ ム 鍛 造 製 


ブレ ー キ キャ リ パ ー 


メー カー 


アル コン 


フロ ント 用 プリ ヤ 用 


6 ポ ボット“6 ポ ッ ト 


ブ プレー キロ ー タ ー 


メー カー 


カー ボン イン ダス トリ ー 


タイ プ 


カー ボン コン ボ ポジ ッ ト 


ブレ ー キ パッ ド 
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メー カー 


カー ボン イン ダス トリ ー 


タイ プ 


カー ボン コン ポジ ッ ト 


時 】 


EE る ご 


S102 プ ロジ ェクト の 歩 


[テス ト & 実 戦 一 - 2008 年 4 月 ~- 6 月 ] 


Text @ 今井 清和 (Kiyokazu Imai) 


る 2008 年 4 月 16~17 日 送 富士 テス ト 


102 の 2 度目 の テス ト 。 調整 が 実っ て パ ド を 、 富 士 ス ピー ドウ ェ イ 側が 特別 に 3 時 間 走 ら せ 

S ル シ フ ト の 作動 は 良好 な も の に な っ た 。 ま で くれ た 、 と いう 裏 事情 が あっ た 。S102 に は こ 
と も に 走れ る よう に な っ た こと で 、 車 両 の シス テ の テス ト か ら ヘ ッ ド ライ ト が 装備 され た が 、 富 士 
ムチ ェ ッ ク と 、 何 を どう 変え れ ば どう 反応 する 、 が 与え て くれ た 走行 枠 は 16 時 か ら 19 時 まで で 、 
と いっ た 確認 を 進め る こと が で きた の が 、 こ の 富 お か げ で 日 が 落ち た 中 、 ラ イト の 機能 確認 も こ な 
士 テ スト で あっ た 。 本 来 の 自社 製 ダ ン パ ー が まだ CGCGGS7AS。 衣 ES7e 論 必 の 午後 は 雨 に な っ 
出来 上 が っ て お ら ず 、 セ ッ テ ィ ング な ど は 二の次 た が 、 そ こ で ヘッ ドラ イト 内 や コク ピッ ト 内 へ の 
の 状況 だ っ た が 、 そ れ で も S102 は 、2007 年 モデ 水 の 浸 入 が 明らか に な り 、 ル ・ マ ン に 向け て 対策 
ル の S101.5 よ り 1 秒 以 上 速い 1 分 29 秒 459 と い が 必要 な 問題 点 を 浮か が び 上 が ら せ て くれ た 。 
うべ スト タイ ム と 、320km/h を 超え る トッ プス 
ピー ド を 記録 。 童 夢 の ス タッ フ た ち は 、 自 分 た ち 
の マシ ン が 備え た 基本 性 能 の 高 さ に それ な り の 手 


えた だ つ か い ご 2 ピン の く 2008 年 4 月 28 & 30 日 SUGO テ スト 
が スジ デ ー 部 を 前 年 ば し た 6 に 

し 5 馬 人 上 夢 自社 開発 の ダン パー が 装着 され 、 そ れ ま 年 に S101.5 が SUGO で 記録 し た ベス ト タ イ ム は 
だ 2 で は 高め に 設定 し て きた ライ ド ハ イト を 計 1 分 13 秒 台 で 、 大 幅 な タイ ム 短 縮 を 実現 し た 。 


り で 特に パワ ー 感 ・ ト ルク 感 の 増大 を 感じ る 」 と 
の 評価 を 得 た 。 

この 富士 テス ト は 2 日 間 の 日 程 で は あっ た が 、 
1 日 目 は 本 当 な ら ば 走行 枠 を 取れ な か っ た と ころ 


画 値 に まで 低め て 走行 。 視 認 性 の 悪さ が 指摘 され また 、 立 川 祐 路 が ロン グラ ン を 行ない 、 1 分 11 
た サイ ドミ ラー は 、 設 置場 所 を ドア の 枠 か ら フ 秒 台 で コン スタ ント に 周回 。 特 に この 2 は 、 
ント フェ ンダ ー 後 端 に 移し た 対策 品 が 装着 され た 。 大 き な ト ラブ ル は 一 切 起 まき る こと な く 終 了 し た 。 
1 日 挟ん で の テス ト 2 で は 、S102 に お い これ を も っ て 、 た っ た 3 回 し か 機会 が な か っ た 国 
て 実質 的 に 初め て の タイ ム ア タ ッ ク が 伊藤 大 輔 の 内 テス ト の フェ ー ズ は 終わ り 、S102 は 航空 貨物 
手 に よっ て 行なわ れ 、 1 分 10 秒 3 を マー ク 。 前 と な っ て ヨー ロッ パ へ 飛ん だ 。 


ロ 


る 2008 年 5 月 21 日 光 スパ ・ フ ラン コル シャ ン テ ス ト 


004 年 に 童夢 で 全日 本 F3 を 戦っ た J.P デ ・ 29、 ソ フト で 2 分 02 秒 42、 最 後に 履い た 予選 用 

2 オリ ベイ ラ か ら の 紹介 を 受け 、 彼 が ヨー タイ ヤ で は 2 分 00 秒 88 と いう ベス ト タ イ ム が 記 
ッ パ 時 代 に 所 属し た ベル ギー の JB モ ー タ ー ス ポ 録 さ れ た 。 一 方 、 ラ マー ス か ら は 「 サ スペ ン シ ョ 
ツ の ガレ ー ジ を 童夢 は 借り 、S102 の 欧州 整備 ン が 動き すぎ る 。 も っ と ダイ レク ト な 操縦 性 が 好 
拠点 と し た 。 そ し て 、 ス パ ・ フ ラン コル シャ ン の まし い 」 と の コメ ント が あっ た 。 ラ マー ス は 、 こ 
スポ ー ツ 走行 日 に お いて 、S102 の ヨー ロッ パ で の 年 の ル ・ マ ン 本 戦 で は ライ バル の ロー ラ B07・ 


の 初 走行 を 実施 し た 。 前 年 まで 童夢 S101 で ル ・ ジャ ッ ド に 乗る ドラ イ バ ー だ っ た が 、 章 夢 と の 緑 
マン を 戦っ て きた ヤン ・ ラ マー ス を 助っ人 テス の 深 さ か ら 、 テ スト へ の 参加 を 承諾 。「 俺 も こっ 
要員 と し て 招き 、 伊 藤 と の ふた り で 走ら せ た 。 た ち (S102) で レー ス に 出 た い 」 と 言っ て いた 。 

だ し 、 新 品 の ギヤ ボッ クス を 使っ た と ころ 、 ク ラ な お 、 そ の 10 日 前 の 5 月 11 日 に は スパ 1000km 
ッ チ が 切れ な い 問 題 が 発生 し 、 午 前 の 3 時 間 の 走 が 開催 され て お り 、 ポ ー ル ポジ ショ ン を 獲得 し た 
行 枠 の 大 半 を 棒 に 振っ て し まっ た 。 プジョー908 HDi FAP の タイ ム は 1 分 58 秒 069。 


この スパ は 、 ミ シュ ラン の 08 年 ル ・ マ ンス ペ ガソリン 車 の 最速 は 、 ア スト ンマ ー テ ィ ン の 自然 
ッ ク LMP1 用 タイ ヤ を 試し た 初め て の 機会 だ っ た 。 吸気 6 2 V12 を 積ん だ ロー ラ B08/60 で 、 2 分 02 
午後 の 走行 枠 は 4 時 間 55 分 あっ た た め 、 さ ま ざ 秒 510。 ガ ソリ ン 勢 の 戦い な ら S102 に 勝算 あり 

まな カテ ゴリ ー の 車両 が だ 走る スポ ー ツ 走行 の 中 で と 出 た が 、 本 当 の ター ゲッ ト で ある ディ ー ゼ ル 勢 
は あっ た が 、 そ れ な り に テス トメ ニュ ー を 消化 で に は 手 が 届 きそう に な いこ と は も う 明 ら か だ っ た 。 
きた 。 そ し て 、 伊 藤 の ドラ イ ビ ン グ に より 、 決 勝 シェ イク ダウ ン か ら こ の スパ テス ト ま で の 

タイ ヤ の ミディ アム コン パウ ンド で 2 分 04 秒 S102 の 総 走行 距離 は 2286.7km と な っ た 。 
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る 2008 年 6 月 1 日 肥 ル ・ マ ン テ ス ト デ イ 


道 の 一 般 交 通 を 一 時 閉鎖 し て 作り 出さ れる 1 周 テス ト デ イ は 1 目 だ ! 才 で 午前 と 午後 に 4 時間 ず つの セッ シ 

13.629km (当時 ) の サル ト ・ サ ー キ ッ ト を 、 本 戦 の 前 ョ ン が あっ た が 、 午 前 の 部 は ずっ と ウエ ッ ト に 。S102 に 
に 走行 で きる 唯一 の チャ ンス 。 そ れ を 有効 に 使う た め 、 章 夢 は 伊藤 、 立 川 、 片 岡 龍 也 の 3 人 全員 が ル ・ マ ン 初 出場 で ある た め 、 
前 日 に コー ス の 傍 の 飛行 場 で セス テム チェ ッ ク の た め の デ スト 証人 合 人 10 周 の 義務 周回 を こなし つつ (それ だ け で 各 人 に 40 分 近 
を 実施 し て いた 。 く を 費やす )、 フ ルウ エッ ト 、 イ ンタ ー ミ ディ エイ ト 、 ド ライ 
イン グ の ウエ ッ ト 用 タイ ヤ の すべ て を 試し て いく 機会 と し た 。 則 

午後 の セッ ショ ン は ドラ イコ ン デ ィ シ ョ ン で 始ま っ た が 、 運 
転 席 側 の ドア が 開か な い 問 題 が 発生 し 、 そ の 対策 や 赤旗 で 時 間 
を 取ら れ た 。 そ の うち に 再び 雨 が 降り 出し 、 以 後 は セッ ショ ン 
の 最後 まで ウエ ッ ト に 。 こ の た め 、 サ ルト ・ サ ー キ ッ ト 用 の ド 
ライ 用 セッ ト ア ッ プ を 行なえ な いま ま 、 本 戦 に 進む こと に な っ 
で し まっ ただ 

な お 、 テ スト デイ か ら 4 日 後に クロ ー ズ ドコ ー ス の ブ ガ ッ テ 
ィ ・ サ ー キ ッ ト で 設け られ た 非 公式 の 練習 走行 に 音夢 は 参加 し 、 
決勝 で 使用 する エン ジン と 駆動 了 の チェ ッ ク を 実施 し た 。 


く 2008 年 6 月 10 日 車検 


2 


る 2008 年 6 月 11~12 日 》 予選 


2 間 に わ た る ル ・ マ ン の 予選 は 、 2 時 間 の 3 分 29 秒 727 を 刻ん だ 。 1 時 間 の イン タ 


7 デ 


セッ ショ ン が 夜 の 時 間 帯 に 計 4 回 行なわ れ 一 バル の 間 に 、 ブ ー ツ の 破損 が あっ た 左 
る も の 。 こ の 年 は 終始 ドラ イコ ン デ ィ シ ョ ン に 恵 則 ド ライ ブシ ャ フト を 交換 。 迎 えた 2 回 
まれ た 。 の セッ ショ ン で は 、 ト ラフ ィ ッ ク を 避け る た め 2 が SiHSgl し 、22 ど で ぐ 1 (8 人 iANioi 和 ll 胃 ま 
08 年 ル ・ マ ン に お ける S102 の 本 命 の 戦い は 予 に ピッ トロ ー ド エン ド に 真っ 先 に 並ん で コー ス オ 8 
選 で あっ た わけ だ が 、『 鮮 烈 な や フォーマ ンス を ー デ プン を 待っ で 出走 じ し た が 、 それで も 思う よう に 2 の 1 回 目 の セ ッ シ ョ ン は 、 片 岡 に 予選 義 
示す 』 と いう 命題 に 取り 組む に は 、 そ の 用 意 が 足 クリ アラ ッ プ を 得 ら れず 、 3 分 29 秒 352 止 まり だ 務 を 果たさ せる こと か ら 始 まっ た 。 次 いで 立川 が 
ら な すぎ た 。 予選 の 段 に 至っ て も 、 ま だ 試し て も っ た 。 伊藤 以外 の ドラ イ バ ー が 予選 退 過 タイ ム の 走行 。 そ し て 予選 セッ ティ ング に 変え て 伊藤 が 乗 
いな い 要 素 が あま り に 多かっ た 。 クリ ア と 夜間 走行 義務 を まだ こなせ ず に いた こと り 込 ん だ が 店 また も 大 クラ ッ シ ョ に より 還 汗 定 ま 

出 の 1 回 目 の セ ッ シ ョ ン で は 、 ア タッ カー か ら 、 こ こ か ら は 立川 と 片岡 を レー ス 用 セッ ティ り 20 分 早く セッ ショ ン は 打ち 切り に な っ た 。 

で ある 伊藤 が 終始 乗っ た 。 そ の セッ ショ ン の ラス ング で 走ら せ た 。 す る と 、 3 番目 に 乗り 込ん だ 片 最後 の セッ ショ ン に 賭け る し か な く な っ た 章 夢 
ト 30 分 で 、 予 選 用 タイ ヤ を 2 セッ ト 続 け て 投入 。 岡 が 走り 出し て 間 も な い と ころ で 他 車 の 大 クラ ッ は 、 前 日 と 同じ よう に 、 予 選 用 タイ ヤ を 履い た 状 


態 で ピッ トロ ー ド エン ド で 伊藤 を 待 
機 さ は せ 、 コ ー ス オー プン と 同時 に タ 
イム アタ ッ ク を 開始 させ た 。 こ の 作 
戦は 奏功 し 、 そ し て 伊藤 も 予選 用 タ 
イヤ へ の 熱 入 れ と アタ ッ ク を うま く 
行ない 、 3 分 26 秒 928 を マー ク 。 総 
合 7 番手 アガ ソリ ン エ ンジ ン 車 トッ 
( 選 ②5 だ 。 

その 直後 、 同 じ ガ ソリ ン 車 の ロー 
ラ B08/60・ ア スト ンマ ー チ ン が 3 
分 25 秒 158 を 叩き 出し て きた 。 竜 夢 
ょ 、 ま だ 2 セッ ト を 残し て いた 予選 
タイ ヤ を ここ か ら 立 て 続け に 投入 。 
ロー ラ ・ ア スト ン は も ちろ ん 、 デ ィ 
ー ゼ ル 勢 を 1 台 で も 食う こと を 狙っ 
た が 、 セ クタ ー タ イム の 更新 は あっ 
CS も 還 ヨ 二 ズ の か で ドア ウシ ルッ ッ 
ク に 阻ま れ 、 タ イム 更新 は で きず に 
終わ っ た 。 
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月 14 日 の 15 時 に 、 決 騰 レ ー ス が 幕 を 開け た 。 

その 序盤 か ら 、 プ ジョ ー と アウ ディ の ワー ク 
ス デ ィ ー ゼ ル 勢 が 突き 抜け 、S102 を 含む ガソリン 
エン ジン 車 の プラ イベ ー タ ー 勢 と は 勝負 に な ら な か 
7 

音夢 は 、 1 ステ 用 還 を 1 周 と 人 生 NZ で 
ー に は 連続 3 ステ ィ ン 届 を 走ら せる ai を 基本 と 
て 、 伊 藤 つ 立川 一 片岡 の 順 記 正二 カー ショ ン さ せ た 』 
スタ ー ト 直後 の 伊藤 の パー ト だ け は 例外 的 に 2 ステ 
ィ ン ト だ っ た が 、 そ の 1 ステ ィ ン ト 目 で は 、 予 選 で 
も 上 に 行か れ た ロー ラ ・ ア スト ン に 前 を 走ら れ た 。 
だ が 、 2 ステ ィ ン ト 目 で 逆転 。 以後 は S102 が ガ ソ 
リン 勢 の 首位 を 走っ た 。 

2 番手 の 立川 か ら 入 っ た 3 ステ ィ ン ト 連続 走行 も 、 
S102 は 大 過 な く こ な し た 。 ペ ー ス も 、 他 の ガ ソ リ 
ン 車 の クラ ー ジ ュ LC70 や ペ ス カ ロロ 01 を 上 回 る も 
の が あっ た 。 こ れ ら は 、S102 と 同じ ジャ ッ ド V10 
を 積む マシ ン だ っ た が 、 ス トレ ー ト スピ ー ド で は 明 
ら か に S102 が 勝っ て いた 。 た だ 、 エ ンジ ン は 同じ 
で あっ て も 、 ク ラー ジュ や ペ ス カ ロロ の ほう が 1 ス 
ティ ント の 周回 数 が S102 よ り 多 く 、 ま た 、 燃 料 や 


決勝 

トウ イン ドウ に よっ て 視界 が 極端 に 悪化 し 、 ペ ー ス 
を 上 げ ら れ な く な る 状況 に S102 は 陥っ た 。 ク ラー 
ジュ LC70 や ペ ス カ ロロ 01 は オー プン 車 で 、 こ うし 
た 視界 悪化 の 問題 は 最小 限 で 済ん で いた 。 そ うし た 
と ころ へ 、 立 川 の 2 回 目 の 走行 の 3 ステ ィ ン ト 目 の 
アウ トラ ッ プ で 油圧 低下 の アラ ー ム が 出 て 緊急 ピッ 
トイ ン 。 自 動 的 に 閉じ る は ず の クイ ッ ク カ プラ ー が 
完全 に 閉じ て いな か っ た た め に 、 エ ンジ ン オ イル を 
ほぼ すべ て 吐き 出し た 状態 で 帰っ て きた こと が 分 か 
っ た 。 エ ンジ ン サ プラ イヤ ー の ジャ ッ ド は 、 エ ン 労 


S102 プロ ジェ クト の 歩み 


ーー 2008 年 4 月 - 6 月 ] 


@ ド ライ ブシ ャ フト ブー ツ か ら の グリ ス 漏 れ 一 
走行 を 中 断 し 修理 但 リ ヤブ レーキ ライ ン か ら の フ 
ルー ド 漏 れ に よる ブレ ー キ 抜け 一 コー ス ア ウト し 
フロ ント まわ り を 破損 一 ピッ トイ ン し 修理 但 ス タ 
ー タ ー 配 線 端子 抜け に よる 作動 不良 草 ウ エッ ト 路 
面 で の 単独 スピ ン 一 ダメ ー ジ な し 葵 ヘッド ライ 
ト の 点灯 不良 ピッ トイ ン し フロ ント カウ ルー 式 を 
交換 葵 イン ター ミディ エイ ト 装 着 2 周 目 で 単独 ス 
ショ クラ ッシュ フロ ント 部 を 大 破 一 ピッ トイ ン 
ジロ ンド スジ ショ ジン 直 ス アリ ング ラッ ク 、 


ン 内 部 が 重大 な 損傷 を 受け で いる 可能 性 が 高い ど 言 
っ で 、 こ こと こ で レー ス を や め る よう 提言 し で きた が 、 
童夢 は それ を 拒否 。 ジ ャ ッ ド 
を 説得 @ 約 1 時 間 を か け 
て エン ジン 内 部 の チェ ッ ク を 
行なわ せ た 。 

チェ ッ ク の 結果 、 致 命 的 な 
ダメ ー ジ が ある 可能 性 は 低い 
と 判断 され 、 レ ー ス 続行 と な 
っ た 。 も は や 勝負 は 度外視 の 
状態 で あり 、 童 夢 は 各 ド ライ 


エン ジン オイ ル の 補給 作業 に は S102 の ほう が 長く 
か か っ て お り 、 コ ー ス 上 で 作っ た マー ジン を ピッ ト 
で 吐き 出す と いう 展開 に な っ た 。 

そし て 夜 に 入る と 、 他 車 の オイ ル で 汚れ た フロ ン 


バー に 、 タ イヤ ライ フ を 気 に 


フロ ント カウ ルー 式 を 交換 
技術 系 の トラ ブル は いずれ も マイ ナー な も の で 、 


許容 限界 に 達せ ず と も 

レー ス 序 盤 は ガソリン 勢 首位 を 走行 
本 当 の パフ ォ ー マ ンス を 
発揮 で き て いた な ら …… 


し た ペー スコ ント ロー ル は 無用 の 全開 走行 を 指示 。 
それ で どの くら い の パ フォ ー マ ン ス を 5S102 が 発揮 
する の か 、 ど ん な トラ ブル が 出 て くる の か を 見 よう 
と し た 。 た だ し 、 夜 間 走 行 に お ける S102 の 視界 不 
良 の 問題 は ば ドライ バー に と っ て は 深刻 で 、 思 う よ う 
な ハイ ペー ス で は 走れ な か っ た 。 

この 時 点 で 、24 時 間 レ ー ス は まだ 前 半 が 終わ っ 
た と ころ だ っ た 。 そ し て 、 後 半 の 12 時 間 で は 、 以 
下 の よ うな トラ ブル や アク シ デ ン ト が S102 に 発生 
| 電 / 計 


Bhoto @ 上 尾 雅 英 (Masahide Kamio) 


事前 に 一 度 で も 実戦 を 走ら せ て いれ ば 潰せ て いた で 
あろ う 問 題 ば か り だ っ た 。 
の 

この 年 の ル ん ・ マ ン を 制 し た の は 、 リ ナル ド ・ カ ペ 

ツ ロ ジグ 22 ラ ジン Sk< ク ーッ ショ ンド パック リス テン セ 


ン 組 の アウ ディ R10 TDI で 、381 周 を 走行 し た 。 一 方 、 


S102 は 109 周 遅れ の 総合 33 位 アク ラス 13 位 で 完走 
し た 。 決勝 レー ス に お ける 走行 距離 は 3707.09km 
(272 周 ) で あっ た 。 


踏み 込ん だ セッ ティ ング を 行なえ て いな い 状 態 で 、 


S102 は ル ・ マ ン 24 時間 を 戦っ た 。 伊 藤 と 立川 と 片 
岡 の ドラ イ バ ー 3 人 は 、 彼 ら の 全力 を 出し て 攻め て 
いく 領域 で は 到底 走れ て いな か っ た 。 そ の た め 、 
S102 に か ける こと が で きた 負荷 も 、 同 車 の 許容 限 
界 に まっ た く 達 し て いな か っ た 。 そ れ で も レー ス 序 
盤 は ガソリン 車 の 首位 を 走っ て いた わけ で 、 本 当 の 
パフ ォ ー マ ンス を 示す こと が で き て いた ら 、 い か ほ 
GE つこ の 3 と 思わ ず に いら れ な い 。 
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上 の 写真 は 、 ブ レー キ 抜 け か ら の コー ス ア ウ 
ト で 破損 し た フロ ント まわ り の 修理 に 入っ た 
と き の も の 。 右 の 写真 は 、 レ ー ス 終盤 の クラ 
ッシュ で 、 フ ロン ト ま わり を 大 破 さ せな が ら 
ピッ ト に 戻っ て きた と き の も の 。 か よう に 、 ア 
クシ デン ト や トラ ブル は 頻発 し た が 、 し か し 
致命 的 な も の は 一 切な か っ た 。 


らら eo 世 G ミ ・ ド じじ 掴 了 の コロ Qi 掲 G や 6 
了 覆 半 租 ” 装 三 捉 引 ′ 贅 医 里 笠 っ 心 虹 の や 
NG せ し " ユーj ト YANrIN マ ミー6SR 絶 る 台 G お 表 租 
財 H6 し や Kー ミ ベー の ヒビ お IGE 入選 GH 一 KK 避 王 IN で マミー し S ひ 妃 胡 せ j 


ィ m ぶ ぶ 二 箇 く @ 上 宮 吉 本 中 の 騙 
区 で 人 Q 叶 語 財 公 台 の 公 / 導 家 ざ つじ 密 己 


Q ら の eo 語 )e 刺 JJ G 下 換 表 挿 の 
らら Gi トト NHA 和 で へ 人 へ 中 そ 和 へ へ 
SC で 8” 民 忌 ミ ・ ド ルド ヘ 串 呉 つ 刀 8Nv 
で し 8 マン" 押 炎 の コ ら Qi お 到 尽 人 る じ 明 
結 つ NN ロ ィ て NNK モ ー ヘ ドー 丈 " 
「 っ っ 由 っ 選 kG っ )『 謙 ペー 和 AA へ ドー』 し 


tvG 革 選 の コ ら Q 層 屋 0 3 
親 陀 GJJ 品 揚 toK 探 | Ns 一 
IN で ミー 公 Q 嘱 妃 の ロコ ら QG 元 庄 ” SSMWG 笠 衣 S 回 回 つじ し jpQO 刀 


Interview @ 民 岬 褒 | 辻 (Seiichiro Aritomi) Text @ 條 閉 葉 屋 (Kiyokazu Imai) 


つく IN で くさ うつ し ペー トー) つ 邊 
ャ ー や ミ 交 SA 一 先 ト 心 條 で ポン hG 
畠 人 茶 し St ょ J う 8 償 公選 丸 二 っ 
S 肌 ぐり 表 二 つう ン 公 "の うっ 心 IJN し“ 
か で へ 心 届 公 で 辻 人 Q つ しろ いし K て ュー て 
K コ ーー 回 量 選 つじ し "で し っ し じ ぶ 必 へ 
ペーKAn6 シ 弄 C レ スント!) し ロー ト ユ ヘ 


入 屯 むき うっ” うっ 心 や ミセ つや 


屈 ロー トー や G く ト ネ ー ル へ AK ロ ポ 徹 涼 
9 肥 互 。 う ) 胡 艇 ln" 

「 く で Kー を へ トド ーK ゼ ね も 1 リンゴ NG" 
YS っ J367 も お ミー・ ホ ー ヤ ホー6 世 さ へ AH 民 
ー ト 許 @ 提 褒 ホ ー ャ ホー て 6 凶 記 ” SS く < 
6G 夫 机 容 宙 J7 jpG?1J ン ツン 黄 っ "IN で てく ミ 
公 還 一 利和 に 心 條 て) ロ 人 SCO し うき っ う ン っ ロ 
弄っ "で jp。 吾 中 8 くん 4H 終 改 そ へ 人 S 
尽き っ し も S で S” NG 球 維 じ 表 務 己 毅 *NtG 
ン ペ っ" く で K ロ ー テ ロー ホー6 く トド ポー ドル 
へ K 革 失 や 6 つ 尋 "0p 公 舞 搬 補 S” 限っ 
16 つ 壁 ] 

| 慌 必 へ トド ーK 公 持っ 遇 列 ロ ー ト 
ー ぶ 所 つ 公 〇 やり っ 愉 "MS @ 結 己 の コ 
GQ 公 虹 う 77 HIN 
や コ く だ EPS 人 ) 
3JIJ 到 村人 公 で 
思 6 提 Q じ っ te" 
「NvapNp ユ スエ く 一 
SENSESL2iYIENESYS 
ネエ ふ マ エエ ゼ ” 選 GN ミ ルリ ロ つ し Ne っ J^ 
で む 葉 っ 6G し つ 刀 " く で 愉 へ トド ポーK 
し ふ で エロ 揚 財 公選 で で KO っ JIJ3 配 剛 S 
っ ぐし や” し jp” 入 必 へ トド ポー ド 公 皇 さ っ 
もっ ロー ホー ロ 刀 ンス SQ を SQ を 了 困っ? 
ふ で て 民 環 や さっ” 社 公 ぐ で し お SS マ ンー 
IA 上 へ 到 周 公 O 刀 ” INT へ Ap 朗 WO 江 
SS つじ " 

て INK リ ロー ン ポ 蝶 中 りり 概 で や SS っ くし も 
下 3J” 半 4Q 吉 会 スレ シレ ゼ の ヒ め らら っ う ) の ヒ の の 
らぶ SG 提 会 電 や れつ り て う 弧 で Q を? 
NIJS | 四 KW 公 で し か" そ や っ ロー ト 
ー ウ SG ロ ー ト つや K リ ロー ューINN 途 丁 へ 
レン ロ K 公 丈 で や ” 遇 上 teG 
MKS 画 つく て K タ ーー し ら 多 素 
信人” ローK リ ロー テウ SQ で うり 朗 S 葉 人 


3JG 穫 て SNS ppGs1J ン KK 他 っ うふ ミル 宙 
で い 刀 ーー” うっ 心 豆 球 」 


打上 G4A HINA せ 中 嗣 区 マセ 公介 " 
の らい や 協 医 つ 選 "で お 8" 掴 抑 公 咽 p 則 
由 忠 つ 刀 『 貴 昌 ル GS く NN ネー ドル へ KK』 可 加 6 
じ 6GIJJ…… うっ 心 社 や 6 渡し せる で SO で" 
NAM で さっ っ ) 舞 reSS で 刀 、S 宮 7 
エー や ミ 稚 "ペーK 臣 K く NG ペペ で 
ャ し 貴 時 jp 陽 0 し っ つつ ” 店 遇 攻 ぶ マエ 7 
理性 品 せ コ 皿 つ 公 ト 尼 私 ふし 0 さっ くも しり 
NNJ ウ ゆで で うい INN で 公 心 公 殖 ひじ 記 で 到 
SNe っ Jp 心 的 で で ゼ 二 や で うっ” NG 晴 さ 
ー ド K 四 上 ふ で キモ S ぐ " 四 罰 いぶ 私 ふじ ONG 
下 そ へ K 公 坦 K9” 短 公 ぐ 。 旨 G 革 6 ミ ・ ル へ 
じ 中 映 医 ぶ で マエ 選 雷 で お ホー ス ゼ ” 必 下 ( 届 
搬 ) ンマ い パ っ つ 公 SS で く つの を さっ し ゃ 選 で " 
NG ン で うっ” 心中 玉 ユ スモ 6 了 て 羽 ふ AG 周 
0 尺 癖 つ ン いじ ” NN で 中 嗣 攻 上 ぶ そ て GT 
SG ふさ Sh し 揚 0 し ふ で てく 革 つっ で し じ っ 
刀 の う 心 JIJNO 色 電王 必 つ 記 ] 

1!J)J 持 いじ 仙人 色 ” 素 艇 尺 舞 苗 @ JJ 
「 心 中 」 MO し 2 っ teG3^ 回 名 人 @ 財 ミ ・ ル 
へ 6 坦 周 唱 旧 っ 陣 で 騙 棚 衣 @ せ し 記 的 つじ ン 
で SS" 想 財 SGK 一 ミー の ヒ 6IJ っ J 民 画 
3^ セ テイ KGIJ う )「 心 下っ JC で 古 
ZS 

肖 提 上 ” 比 遇 臣 K ぶ マエ ゼ ” 條 思 や せ る ・ 
ル ヘ し じゃ 地引 つき ン S で "で 民 半 艇 路 
庄 和 tetJ) 公 し 0 刀 で や 7 
「 ト ふかし 中 w 必 ot0JX 天 つつ 。 中 
公 人 ON に ト 入 ふく で 3J*0 BN ロ A 

8 うっ うり jpS COQ を 宙 
リリ 
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妃 頭 人民 公 半 凡 く し "NNSSQ” ト 入 
ふ ふ ヽ G 品 四 WOQ で っ うり 忠 や で Ko 人心 守 環 
忘 羽 和 っ npG お pG 環 むう” お ミー て ・ お お 


ー キ ミー ポコ 皿 公 中 っ 6 し "NG いつ SAJ 


奏 固 豆 了 公 SQS 概 S つ し っ マ せ じ 選 で で 
レ っ マン うっ 愉 6 公 埋 つ 公 で や] 

ミ ・ ト ドル へ 6G 貴 映 33。 Qm 証 けり で で しき や 
本 へ ・ 証 oo 並 証 SN 刀 因 つつ 。 要 打 上 現 
っ ぷ ヾ 二 や の G3” 前 WS で 席 上 G 
や 入国 波 に He” 論 固 豆 押 公 咽 jp に 公 
he 花 証 提 旧 員 Qt” NG 甘 じ IN で てく ミ や 
や っ ) せ 責 C し に 和 6 中 て ヘ K ゼ ぜ コ 皿 つ 公 
で っ 貴 嗣 ぶ で キ 羽 静 で 丸 表 衝 S で で 色 て 
INN で S ふ 中 較 H6 で し りー イロ 胡 や ” 振 つ っ 
中 喘 医 ぶ マ エロ 虹 wo 抑 選 じ 華 ら ロ ーK で へ "* 
に ふ 條 届 ERN6 コ 皿 上 情 し ぶ て や 忌 青 
信じ っ マ 篤 店 GSJIJQ じ し ン 翼 己 記 で 尺 公 
Ne っ りう 心 JJ) 届 鷺 図 7 

妨 公 "貴明 @ 咽 疲 S や か A 還 A。 NSR 
し oi れ 2J 志 記 し っ 刀 の ロ ら 
G ポ 艇 公 郁 局 つじ mw 包 設 の oo っ 
で 選 8W0 皇 つ " つつ 公民 人 H ふ ユ 
ト INS や し 8 マン 昌 へ i ト マロ ー ミ ・K て ユ 
ーー て 6Q 還 叩 G ハ で ヘー セル 込 へ 具 記 
い 公 公 人 公 < で "Sp 記 で 公 公記 下 


- 革 ト @ 氏 如 
SN 甘 0 
只 僚 エ 尽 時 

sl 二 
的 | RS 
舞い 
> る 
Q 下 イモ 玖 
公 悪 ふ K 各 
届 臣 HN 選 
5 の SG9 
し 閉口 忘 
堅 トー 相 
A 了 / ロ 
ゃ 6@ 数 ト 還 
中 , 馬 
ふ 筐 失せ G 
ヾ 得 皿 艇 同 
HH 部 , 半 
人 台 限 。 拓 
6 ん, 把 
し te 回 志 じ 
RG 直下 づつ 
第 @ 吹 


ゼ せ エ へ ・ ト セード “所 時 WW じ に 寺 で で 
ドーh ト へ 司 S@ の コ ら ロミ ・ ル へ ハ 回 ひじ 
し っ で ′ 押 搬 史 っ 臣 @SNe2rIhN マ ミー 公 淫 
tQN さ ル SC8 (DJSGJWSIN セ ーKG ル ハ 
As コ 且 mn コ SG ローIhm ロ ・ 代 エ )? 

記者 つや っ 8" BN スト 旧 員 公 
い 8 く し も お 2” K て ユー て 6 国 皿 G へ 
ヾ へ 玩 剛 7JIJNO ウーH 公 四 G 操 抽 じ や 
じ ” NSS パ さ ロ パ 0 レト セ ーK0 で や で 
8” IN セーK れ 0 く o 忠 SGKS (NIhAT ミ 
ふ A キ へ ) し 6I ト Kー て じ 部 ゝ ) | 可 ロ の コ ら Q 
骨 C し うっ 避 くし も ” SGD 悪 3" つ 384QG ン 
In セーK0 で UN%O で じ つ ポ で し じ 『 在 
慎 G 交 RG ゼ 生 EE) 色 遇 っ つや S) 
(所 )” Q 還 叫 G ハ へ よ で へ AH しり 避 ) 到 押 YO 
刀 公 で 記 で し も 古 3 下 )) 心 KK ペー て 
NYAJNIJ 換 ン じ 畠 0 尽き ン レ ” で し 恩 
皿 GA よ て A し ぬ さ で っ ) 記 CSSO4Q を で 
Sー0 し っ JJ や SC で くし も ? し ゃ 7 
SG 哨 う っ ローK じ ” 記 で SS で や SJIJGN 
1J つ SS 人 SO や の 2 っ 6 色 吾 6G 詞 内 じ も ? 
NNW で し 包 設 各 公 散 和 へ 二 じ ” 刀 公 <Q ぐ NuIJNM 
!J38 下 公 で 刀 う 本 (くし SS" 

刀 9「 っ 和 で ヤバ 斎 つ S で じゃ る S” 中 
喘 攻 で と 公 和 JJ ひっ 心 む "へ ミレ 
乏 で て GS っ つっ DJ シン 押 CO し っ 
ツン IN で へ NG jpG 公 ” ローK サ ロー ジュ) 
く で K コ ーー6 老 震 G 殖 っ 公 公 さ ゴ い oN 
ミル 8 で 8G じ 」 


IN で く ー ロ 据 つ で い ひび せ の コ ら Q 


来 剖 ゼ や” xmZIN で スー 色 の KI ト で ヘイ 彼 O 
揚 KeJ) 玖 環 桁 コ つ 尋 公 衝 。 閉 三 豆 引 " 
北 莉 間 紀 GS 2 役 選 ロ 和 9 で し じ め 。 可 終 腸 音 提 
ロ 据 つっ jp6 公 の の Q ロ 8 交 で 16n37 
「 則 届 器 G ふ ミル SG し” 玖 必 寺 総 概 
0 や 選 ン さっ の うっ 心 AJIJAQp 人 SO レー お K 


て く へ Am 人 色 る つ 著 SS ひし っ 6 つ 妨 " 
で や p 旨 の し" 絡 回 SG 上 記 人 委 和 じゃ KS 
ふ ヽ ふ ミ ルレ し つ S” で し / 吐 聡 96No 公 鉛 
te 叶 も IN マミー 勾 机 和 へ つじ つれ で に" 

さ ーK じ お 部 公男 殺 つ 刀 喘 忌 補 お QK 
中 ヾ ヘー ルン トマ く 一 細 つつ 民 く し も て” 掴 
搬 うつ し じ p ミ ・ ル 入 じ 尽 S じ 提 / ぐ や KON ミ 
ル 公 で Q_ NG 球 洋装 の つ S り 蛋 日 公 和 ふつ レ 
4QkJn っ う / 候 "NN で し 。 QKI ト で 
ィ ド し 悪 ふ ミ トド 選 ささ で で さく しゃく 7 
る 3 っ 鷺 罰 東御 の 取 到 妃 お し うっ 公 Qp 
心 嘆 っ 導 隈 し つ H で 選 くし も "代り 7 
也 せ SSN ヽ ミド や 后 区 公 包 を SQ を 窯 ソ 
じ 、 悪 せ お p 心 広 宙 シン” 下 公 必 ふ 刀 ヘ ベーー 
3 せ 吾 G 床 公 っ ひっ 興 HeC し っ ン っ で 
ヾ じゃ や” 悪 G 閉 三 会 貞 り くじ も お くり)” 
『 林 宜 G 上 広 代 興 lWC し っ ぃ @ ヘ ーー ロ 骨 さ 対 ね 
GS も 和 ン 妃 S ぐ で 』 で じ ( 趣 )) GS 
ン っ 立 ツレ “ 

NS し / 閉 三 ′ 贅 攻 JoKI ト ヾ ヘー 和 もい 選 
で 8 こし も むる 3 揚 玉 絶 選 刀 表 GHQ 
へ SS% ユ つじ っ he で し か や 6"『 エ くっ 
手 一 』 Im で し” NN でも し" 人 陣 8 部 公司 
ロ く で や 玖 妃 さ や し oKI ト で ヘーMEC 如く し 
pt)′ 雇 回 吸 記 人 に 公 で 尽く し ぶ で させ 
IJND ひ J 二 レン he で も)” 中 窟 じ 諸 公 色 
2JQ2J、S 蝶 ご と CAQ を で し ? 

SQ 閉 ペ ペー ド 民 才 ひ ふ ミ ルレ ひじ っ 
心 ト JJ9 提 KO) SNe 明 IN で ミート ユ 
ヘー ユー で っ JIJAQp 尻 打 問 つ 公 で 刀 さ し も 
*S" 0^ 押 搬 つつ し せく ト ネ ポー ドル へ ARK 
舞 忠 つり し っ 公 さ を うむ さっ? NyS で せ 部 jp 
周 葉 te ぐし 出羽 っ で Q を 出羽 きっ うく 


の らい 員 守 犯 


っ IJP の 叶う っ 7367 半 所 全 た へ 時 


弧 公 ぐ 了 町 了 十 箇 < く GK で 私 中 選 四 選 つい 団 
妨 結 補選 町 東 6。 設 藤 G 遇 け いう じゃ 
ペーI ロ IX ヘー” 親骨 SQ 陣 寺 唱 介 tet に 四 
っ し 2 っ 2 ぃ @” 色 " ト JG 編 回 G@ 咽 下 ペ 直 
し 医 ぶ GtQ 公 除 人 @ じ っ ke) 掴 陣 Gi 
Es に っ IGTSSESIN ニ oc 


ロ 込 H ふ て 公介 会 し 4U 据 つい ン NG りう (人 
本 人 CS NG 抽 喚 @ の らい ロ 7 
野 血 り 計 くつ 選 表 家 色 湯 選 J/ 至 守り 


SG ヘーK べ HG | 本 由 評 束 国 
3 うう) 上 牙 上 じ SNe で 役人 色 公 っ 
S ン ゼ ^ ヶ 四 GT HN て GiN で ミー 
うつ し ミ ・ ル へ 培 6』 の っ 心 里 剛 会 得 ひじ 


G′ 閉 G 是 殺 < く ふし 列 狐 っ きっ 
押せ 所 hG 
礼 公 。 舞 舞 コーm%&G 公 mm て ヘー 擬 器 2? 


H6AJG ン つじ し 懸 縮 *” 耳 尺 末 拓 GpG っ J 
如く て か トコ 用 ndN ロ AH ヘー お 7 
の 6 で 盾 ME で し っ で 8" 
NG 忌 K 征 し 玖 刀 上 の ら の らく で て 公 ユ 
Gi トー 宜 6 怠 悪 INhK て ロリ” 奈 手 約 
つ し 2 っ nt? QOaQ 吐 SIJAJ425 つ 公 つつ 7 


公 で 公 ひで や りつ 反っ 据 G さ うっ 状 ふ mm で 


肉 40 ロ GO 悪 思 G 性 人 6 誤 RW 
ー ミ to 誤 4 賠 H6 で 役 。 円 窟 2IN て く 
つじ し 綱 HEYo で 向上 容 で” 加 の つつ し せ ” さ 


ーK ズ 土 し 喘 KG 軒 つっ 昭 っ 公 !J 
生じ 福 人 SQIJNV に 手 て 還 殖 細く 
時 時 人 陣 電 DK いつ きっ G 愉 jp つて 
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財 祥 和 S"「 生 で し っ ぃ 6 鋼 革 し” p 避 己 陵 天 憶 
記 じ っ te うっ 愉 うり 8 公 さ 補 で 刀 」 っ JImn* 
「 生 で し っ ぃ te 密 要 PD つつ 選 で 環 公 で 刀 』 
3 昭 心 呈 紳 唱 夫 "の ロロ らい 唱 代 っ し 
Jp いつ 7 JR383O)J 人 で で っ を の 
3p 愉 NG 人 ト J ュ JO 2Q 店 稚 公 め つ 

SS っ ? 々 ダーゼ 史 ン つ 答 し SO し か p7 
シリ JN で せ 人 ロン” 居 選 く で さっ 6 
は Se で し も や" 詳 計 押 つ 仏 っ 筐 
候補 喘 羽 色 玖 NG 尋 り 昭 っ 6 必 」 

の oOQGTN ロ AHN て レセ 居 一 包 キ ー し 
SO 妨 責 弄 趣 恨 せ 陣地 て mm 能 中 中 
ーhHA 公 II ト し 交 で 刀 粗 困 民 人 ま へ 償 に " 
りや ロペ ーK 洋 同居 堅 尋 G 脳 許 己 K9” ミ 
・ ル AG て TNRIKT ユ ー ロ 培 < 穫 思 に 只 


@ 早 画 個 ペーA へ 改 ド ー じ Sh@ の の 障 


4 くう 培 軒 間 更 つ QGS7 

の ONQG XX で へ KK ヘ ホ ー し も や 夫 で 
や 押 搬 一 共 ヘ ルレ 公 ふせ 販 結 己 棚 6 
らら 4 計 りき” 妃 NES「 棚 へ ・ 
ー モ へ ヘル 公私 | 共 し 陣 寺 則 で し っ he" 
つじ し" 妃 嘱 史 総 飼 坦 やじ っ to 笹 公 刺 陸 ロ 
己 ひ し シン Sh ロ AHN て 丼 46 苦 企 
明 遇 @ 団 港 少 ふ ミ ル 宮 凡 仔 器 設 葵 で G K 
ペーー ト 私 和 れ d 環 @ 忠 放 瑞 計 和 を 千年 
固 し 難 つじ 2 っ hkQ" ペー へ へ へ 一 台 し 
下京 押 軒 的 電 時 つる 公 で Y 


「K ペ ーー に ト STN<GHA 公 1 ト ゼ 包 ー5 
補 公 せる じゃ" 交 Q6 家 選べ さ ” 語 慰 つじ っ 
tQ-J/ FNJ で で 20 で 公 し 和夫 の 選 台 困 央 之 』 
っ J 本 CTJAJ 公 パン 人 S 下 9"NS で お 豆 英 揚 『 さ 
ー ふ へ 必 ド ー 半 t@ で を 一 』 の うっ 心 昭 っ し 連 
9 人 S 妨 尽く お 6 抱 押 公 H 画 公 必 舞 失 上 H6 
さ ^ 瓶 玲 じじ p 紅 っ りり 心 じ jp で っ っ の 加 司 つじ っ 
や っ 0G 旬 MK 入 じ も ” 届 Q 色 交 人 SG 財 骨 珈 
和 悪 引 @ 由 壁 や "ペー へ へ ドー) 羽 ン 6 表 
咽 刊 会 只 6 も ” 吉 G 形 置 和 へ いく 愉 外 7 
さ ペー ハ へ ドー 環 肖 Gp6 し 抽 Ne) 唱 固 環 
公 史 NeG し も" 企 さ ー へ へ ドー 想 章 G 薄 
3NvnNonS っ 地 補 し も SQ ドー ヘル 
公 和 ふじ しゃ つ っ スト で 6 暑 鶴 し HA 公 
中 ト 更 寺 N パ し っ" 中 そ へ K 公 坦 で 3 セ 
と シロ 6 刀 さ ー へ へ へ ドー 症 で KO の 愉 避 ] 


に 


テ 
・ 製 造 を 続々 と 受注 し 、 取 


り 組 ん で いる 。 各 パ ー ト ナー 企業 か ら 見 込ま れ た 技術 力 を も た ら 
し て いる も の は 、「S102 を は じ め と する レー シン グ カ ー 開 発 で } 


っ た 設計 


い 切 る 。 


上 


間 月 面 探査 「HAKUTO-R Mission 1」 で 
船 ()、SPACE WALKER 社 の サブ オー ビタ 


り 組ん で いる の が 「 空 や 宇宙 の 新しい モビ リ 
・ 製造 技術 」 と 奥 は 


ィ 」 の 領域 。SkyDrive 社 の 空 飛ぶ クル マ 「SD-05」 ( 頭 ) 


され る 


奥 が 率い る 東レ "カーボ ンマ ジッ ク が 現在 積極 的 


ルス ペー スプ レー ン ( 回 ) な どの 設計 


や 、ispace 社 の 


運 


( 


SkyDrive 
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制 し 
の 放 座 と な 


に 
含め 自作 る 


てこ o 


予選 で の 出遅れ が 痛かっ た 堤 。 第 6 戦 の 速 さ は 圧倒 的 だ っ た の で 、 上 
位 か ら ス ター ト で きれ ば 堤 が タイ トル を 獲得 し て いた 可能 性 も 。 


NR 結 ヘ ー 人 KAGOE8NmhN の 
っ co ゼ に 忠 旧 醒 要 つ "中 16 しり oK 
4Ro 培 っ 心 恨 補 氷 衣 *” トロ ハ ユ ー 代 
3^ 朱 型 同 @ 画 くべ 飼 な マ 6 で へ 中 
ざく ミー を ルト 中 ー6 選 悪名 弓 
の NmeNI oo ふっ) 記 G 
RIKT ユ ー ロ 過 概 で で 刀 色 や 
て ト SNG 幅 馬 せ ら JC 乱 お し せき ン 
SC で 8” 円 馬 羽 いも い や や し お 忘 
6 円 聴 公 嘱 人 0O 刀 や” 円 了 丈 時 で 
Q で 和 も” 9 く ル Ko ホー ゴ p” 人 6 
し ゴロ 紛 困 るい 〇 へ に ト ふ ミドル 門 
SAESCP7e3PESJO ま LM 

ぷ ン 6 各 際 -IN マ ミー 和 公 外 和民 下 G 
選 つ うっ ハーK へ 民 瑞 1) 革 ” 軒 絡 棋 碗 
Ke< ロ で や 電 半 S し っ で GR 稚 話 
時 mm@ 陣 療 陽 補 で 丸 ” 飲 呈 般 正士 
IJNy 旧 喧 員 で 刀 jpGG7 遇 由 せ 下 ご " 
虹 Q 絡 の つら O じ c 計 ” 代 の 妖 十 王 じ 


さき 所 り ? 箕 き 蟹 第 陣 し po 時 らく っ 7 


INA せ へ Q 蛋 で し 喘 懇 疾 (時 po 問 
へ 駐 @ 閣 攻 ゴ ) 国選 7 

陣 甘 @ 掲 選 せ 玉 半 本 人 .QK ペ ーー" 

醐 思 ロ る の 和 ン ろう や ー 公 環 で 公 
ユ ^ 相 棋 mG 直 揚 革 せき 貴 中 系 で 
ルー ふか tep” 寺 守 @ 抑 起 提 に し 
豆 色 十 倒 コ 可 申 KW マン 所 麗 * ww 
で し 陣 甘 や トー 電 仙 NG 人 SC で で 7 

「 生 十 G*o 困 民 井 つ いじ | 現 岬 公 
CQBGP AA ロ ATN 疹 叶 絡 つ S で 
や し も 公 " ふ ミレ せっ つの さ 6 や くつ 
5 pin で +6CJ” 月 っ WO m 軌 
S や や や 私 TN 色 交 交 打 唱 玖 人 で 
GS や” 麗 り せ や 心 中 嗣 @) 旧 頻 い し 
ン で 計り し つつ 豆 」 ( 環 )* 

中 疫 せ IN で し に SS で 環 甘 せ Q 
堅 思 り コ 作 軸 全 oo の 7” の 臣 皿 り コ 人 
ぎ 共 Gom9 セ ー ふ ” 螺 ら 絡 せ の 昌 由 * 
陣 o 絡 ぜ コ 暴 叶 りさ "へ ロト 維 
GSG て SNDT や 交 机 S 公 で 尋 り 
う 公 李 束 つ ” 陣 甘 @ 義 で せ 展 玉 つ " 

陣 p 導 6 未 問 中 両 コ 四 MG 田 は 
公 茨 " 環 茶 公 天 心 時 想 "折田 人 
條 KA へ GII ロー マキ 款 掴 つじ 
^ 収 露 Q キ ー ト つじ っ nt” 陣 茶 せ 
民 田 !「 ヘ ドル S 例 押し 環 国 本 KG お pi 
選 " つ 公 づつ" IN へ て へ て て NN 唱 玉 で 
ヘー て し 半 @ つ ホキ へ や ド へ 相 還 昌 時 敵 ロ ?* 
駆 o 疾 ネー ミ モ 公 衝 四 へ SQ で KK 
ーー” 中 喘 lp 暴 中 G 田 へ 加 oo 星 も G 
昌 隊 冬 6 頂 っ 十 記 公 貴 加 Y0 で 刀 色 
田 人 K ペ ーー て ド 選 弄 ” 陣 甘 せ 貴 疫 Q 四 
中 @ 舞 贅 下り 舞 人 で Q 幅 由 選 相 に 
it@” 陣 革 せ 恥 唱 模 人 で の 所 シ NT 昌 
へ Hop 唄 ロ の も で ヘ 了 て 揚 G 
む ^ そ へ の ド へ 揚 喧 つ ? 


z 


お 
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Text @ 奥野 大 志 (Daishi Okuno) Photo @ 吉見 幸夫 (Yukio Yoshimi) 佐々 木 純 也 (Jyunya Sasaki) プ TOYOTA 


前 半 戦 と 後半 戦 で 変わ る 勢力 図 。 タ イヤ 銘柄 も 影響 か 


Rd.1 冨士 Rd.4 鈴鹿 


WINNER 谷口 信輝 KTMseR8e 。 WINNER 堤 優 威 Tby Two カバ ナ BS GR86 


し 9 


開幕 戦 の 予選 は ウエ ッ ト で 行なわ れ 、 ダ ン ロ ッ プ を 選 プ ブリヂストン の ニュ ー タ イヤ が 投入 され た 第 4 戦 。 ポ 


第 5 戦は 0 周 リ タイ ア と な っ た 菅 波 。 タ イヤ を ほ と 


ん だ 谷口 が ポー ル ボ ポジション を 獲得 。 決 勝 は 予選 2 番 "ルポ ボ ポジション は ダン ロッ プ を 使用 する 菅 波 が 獲得 す ん ど つ か っ て お ら ず 、 第 6 戦は 復調 
手 の 菅 波 と 一 騎 打 ちと な っ た が 、 付 け 入る 隙 を 見 せ ず 、 る も 、 決 勝 は 堤 、 吉 田 、 地 頭 所 光 と プリ ヂ ス トン 勢 が < 
ポー ル ・ ト ゥ ・ ウ イン を 達成 し た 。 表彰 台 を 独占 。 こ の 勢い は 最終 戦 に 引き 継が れる 。 


Rd.2 SUGO Rd.5 岡山 


WINNER ノ 松井 孝 包 NETZ 富 山 RacingGR86 。 WINNER/ 吉 田 広樹 埼玉 トヨ ペッ ト GB BS GR86 


第 2 戦 SUGO は 予選 開始 直前 に まとまっ た 雨 が 降り 出 ブリ ヂ ス トン を 使用 する 、 吉 田 選 手 が ポ ー ル ポジ ショ 
す 難 コン ディ ショ ン 。 ポ ー ル ポジ ショ ン を 獲得 し た の ン を 獲得 。 決 勝 で も 冨 林 を 寄せ 付け ず 、 ポ ー ル ・ ト ゥ 
は ネ ク セ ン を 使用 する 近藤 翼 だ っ た が 、 決 勝 で は 後退 。 ・ ウ イン を 達成 し た 。 第 4 戦 終了 時 点 で ラン キン グ 7 第 2 戦 で 優勝 し 、 一 時 は ラン キン グ ト ッ プ に 立っ た 
予選 2 番手 の 松井 が 優勝 。 位 だ っ た 吉田 も タイ トル 争い に 名 乗り を 上 げ る 。 松井 。 第 5 戦 で 3 位 に 入り 、 ラ ン キ ング 5 位 を 獲得 。 


Rd.3 十勝 Rd.6 岡山 
WINNER/ ノ 伊東 表 明 oTepLeR8e 。 WINNER/ 堤 優 威 Tby Two カバ ナ BS GR86 


由 ツ ト 0 が の 詳 プ ョ 連 に で 
ES ここ だ プ の 表 NI 請 間 還 四 還 電 き の 265 寺 
第 3 戦 十勝 予選 も 微妙 な ウエ ッ ト 。 ダ ン ロ ッ プ タ イ 予選 8 番手 の 堤 選手 が 序盤 か ら 猛 スパ ー ト 。 前 を 走る が ぎ 明 に 時 汰 上 8 f 
ヤ を 使用 する 伊東 が ポー ルポ ジ シ ョ ン を 獲得 。 決 勝 で ライ バル を 次 々 と 抜き 去り 8 周 目 に トッ プ へ 。 そ の ま に ま や | 生 た | eS 
も プ ブリヂストン を 使用 する 井口 卓 人 に 1 秒 差 を つけ て ま チ ェ ッ カー を 受け た が 、 堤 の ラン キン グ は 僅差 の 2 90。、 リ 初 隊 多 生き 0 
チェ ッ カ ー。 初 優勝 を 記録 し た 。 位 。 ラ ン キ ング 3 位 は 第 6 戦 で 5 位 に 入っ た 吉田 。 <. だ 選 2 戦 な で 2 半 意 と 
ン ョ が か PC 生か ツウ で Oi 才 1 
KK 粒 ら 革 / だ 電電 ら に 議 二 間 
出 本 ANo る 還 ら 信 に 
で vi い ジイ と 5 同 le 
人 フン 策 NeE 間 K ホン 8 較 は 
ズ 二 の 押し に 
ね の 0 セー た コグ 10002 計 。 オッ 23 
か 主 ツ "と て ン 短 称 年 に 
つ な ト K い パ に 3 は そ 
記 富 て 周 い | 必 れ た 
昼 林 も セ り か ` 要 る 毎 こ 
に は ッ が な 路 で わ 回 と 
残 そ 最 ト 周 け 面 す け 路 が 
る う 後 アリ り れ 温 "で 吉 
最 言 は ツ な ば 度 日 は に 良 
終 い ド プ の な な の な 合い 
戦 た ラ が で り ど 当 い わ 結 
の か イ ど 大 ま 頭 た の せ 果 
逆 っ バ パ ん 変 せ の り で て を 
転 た | な で ん 中 方 ` セ も 
劇 に の に す "に や アッ た 
に こ 違 ウ 難 一 僅 入 路 ジ ト ら 
っ つい デレ 差 れ 面 ャ を し 
た な 勝 く で た の ス 決 た 
^ い 人 負 な す 上 ラ ト め “ 
7 あの も パ 届 信 


PFESNUMM 
SH [HMPUN 


林 勇 佑 


プロ フェ ッ シ ョ ナル 


ーー 


HH BI 


ダン ロッ プ ユ ー ザ ー、 冨 林 勇 何 が 
プロ フェ ッ シ ョ ナル シリ ー ズ を 制す 


、 リ スモ 世界 大 会 で 優 


勝 し た e ス ポー ツレ . 
ドラ イ バ ー。 22 年 は 


スー バー 耐久 で も チ 


ーー サー 兼 ジー ニシ ング = 
- ャ ン ピ オ ン を 獲得 。 


2016 年 の グラ ン ツ ー 


の が 


CNAMP! 


あふ れ て し \ る 。 


ー 


l 軸 
隊 


シン ブル 。 タ イヤ メー カー な ら で は の スピ リッ ト ( 


ー 


林 勇 何 が GR86/BRZ Cup の 初代 チャ ン ピ オ ン に 輝い た 。 ダ ン ロ ッ プ に と っ て 2 年 連続 
の 王座 獲得 。 ダ ン ロ ッ プ は 2013 年 の 初 年 度 か ら タ イヤ を 供給 し 、 エ ント ラン ト を サポ ー ト し 


て いる が 、 そ の 理由 は 実 ( 


トー 
対 
に =| 


「 導 岡 S く 呈 冊 ぐさ ーK し "て 
ャ 6G 詩 給 届 迫 eteGG" Kー ミ ー の ヒ 
4J ト JG の OSNmNI の 〇 こら つ 払 玖 
さや で "KA ロ TNS 稚 絡 選 堪 む te 
団 則 せよ JBS さ 6 本 "時 G 忠 謀 班 
妃 W Q@ 振 諾 じ め 中 そめ へ 羽 
坦 昨 NehJ う ) 公 し WW 心 で つて 昭 ひ し 
っ 6h」 (4HRT さ 日 半 ・ 状 騰 個 に ポ )" 
中 時 で ロー ミロ へ 邊 で AA 選 思 
賠 Ke 刀 S” 選 WSRI ト T ユ ー 色 い へ へ 
ヾ ふ % で キ 愉 < く "NN で て 皿 療 王 囲 公 
CpG 選 色 ^ マエ G 地 線 更 朋 う 
<mteRI ト ロー 公 党 やつ し っ t@G や 
路 陣 "oNmN の っ oeGTN ロ 
ハ ユ ーK し 8 へ ロロ TNW⑪S の 志 
G ふ で や 色 工 際 更 駅 お 日 ヘー ヘイ 
未 氏 で し っ tQ"* 

に KaEE=K 公 こ joSOhk た LeeRKKESIE: 
KN は JAJ 公 し *OtG@ つ ^ 悪し S 邑 いひ 選 り つ 
じ p” 揚 公 償 公 ht の” 押 軽 @ 足 -NS 皿 加 
し 並 邊 全 信和 を も っ しゃ" 喘 


で 行なわ れ た 第 1 


ディ ショ ン 


ーー 3 戦 ま で の 予選 で ポー ルポ ジ シ ョ ン を 獲得 し て いる 。 


現在 は 215/45-17 サ イズ の み 市 場 に 供給 され て いる 。 ウ 
こも 優れ 、 レ イン コン 


独自 の 左右 非対称 パタ ー ン を 採用 し た ハイ グリ ッ プ スポ ー ツ タ 
エッ ト 性 能 ( 


DIREZZA /05 


DUNLOP 


1 る 


尽 GrJG お 褒 し き ン じ 択 つ ポ つ 到 7 
尽 革 務 公 ぐ 生 で を 場 じ Wo つつ 玉 ? 
式 狂 己 山 有 ささ ーK し 」 (中 )* 

へ A ロ AG お 選 財 SQ 1 ト T さ 私 人 
ト hw ( く ー ふ や ロー)」 AN ロ A 
ミーK JRRr ぐ 7 SQ 寺 半 搬 避 下 公 中 そ 
へ へ 寺 手 つ ^ NN と 
ooGIhKー マ キー 寺 堪 人 ソン ント" 
Q 財 振 形 nm で や しそ て へ GS 
選 球 外 ” ER 如 敵 固 じ GS や 私 愉 
HH ネー 直 絆 唱 責 で” p 回 G モ ネー ミネ 人 
へ mA っ Jo 回 G 患 豆 間 瑞 鷺 つ ” で 
6 民 地 咽 お の 記 二 つ @G 色 中 そ へ や 
へ 愉 坦 呂 つ 選 陣 甘 了 豆 し” 時 絡 
十 hJW 剛 悪 で 刀 公 著 誰 @ 球 っ 古 
つり 窒 忌 ” 駆 Q 凌 の つら の し 据 所 し 
WON@ や ヘイ ト TS 嘱 で お 忌 GQ 提 
志紀 4n 柚 吐 つ ?) 飲 の 括 十 癌 せき だ 7 
IN で く ミ ペー ドー 公 唱 中 一 て で キ 届 台 
くつ や 陸 き 話 編 陣 せ へ 口 和 人 N 維 
TNGo お "ロー マキ 寺 李 蜂 本 No 
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Text @ 奥野 大 志 (Daishi Okuno) Photo @ 吉見 幸夫 (Yukio Yoshim) DUNLOP 


ー さ 6 貴 瑞 所 個 ら No 話 医 コ ゼ 


人 疹 人 MQSto せ し G ユ ーK や SO 和 軸 因 
記 。 や 色 皿 共 せ ら 扶 G 謡 し o 村 血 計 宇 攻 
] oo 名 し he 地 星 ” 氷 部 し jp 也 選 幸 = 朱 
避 \ 押 除 IN マ く ーAeRS は だ Jo 
等” 半 り くっ IN て くさ 収束 思 つ " 
芝 「 の つの 〇 し ふさ ミル 人 Ke 明 押 表 H6 で 
上 仁 や 隔 い GS や 7 務 Q 括 公 生 マハ ヘー ロ S 
つや ” マー ミ 必 拓己 肖 謀 つ 1J 
を 選 6 医 ゴ 6G 吐 吊 じ の 所 りり コ 肝 で 
般 


n 83JWOT IN で くさ ロ 旭 | だく AG 組 
公 SNOJ 必 で 半 語 豆 公 人 Re じ Wo 六 で 
7 の ささ の GSISN や YE 
OS8” NuhtJ や 中 中 じ 提 つむ で 8 下 キ 
へ K 到 人 SN0 で つの を さっ 色 で う り ” 子 衣 
Nm いさ つ 堂 ] (中 医 政 下 員 由 )" 

陣 き 疾 乱 陣 じ ゼロ へ AIN へ AG マー 
[KasJINNe< ペー 一 AR2SS 人: 王 
公 公 理 KO つ で ロロ 中 0 色 AA ロ TA 
稚 せ 計 響 WW し G で 必 公 で へ ペー く ミ 
G 臣 上 閲 " 陣 o へ No 話 @ 医 コレ ゼ 回 
選 G 客 っ 聖人 国生 7 JJ 愉 つや 玉 
く ユ ーG 叫 Op へ ロ 私人 部 G 悪 " 


ダン ロッ プ 劣 勢 の 下馬 評 が 覆っ た 最終 戦 岡山 。 各 チー ム は ダン ロッ プ と 情報 を 細か く 共 有 し な が ら セ ッ ト ア 


ッ プ を 進め 、 他 社 製 タイ ヤ を 使用 する ライ バル と 五角 ( 


クラ ブ プ マンシ リー ズ は 勝木 崇文 が 初代 王者 | 


二 NN 拓 G 過 欄 上 日 AIN ヘ て ロ 扱 つ 
計 $ し 個 舞 GJK 蛇 避 つ 名 き っ へ 陣 e* 
記 Ss 「 ぶ で エキ @ 在 音 6 ソ " 喘 表 区 
く ト 9 記 0 生 レン で G せ ホー コ G 辻 置 R 
NN S <” し "ホー コ G 史 SS も で 唱 扱 つ し いせ 
SN R 信 に 。。 KN て G 上 才 WO つ 名 穫 マン" ヘーKA 
所 。 に で 寺 ae 半 昌 9 人 っ 地 O つ 
半 昌 で ES の 〇 と 8 NmN の 〇 っ o” % マ エキ 

1 ヨ さ 所 罰 RNN 陣 ご 電 GNー ミ ン * 

目 ド さ 宮 や て AH ロ ANGTFpON っ っ マキ で マミ 」 

を: 間 ポ ^ K 一 ミー の ヒロ 還 綴 ke 世 つ っ T 
に 二 き S き 時 NihvAmAG や ^ 選 ン GS ス 
馬 さよ GSWhutC し UCSGS し っ to 
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7 


_SUPER TA 


が も た らし た 


最終 戦 ま で チャ ン ピ オ ン 争 い が も つれ 


震 
直さ 
ー ペ 
こ 
Na 
レー 


の は 6 クラ 


た 
こと と な っ た 


FCY 7 回 、 セ ー フ ティ カー2 回 の 展開 【 
各 チ ー ム は 序盤 か ら 翻 弄 さ れる 


Text ⑱ autO SDOt 


幅 宮 中 そ へ や 玉 へ 公明 根 つじ っ 刀 
SG せ SIhKG 下 し 合 neoINK 公 
咽 朋 導 G 弄 "第 陸 じ し じ ぶ で て ミ 選 来 も 
Ne ト J ュ JJ) さ で QNOQQ 革 GKー ミ 
曽 ペ ハコ ユーK” 来 論じ せ ” に 回 GN ミ 
ロー に K で HH ロー (し 〇 >) っ JQ 回 G や 
ー ト トド ー (の 〇 ) 環 べ り っ 心 据 守 
志貴 巧 ロ 明 京 か NO 人 G で や 心 ロ 7 季 h 
KGH 裂 症 っ p 串 @ 吐 臣 ロ " 鍛 4D 路 
郊 選 車 心 の ヒー し jp 叶 枝 WW し の 
ト S 絡 っ 公 牙 人 や で で で で " 

軸 民 G 第 陸 ホ ー せ キミー 年 醒 呈 公 で 
明 で 箇 さ "必中 己 喜 宙 せき っ 66 上 
本 6G 未 褒 ” 遼 衣 ホ ー キ ネー 公 戦 4 れ m 
3 うっ 心 有 うう) ウ コ ュ ペー ド 下 う ささ" に 心 
INKH 党 公私 トー ロ 上 更 ” 普 き 
ロー へ K ペ ーー て しゅ 旧 還 ヘー 
KG 振 公 選 C し 換 和 で で で" 

公 ぜ 覆 醒 国人 公 唱 昭 で で で 


- 静 の 


公 ^ 品 四 中 公 Q い ふ へ 邊 ヘ 了 て 公 剖 購 つ 
レ つ en” 5 選 人 で そ 和 へ の ヒビ om の 
ヒー 選 公 所 く へ ふじ 6 捕 時 ロ パ や 
々 ミ く < 共 や つつ K ふ へ "6 宙 ト 
で へ 介 移っ し 8 中 僅 く ミコ ロー 


K モ ホー の ヒー- の Fo の う 選 忠 局 宗 
さ へ や へ ペー 医 考 の ココロ の ヒビ の 公 
環 置 ” 己 串 司 RKD へ 名 も top 帳 
引 リロ ー ド K 務 別に 〇 の と p 百 くも で では) 
ESESE EIC19 た 3 と ES 
嘆く ささ ロー ペー ドー へ oo 
cooo 叩 局 人 ぐつ トー ロー ペーK 玉 ー ヘ で 
受 ご 〇 の ヒヒ mo や 掴 静 璧 そ マ ー ミ 車 で レ 
っ tiG@hJ う り p 提 下條 諾 人 只 で くさ 貴 
醒 " o 臣 皿 中 せ ooocooo 忠 違 公 氏 忠 司 玖 
ドー ミー トト で ふつ し じ m 輸 中 是 " 
民 し や Q 昌 幅 間 提 選 つじ し っ に に に 中 
較 QK ト ー へ AA や ト トー 人 の ヒ 
の 公 / 過 臣 皿 旧 記 叫 局 條 へ ヘ ペー へ ふ 
も KO の ロ の Fo の ロ 懇 っ 公 ささ 机 半 
9 筑 層 ” 吊 癌 車 っ し p マ て ミ 車 っ し 
お わ 功 つっ 県 妃 公 璧 還 お ぐ で で で " 
NVG 選 ^ 口 功 皿 り ぜ の F - ら SINK 
ル A へ AG て IN て ミロ パ さ Q 回 GL 〇 
と で ささ” NG の 〇 頑 べく " の 〇 篤 
虹 絡 で で 怠 個 避 企 務 の F - の し 
中 そ へ AR へ G 咽 民 R 悪 握 補 で 召 較 叫 
翼 握 町 イト ホー の mh か へ と の 彼 
くく 私 ふ NK 了 イペ ーー に KTN" 后 恒 回 
刻 G 刀 る 軒 人 や に O ど と ささ "ペーK や ぜ 
区 調 公 ぐ 据 で 手 据 で "つじ ュ 
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四 

ト L- 

| 

) 

Ko】 

CN 

忠 

K 

| 

回 G 攻 てく ト 由 醒 避 6 台 や 和 の ヒー IN 

如 1GSs KI 3 刀 p 和 を NN に K 

志 上 S 骨 必 ト GS ルレ AAGSINS AH ロス ヒ の と ウロ" 

上 べら 

人 仙 ly 避 ら の 〇 ぶさ ペーK 公 所 補 お G 
の や = 

ミ S へ 盾 つい コ つ 公 渓 や つじ っ きっ ww へ A 和 し 上 
を さき 骨 補 へ 敵 ま ン と 

還 まま 〇 > 公 き 飲 の の 色 Q 陣 も で KG の っ 

の の Ss へ の ン 内 っ 

際 位 | 放 や 心 距 悪人 ささ ^ 邊 ホー 。 水 K 々 吉 疑 

放 は 硬 p 線 つっ jpGJSSO レ っ で や 

ミ 公 革 

了 愉 く や 概 っ 下 性 調 G 根 や 暴 醒 が る 滝本 つ 生 
へ で は 。 で コ 

+ yh 市 ビ 器 如 せ 皿 く べつ うっ 換 芯 握っ つ せ ペーK 公 

K K じ 率 羽 も 1Oa ン ・ 

貞 具現 SS で で っ SS NG 攻め 民 公 人 

上 位 の よ ぐ 表 

多 せ レヒ ャ ィ 早 m へ 車 っ せ 牙 国生 QSto 宮 臣 箇 ロ 
避 避 。| ふ て 間 

ー G 強 さり 3 李 志 記号 個 i ト ヘ ヘ ー 選 現 シン 型 っ 公 
臣 w 欧 K 型 三 

ご 人 筐 選 おじ っ や 台中 局 宝 さ A ハ H や へ ペ ー 草 

| 古 公 公 で て 公 そ の M シン 

K ESIINE 人 SNKー ペ ーー し ドー ミー トマ 


宮司 ベー ドー つじ 6 稚 如 ち ゃ ぐも し 1 
さ 究 的 つ で 公 枢 心 や トト で へ へ し 」 
名 店 @ 羽 下 幸 玖 臣 人 る つ レ ン で で" 
球 者 やく で 1 トー や ミ 表 話 間 志 医 


ふ 避 窒 球 "| 羽 じ 率 マ て ミ 車 っ 電路 ンマ Q 昌 キ G 殆 的 作 で じ WS 記 忠 司 人 ト ヘ 
民生 じ っ oooooeo 忠 違 人 くさ トン を 由 ヘー 名 中 本 くさ コリー ペー ドモ 
ペーK モ ー へ ふせ の 〇 和民 人 表 G 時 区 し と ーー へ 公 抽 思 " 必 そ へ や 玉 郊 喧 選 む 7 
INvINK ミ ー ホ ミト ヾ 過 の 峠 中 WSG 中 そ へ K 祝 ンマ 由 璧 さ 因 や 


得 


ロ 届 史 つ し つ Hen 1JG 届 ペーK3 ペーK:p 守 ふ 思 人 お SS で IJA し jaNeQ・QS 正 記さ 居 編 個 朋 ー 邊 日 
皿 や 振 S 質 青き ひし っ で C? に 回 衛 GLO ヶ 公理 くべ O で hG p 押 財 車 へ 公 へ 革 。 SG 赤 部 公 想 郊 選 襲 つ ン つ 


朝 台 を 獲 


し じ っ 87 「 ル KG1 ト エー や ミセ ゼ 慈 
奈 鍵 間 也 Ste 丸 名 遇 田 回 や "VGX ユ 
ムー 笠 咽 や 選 p 場 る らい やじ っ 人 7 
王 NR 昌 十 宇 Ko 祝 押 @ 配 隊 公 抽 し ot 
も "mp 衣 還 し 配 馬 パン や 吉 表 証 ペー 
K っ で KG っ JNN ひで っ や で | せく 
トー て さて へ 台 品 性 詳 G 二 人 骨 疑 " 
ペーK し やせ 虹 宮 隊 公 問 悪 的 殖 定 刀 公 7 
「I ト Kー し Q ら ご 臣 層 し じ 王 S 公 で 台 
て IN さや 坦 で 刀 ” セ く 遂 揚 つ きっ 
証 !m で きっ | ホース 補 眉 郊 多 
噂 所 し せ ” Qoom 革 し G 班 窟 了 Keb 和 ぶ S 拓 田 拭 思 1 トト NH ロ ー ゼ 7 
純 46Q4nG 振 司 @ 納 咽 つ 選 " の ヒ - 来 論 半 上 人 公 SGK ペ ーー ィ 暫 で 丸 " 
〇 SIhKG ル Ko お ^ 屋 窟 里 選 つ 1 RI ト K て し 6 及 公選 7e ぐ で 如 
や 坦 功 " 編 陽 人 人 ト リロ ー6 葵 くき CS" 上 謀 AD 穫 ふ て ト お ゼ ^ 要 四 じ め 
コロ ーー8NHA ペ ペー つの 電 Op 細 も p 拉 揚 Not)) 更 属 政 " IN 
普 皿 壮 い 太 著 の で で で 全て 因 色 " ヾ くさ GS 民 匠 り 凡 で 志 亜 選 中 さ 代 
貼 器 っ 醒 剖 中正 公 小 Q で し っ t@" 「 咽 呈 / 尽 時 じじ Q 選 眉 導 4 電 拭 暴 つ や 
章 局 @ 臣 政信 ヘ ミー ロ 富 GO し pp で っ ^ 
取 H 季 史 届 喉 つ 過 芽 じ 毅 放 へ ふ @ 装 
肌 示 信和 了 K 作 隊長 区 っ や ミー ト G 坦 
咽 S) り 幅 玖 手 む ポ つ 選 " 膨 編 US 
させ や 邊 で へ へ へ 公 凌 SG や し” つの び 色 
さ つ や 6 公 二 二 倒し っ も” 國 
や 選 隊 局 り 臣 据 G 提 し INAK 羽 


冗 さ Q 旧 下 定 の で 玉 て AS し っ うり ロ せ 没 犠 や 和 ” 過 叫 個 宝 さ ミ AH や へ 
m 暫 h 提 上 たつ し っ 刀 に に に 中 局 GK ペー 莉 志 倒 て ATN し トー" Q 選 
I ト ー へ AT へ 公 選 キ ペ マ モロー て IN ミー US 中 局 く ささ ロー ペー ドー ス 公 く 
電 下 0K ロ ーー 所" ミー6 蛋 妥 め 玲 や ( 捉 弁 レ ホ エキ A や へ 電 揚 喧 つ 7 
回 GL の > 公 玖 で OSte7 の 表 の 己 り 中 司 と レー 色 党 填 語 oooo 
評 申 遇 局 め の 仔 の ヒー の の eo 呆 人 ストー ロー ペー ド K 玉 ー ス せ 弄 
ヒー ヒビ の GS 后 昼 公 NIN AH つ K て ーー っ 十 ISNOp き り 3046 さ くささ 由 
SN つや 宮 S ら 回 札 G し LO と 8 で 7 一 ペーKー ヘ G 貴 嗣 公 .QG 上 疹 電 融 

ペー ド 秒 調和 SN@dOo 臣 皿 ′ 路 ぐ 民代 お Ke) せき し WS 公 で で ? 


マツ ダ 3 つ い に 登場 


新型 シビ ッ ク ・ タ イプ R は 
デビ ュー 戦 で 2 位 表 
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23 年 も 見 据え 


ネト 


し た 。 


F〔 


どう 
や へ 
キロ 
せ エト 
ゼ 
所 


Fo) 
対 
SN 
団 
9 
上 
ユ 
トコ 
キ 
号 
球 
) 
2 
人 
系 
に o) 

) 
表 


キ 負 


エア バス ター WINMAX RC350 が 大 逆転 で 
トゥ ・ ウ イン で 戴冠 。 較 THE BRIDE FIT は 


に 、 ト ッ プ の マシ ン が スロ ー ダ ウン 。 タ イト ル を 優勝 と と も ! 


り 


弱 
モ 【 


こと で ブレ 


こ 入 っ 
と い 


車 


KTMS GR YARIS が 5 勝目 を 挙げ チャ ン ピ オ ン も 獲得 。 困 埼 


証 と 開発 を 実施 。 制 御 系 は 市 販 車 
う 


司 


だ 
こ 検 
ディ ー ゼ ル の FF 


決勝 は 燃費 や タイ ヤ を 気遣う 


最後 は 武藤 が 直後 の ライ バル を 押さ え 込 ん だ 。 


ミ 
| 
第 
EN 
Q る 
4 
ト ヒ 
ヾ と 
入選 
の 3 
寺 お くめ 、 つ 環 中 つ お 所 GAS 素 講 つき で 
時 | | 全 ビ 郊 ひ ロー レ っ es」" JJm 朋 0 レン や GR 
| \ 向 選 る o マ 
9 の Ss ご 志 Kw レ ー ネ ホー や に 義務 @ 皇 記 弄 eS 
の : oc 円 や 
| 記 て 回 本 や 司 二 葵 交 必 詳 @ 工 ヨ 記 人 中 回 
の ニッ ィ 尽 レ 
g 5 「 族 や 本 G 臣 〒 さけ いっ し 「 ト ー コ 蝶 せ 時 円 串 NNG も 。 
思 ho まこ 前 」 愉 心 
四 内 きじ , HHM 更 眉 つじ っ 必 " て さ か を 6 測 叫 坦 っ 記 
過 き も m て ミ ベ っ ン Ss て ら 
B Si 明 @s」 へ へ 折れ か ふき 索 で は th)) 扱 己 つ 人 ] 
ポテ 尿 条 ィ 山 生 こっ る 由 る 代 つ 
時 8 王 ま 和 H へ 全 つが 唱 則 @ ホ ー コ 称 析 所 上 RI 
@ : の く バ 避 「 公 の 中 っ ン 。 遇 瑞 
M 回 らく 所 る 一 し も シ 06 表 恨 つ レン で し じ っ 本 "中 ba 
時 〇 
上 る 


ほ 説 


ー が 


オン が 


7sugio ofsugg's Onbogrg Ano/ysis / Vo770 / 


ALPHATAURLFASH 


ラ で 


重 県 出身 。 
Si コ デ 


ッ ポ ン で 2007、 08 年 
王者 に 輝く 。SUPER GT 


GT500 ク ラス で も 14、 15 年 に 2 連 芋 を 
達成 し た 。22 年 は NISMO か ら GT500 ク 


参戦 。 ス ー パ ー フ ォ ー 
は KCMG の チー ム 監 督 を 務め る 。 


す バ で て を 上 野 ね 備え で て .7 だ た フエ ルズ ラウ ウリ パ ジン 


2 年 連 # を 


1979 年 6 月 18 日 生ま れ 、 
レ し 


Tsugio Matsuda 


4 


( 


TIMoriyama 


AlphaTauri 
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GSGNH ミ K ぶ ホ く へ せく し 近 
7 避 じ っ 8 つ " 

ル ハ へ 下 つじ し ゃ rm ペー 人 
へ 鑑 理 SN ロト 輸 赴 G 卓 琴 6 で 刀 ン 
取 お 和 。 pp うり 翼 人 G 届 っ うっ JIJ し 
恥じ っ し ハー 人 KK へ 怠 要 打 尽 公 ぐ モ 
ー モ へ へ 必 色 二 じ っ や くし つや "を 
INA 公 や マン | 尼 必 へ トド ー ド KJ | 
四 革 つっ JJ シン や じ っ ろ G 
し せる っ 公 間宮 つ し っ t 二 " 


で や" NH さ K ふ へ や 鯉 森 折 尽 
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公 皮 0G し も 公 ” ホー 人 NG 選 下 
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6 つ ? 所 G セ 1J40 せ ささ りう で し お p7 


中 瑞生 八丁 へ 己 葬 叱 せ マン” ペーK や 
トニ PPESSM こ 4 おこ いく ) 3 に 1 ご Z 9 さ 
ーー トマ で ふ GmH60p4QNQT 
ャ キト 人 XX ヘー ペーK 頑 毅 つ じ 
RNe 紀 RA へ ふさ 6 他人 條 震 一 一 人 時 


WVG 四 回 IN で ミーfKIN へ へ へ 
Q 握 車 っ し パ や ホー スペ マーG や ささ 公民 
・ て くさ K せ ハエ ミミ ・ さ ふさ ー ミ (h 
HINー) 己 部 Sm 寺 ロ 宙 で 6 つ 
や 2 さ 和 私 さ せり で H6 し 委 IN そ ミー 
人 野中 典 い へ A・ ホ ー・NT IS AH 
交 覇 窒 つ や りり 公 紅 名刀 妃 SS) 7IN 
ミーKeTAK て IN ふ 一 伐 ・ て 
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6 つや 公 ” 紀 密 回 公 必 6 マン 設 起 つ や 
で し つ 民 * ペーK 選 団 つ NVS 棚 
昌 … 中 人 る く ウレ っ や くさ KK し 公男 く 
所 嘱 底 りつ し ば NH ミ K ペ 私 て へ 
さ ふ ヽ ヽ ー ミ ” くさ KG 思 晶 3 SHHG 


く N ト ネー ドル ARK 避 装 つつ INA せ AS 


へ ハミ く ー ト ローG 誤 野 


ト h ぶ Donr し 8" を そく KK ロボ ロト 
へ ネー ドーロ っ 人 色 で じ つ H6 で 丸和 
で や) コーK て 人 ト 妖 密 嘱 映 想 や Oo 
9 踊 で 選 ミ ふさ ー ミ し セ 公 「 パン 
路 近 じ ふ で マキ そ 電 忠 や 刺 昭 つっ" 
NH Ii トーー 岳 折 和 人 つじ” マー ユー 
K じ 収 吸 公 に 人 で ひし っ や りう 公 マ キ 
9 取 KNene NIRhK ロ 遍 w0 つ 選 で " 
届 列 ロー トー 色 選 っ や ふ ペ ー の し ポ ^ 
コー 選 G て 選 ふ 上 入 直 編 G 下 も 玖 
下る つじ っ 6 つ 選 "くさ に K 避 据 豆 
ミ ふ ユー ミ 公 INA せ へ dB 揚 呂 つ 
刀 よ 7 届 財 下 で し 下っ 所 で 邊 
te っ 必撮 肖 p 現 公 O や G し せる で っ 
し つき 心 選 " 

NGNHIN 一 へ TK て IN ふ 舟 一 
TKQd 過 町 っ じ 提 じ o 析 ” の 刀 上 宙 で 
C 刀 さや 條 に しゃ 公 " ペーK へ 性 調 
唱 反 つぐ で し っ 玉 一 ま 入 へ 心 表 明 
せ 公 で 半 お つ し っ や うり 昭 っ 6? 妃 
KmE こ と 2 PKKEES に さま くそ いる 3 
ペ ポーK ぬ CO や し っ で で 坦 明 " K て ペー 
て K リ ーー 4 身 直 は つつ H6 で 8G 公 
炊 G ひ や しゃ" X ミ や 1 人 ト KG レル ハ ヘ 
せ IJ で し Jp7IN へ 公 聞 っ 架 避 
人 S や つや 色 NetJSHA 人 AA トー 
し nH ンド ミー つ し っ つや ? 避暑 
じ ぐ Gt 避 ロミ トー トーイ G 圭 絆 公 詩 
ペー ドー や Jp 剖 じ し っ で 8" NAS 
へ キ ペ ホー ビ し 所 得 毅 WW し じ っ や うい 昭 っ 
6 公 ^ 全 玉 も へ NHIN 一 うり や 
公 で で 壮 給 十 生じ っ 6 トド 
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っ うり っ や で "jpO JNIC360 ささ 
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どろ いた だ た SEP の めき い いさ Zr) 
し じ っ し ホー ミズ NH さ KX く へ G 
て IN で DAK ぶ で て さ 忌 パン 人 ポ 公 で し 
っ Hb? 末 公 皮 ね トロ ヘー 公 可 っ ルレ ハ 
へ ホー ペペ マー 公明 )) で や で っ 
っ J 和 で JI で で 想 ら JJ で 
いや し つ で し っ H 二 公 し jpNNG レル ハ 
へ Os 症 で 8 INH ミ K ふ 私 へ 田 
亜 品 S 堺 Yo 絹 虹 つ レーK 豆 し te 
で むし じゃ” AvG 下 時 ゼー ペーK へ 喘 
器 路 @ 己 部 東 商 お 選 N 財 @ 表 公 周 現 つ 


が 、 
水 
目 


置 を 考え れ ば 、 大 き な ス テッ プ を 量 


ー ズ ン だ っ た 


手 権 2 位 争 い は 、 2 
配 が 上 が っ た (ペレ 


軍 


ルク レー ル に 


ドラ イ バ ー ズ 選 


の 
ス は 3 位 )。「 浮 き 沈み の 大 きい シ 


き 提 
ITA 


えた 


同点 で 迎え 
位 で 先着 し 


数 年 の 1 
み 出 せ た と 思う 」 と ルク レー ル は 手応え を 語る 。 


ーー 


じ っ 6 屋 " NHIN 一 Jp さや 人 ト Kp7 
さか ケミ 6 や 愉 BrIN で ベー 却下 
9 下る つつ 選 ル 和 AA 相 で っ 公 さ っ っ 7 
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じゃ "本 馬 公 馬 で 刀 コ 財 公 穫 ” ト J で 
や 玉 K ユ ー ロ pH 人 反 ヘー 人 へ 
妥 調 G ト ミト ト ふ ト ユ せ 之 IN マ ミー" 
ホー マズ 6 医 慌 全 に W 信 現し っ し や 
テト STN 公 代 公 SS 公 素 H6Q 和 。 管 英 
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NeIiN で ミー で うり 稔 O つ NG っ) 加地 
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C や っ NHIN ト ーー 上 定 6" ペーfK ヘ 
半 則 で t@ 和 JJB 抽 つつ ン さ ひし っ 刀 G 
p つ で 了 や で" で 因む りり” 性 の an 
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し も で ヘー 的 喧 っ 心 皮 くく トド ー ド セハ 
K 更 引 虹 つ いし コ ズ 直 訟 7QS8 い 
きせ 現 名 で QG し せき っ し つや 心 公 ? 
S で 害 還 G ケ IN で ミー で 陣 で て" 
判 橋 せ GN ト へ 羽 Qp 記 唄 玖 提 つ 宮 
じ っ hNQG ゼ "回 @ 堪 じ っ tG キ IN 
ペー トリ J ト JH6G 環 G さ や G 欄 骨 ぐ つれ 
球 明 し っ ot で ロ 補 つ つつ " 


い 」 と 総括 し た 。 


りこ 


フェ ルス タッ ペン は 、 タ イヤ を うま く マ ネジ メン ト し て シー ズン 


索 


1 スト ッ プ 作戦 を 敢行 し 
じ ら れ な いよ うな シー ズン だ っ た 。 チ ー ム の メン バー 全員 に 感謝 し 
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2022 年 に メル セ デ ス が 見 せ た 
意地 の 開発 と “遵法 "の 姿勢 


元 王 者 が : 


退 い て 回 避 さ れ た 


アウ トウ ォ ッ シン グ 開 発 競 争 


2022 年 の アメ リカ GP で メル セ デ ス が 持ち 込ん だ 


フロ ント ウイ ング は 大 い に 
彼ら は その 合法 性 に つ 
同年 中 に それ を 実戦 投入 し な か っ た 本 当 


物議 を 醸し た 


いて 疑っ て いな か っ た が 
の 班 


E 由 と は ? 


022 年 の テク ニカ ルレ ギュ レー シ 
2 ョ ン が 初め て 公表 され た 時 点 で は 
も は や フロ ント ウイ ング は あま り 重 要 で 
は な く な る と 予想 し た 人 が 多かっ た 。 実 
際 、 新 規則 の 作成 過程 で は 、 フ ロア が 充 
分 な ダウ ン フ ォ ー ス を 発生 する の な ら フ 


ロン トウ イン グ を 備え る べき 理由 は な く 、 


いっ そ な く し て し まお うと の 提案 も あっ 
た らし い 。 だ が 、 噂 に よる と マク ラー レ 
ン の ザッ ク ・ ブ ラウ ン が 「 ス ポン サー ロ 
ゴ を 配 す る に は 良い 場所 だ 」 と 主張 し て 
反対 し 、 そ れ ゆ え に フ ロン トウ イン グ は 
ルー ル に 残さ れ た と いう 。 

フロ ント ウイ ング に 関す る 規定 は 、 一 
見 する と 制限 が 極め て 厳し い 。 チ ー ム に 
許さ れ て いる の は 、 た っ た 3 枚 の ウイ ン 
グ エ レ メン ト と 、 そ の すべ て が つなが る 
2 スイ ルト 業 仙 了 55 て 
に は ルー ル 策 定 者 の 意図 が 明確 に 示さ 
れ て いる が 、22 年 シー ズン 中 に メル セ 
デス の エン ジニ ア た ち が 用 いた アイ デア 
一 部 は 、 必 ず し も その 意図 に 則 し た と 
は 言え な いも の だ っ た 。 
彼ら は クル マ が うま く 機 能 し て いな い 
状態 で 22 年 シー ズン の 開幕 を 迎え た 。 
激しい ポー ポ シ ン グ に 悩ま され 、 パ ワー 
ユニ ッ ト も 相対 的 に や や 劣っ て いた 。 そ 
し て 、 メ ル セ デ ス が こう し た 問題 へ の 対 
策 に シー ズン の 大 半 を 費やし た こと も あ 
っ て 、 マ イア ミ に 持ち 込ま れ た 小さ な ア 
ッ プ グレ ー ド (と 思わ れ た も の ) に つい 
て は 、 見 過ごし た 人 も 少な く な か っ た 。 


22 年 は び の チー ム も さま ざま な フロ 
ント ウイ ング エレ メン ト と 糞 端 板 の 形 状 
を 試し て いた 。 だ が 、 メ ル セ デ ス は フロ 
リ ダ で 投入 し た この アッ プ デ ー ト で 、 ル 
ー ル の 限界 を 攻め 、 フ ロン トウ イン グ の 
糞 端 板 に カッ ト ア ウト (切り 欠き ) を 設 
け て きた の だ 。 こ れ は フロ ント ウイ ング 
に 規則 が 意図 し た 以上 の アウ トウ ォ ッ シ 
ュ を 発生 させ 、 ク ル マ 全 体 の 空力 特性 の 
改善 を 狙っ た も の と 考え られ た 。 

この ウイ ング は 、 主 に コー ス 特 性 の 要 
求 に 応じ て 何 度 か 使用 され た が 、 他 の チ 

に よる コピ ー は ひと つも 見 られ な か 
っ た 。 も っ と も 、 コ スト キャ ッ プ 制 の 影 
響 と し て 、 チ ー ム が と りあ え ず コピ ー レ し 
て 実験 を する 傾向 が 抑制 され て いる こと 
は 確か で 、 ラ イ バ ル た ち が 23 年 に 向け 
て 独自 の バー ジョ ン を じっくり 開発 し て 
いる 可能 性 は 否定 で き な い 。 

その 後 、 メ ル セ デ ス は こう し た アウ ト 
ウォ ッ シ ン グ の コン セプト を 新た な 段階 
へ と 発展 させ 、 オ ー ス ティ ン で は か つて 
の ター ニン グ ベ ー ン に 似 た も の を ウイ ン 
グ 上 面 に ずら り と 並べ て きた 。 こ れ も 糞 
端 板 の 切り 欠き と 同様 に 、 ル ー ル の 狙い 
に 反し た 抜け 穴 を 見 つけ て 利用 し た アイ 
デア だ っ た 。 現在 の フロ ント ウイ ング に 
関す る レギ ュ レ ーション は 、 片 側 に 8 個 
まで の スロ ッ ト ギ ャ ッ プ セパ レー ター の 
取り 付け を 認め て いる 。 セ パレ ー タ ー と 
は 、 和 荷重 が か か っ た 際 に ウイ ング エレ メ 
ント 間 の ギャ ッ プ を 維持 する た め の 小 さ 


な パー ツ で 、 メ ル セ デ ス は 許容 され る 最 
大 数 の 片側 8 個 を 取り 付け た ウイ ング を 
オー ステ ィ ン に 持ち 込ん だ 。 


それ 自体 に は 何 の 問 題 も な い 。 ラ イ バ 
ル の 多く が 抗議 し た の は 、 セ パレ ー タ ー 


が ウイ ング 上 面 か ら 上 に 伸び て 、 実 質 的 
に ター ニン グ ベ ー ン と 同じ 効果 を 発生 し 
そう に 見 える デザ イン だ っ た か ら だ 。 も 
ちろ ん 、 メ ル セ デ ス は これ ら の パー ツ は 
合法 で ある と 主張 。、 す べ て が ルー ル で 許 
され て いる 寸法 の 範囲 内 に 収まっ て お り 、 
規則 で 認め られ た 「 主 と し て 機械 的 、 構 
造 的 、 あ る い は 計測 上 の 理由 ] か ら 取り 
付け た も の で ある と いう の だ 。 

結局 、 こ の 新 フ ロン トウ イン グ は オー 
ステ ィ ン で は 使わ れず 、 チ ー ム が メキ シ 

コ に 到着 し た 時 に は 、 指 摘 を 受け た セパ 
レー ター は すべ て 取り 外さ れ て いた 。 メ 
ル セ デ ス の デザ イン が 合法 で ある こと は 
まず 間違い な いと は いえ 、 規 則 の 意図 に 
沿っ た も の で は な いこ と も 明らか だ っ た 。 
彼ら は パー ツ を 取り 外し た 理由 に つい て 、 
FIA に よっ て 違法 と 見 な され た か ら で は 
な く 、 合 法 か 否 か の 議論 に 時 間 を 浪費 し 
た く な か っ た か ら だ と 述べ て いる 。 

だ が 、 メ ル セ デ ス が 議論 を し な いと 決 
め た の に は 、 お そら く 別 の 理由 が あっ た 。 
メキ シコ へ 来る まで の あい だ に 、FIA が 
この スロ ッ ト ギ ャ ッ プ セパ レー ター を 装 
っ た 新型 ター ニン グ ベ ー ン や 、 そ れ と 連 
携 し て 機能 する アウ トウ ォ ッ シュ を 狙っ 
た 要 端 板 の カ ッ ト ア ウト に つい て 、 ア ス 
トン マー ティ ン の リヤ ウイ ング 糞 端 板 の 
0 

能 性 が 高まっ て いた の だ 。 
の 8 し 、 レ ー ス の 質 
を 高め る と いう 規則 の 目的 に 反する も の 
と し て 、FIA と F1 は これ ら の アイ デア の 
禁止 へ と 動い た 。 実 際 、 こ うし た コン セ 
プ ト が ルー ル の 狙い を 損なう か 否 か に つ 
いて は 意見 が 分 か れる と ころ か も し れ な 
い 。 た だ 、 パ ドッ ク で の 一 致し た 見 解 と 
し て 、 も し それ ら が 禁止 され な けれ ば 、 


最近 で は リヤ ビュ ー ミ ラー に 関し て 見 ら 
れ た よう に 、 ま た 新た に 大 規模 な 開発 競 


争 が 始ま りか ね な いと いう 懸念 が 持た れ 
て いる 。 そ し て 、FIA が 避け た い の は 
まさ に そう し た 事態 な の だ 。 
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Text & Photo @⑯ サム ・ コ リン ズ (Sam Collins) Translation @ 水 書 健司 (Kenji Mizugaki) 
Photo ⑱ XPB 


アウ トウ ォ ッ シュ は 翼 端 板 か ら タ イヤ の 外側 へ 向かう 


気流 の こと 。 こ れ を 用 いて フロ ント タイ ヤ が 発生 させ 
た 乱 流 を 車体 か ら 遠 ざけ つつ 、 き れい な 流れ を フロ ア 
な ど に 導く こと で ダウ ン フ ォ ー ス が 増加 する 。 そ の 一 
方 、 後 方 に 乱 流 が 広範 囲 に 残る こと で オー バー テイ ク 
は 難し く な っ て いた 。 そ の た め 、 こ れ が 2022 年 規則 で 


メル セ デ ス が 新型 フ ロン トウ イン グ を 抑制 され る こと と な っ た が 、 メ ル セ デ ス は フロ ント ウ 


イン グ の 開発 に 関し て 早い 段階 か ら ア ウト ウォ ッシュ 


あ に 3 ら め た っ と に よ り 同 領域 に お け る を 生成 する 方 向 性 で 進め て いた と 見 られ る 。 
規則 の 意図 に 反する 競争 が 避け られ た 


8pale modal study | ng 作っ て 愉し お Br.C カ ー 


デカ ー ル の 発色 を 活か す 方 法 


ハセ ガワ 1/24 日 石 ト ラス ト ポル シェ 962C 1991 ル ・ マ ン 人 絶 版 


Text @ 高安 丈 太 郎 (Jotaro Takayasu) 
Photo @ 高橋 浩二 (Koji Takahashi) 


KTakahashi 


プラ モデ ル に 付属 し て いる デカ ー ル は 、 下 地 の 色 が 透け て 思っ た と お り SNS 
に 発色 し な いこ と が 多い 。 今 回 の 作例 、 ハ セガ ワ の 1991 年 ル ・ マ ン 参 戦 だ っ デ 


車 「 日 石 ト ラス ト ポル シェ 962C」 の キッ ト も その 例 に 漏 
れ な い 。 説 明 書 どおり 、 車 体 を 白 と ペパー ミン ト グ リ ー 

ン に 塗り 分 け て か ら リ ヤ の スト ライ プ や 自 ベ ー ス の 車 KO 
番 デ カー ル を 貼っ て も 、 地 人 色 を 拾っ て 、 本 来 の 色 と 2 
は ほど 遠い グリ ー ン が か っ た 色 味 に 仕上 が っ て し まう 。 
これ を 避け る に は 、 デ カー ル の 下地 を 必ず 白 で 塗る 
こと 。 こ の ひと 手間 を か ける こと で デカ ー ル の 発色 は 生 

り 、 狙 い ど お り の カラ ー リ ング が 再現 で きる 。 


KTakahashi 


ハセ ガワ の ポル シェ 962C は 、 エ ンジ ン レ ス の 
プロ ポー ショ ン キ ッ ト 。 マ シン の フォ ルム や 
雰囲気 を うま く 捉 えて いて 、 取 り 立 て て 指摘 
する よう な 大 き な 間 違い は な い 。 ペ パー ミン 
ト グ リ ー ン は 、 水 色 と 白 を 8 : 2 の 割合 で 混 
77/S7 ー ぜ 、 黄 色 を 少々 加え て 色 味 を 整え る (作例 は 
GSI ク レオ ス Mr. カ ラー「 み る き ぃ ば す て る カ 
ト em こ ュ ーー ラー セッ ト グリ ー ン Ver」 の CP03 ミ ント グリ 
ン を 使用 : 現在 生産 中 止 )。 


ーー マデ に ー 
ーー es 二 
て へ いい 


wm 
( いや で ーー 
NNSSS や や 
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Pi 王 三 所 に ド ペ ヘー トコ オバ ニー すす に ヘム ヘス 


sg テー テー 三 に 


玉 最 初 に 白色 部 分 を マス 
キン グ 。 リ ヤ の スト ライ 
プ 部 は デカ ー ル を 原寸 大 
で コピ ー し て 輪郭 を 切り 
抜き 、 型 紙 に 。 こ れ を カ 
ッ タ ー マ ッ ト に 貼っ た マ 
スキ ング テー プ の 上 に 乗 
せ て 切り 出し 、 テ ー プ を 
車体 に 貼り 込む 。 画 車 番 。 5 バ 。 ヶ ー 
| と 日 の 丸 マー ク 部 の 四角 h、 うつ 定 る ー ュ 3 

も 同様 に マス キン グ 。 パ ーー デア デ る mW っ nissEK 


ステ ル グ リ ー ン の 塗装 後 、 2 
所 定 の 位置 に だ カー ル を き き > ーー 本 間 衣 
貼っ て 完成 。 ヲ 


| 
KTakahashi KTakahashi 
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シン ( 


た と き 、 暗 号 が 飛び 


で も いま すね 。 


と 呈 
こ 【 
広告 つい ちゃ っ た り し て ね 。 


は ど 
ング と キャ ッ チ する 場所 を 、 ラ イ バ ル 大 学 


悟ら れ な い 暗 号 で 指示 し て いた の だ 。 


受 


笑え た 。 ラ イン アウ ト か ら ボ ー ル 


を 投げ 入れ る 際 に 使用 する 。 


と に 
その も の を 、 エ ンタ ー テ イメ ント メ 


ー 


させ て ほし い 。 遊 びす ぎ だ っ て 叱 ら れ な い 


無線 交 1 


k 長 
ね 。 そ の うち 、 


業 後 は 家業 を 継ぐ らし い 。 


て いる 
「 へ い へ い ほ 一 J」 


プレ ー ヤ ー の 彼女 の 名 前 で 伝え る 。 


「 ざ る そば 、 配 達し ます ] 


びに 、 僕 を 指し て 笑わ れ ま し た 。 


母校 の ラグ ビー を 応援 ! 
「 愛 ちゃ ん へ の プレ ゼン ト で す ] 


演歌 の カラ オケ 


座 
タイ 


だ 


で 遊ん だ わけ だ 。 . 
程度 


交 っ 
ア 【 
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デ 
是 に 

ドラ イ 

の だ 8 
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と を 前 


" 量 ]」」。 さ ら 


・ 残 っ て る よ 」。 


Rg 


計算 し て くれ な 


2832 で 


- 計 
時 


誰か が ペナ ル テ ィ で タワ ー 3 階 に 呼ば れる 


ね の 分 だ け 、 フ ァ ン サー ビス の メ 


重 


選 の よう な も の な の だ 。 


ル ブ ル クリ ンク 24 時 間 で 僕 は それ を 「TNP 


35.5」 と 報告 し た 。 ダイ ハツ の CM か ら 拝 借 し 
・ 燃 ・ 費 ]。 
は 「NMN 68.6」。「 燃 


語 


本 


いか 。 今日 は 娘 の 誕生 日 プレ ゼン ト を 買わ な けれ ば 
ーー 


な ら な いか ら ね ] 


歴史 の 積み 
僕ら は 、 周 回 ど と に ピッ ト へ の 燃料 消費 量 報告 が 


「 こ の マシ ン を 抜い た と き の 賞 金 を 
ィ ア と し て 熱 成 さ れ て いる 。 読 まれ る 
翌 周 は 「GZR 46.2」。「 ガ ソリ ン ・ 残 


れ な いか ? ファ ワク と ね 」] 


葛 だ 目 
「 低 


( 


課せ られ て いる 。 テ レ メ ト リー の 代わ り ( 
バー が メー ター を 読み 上 げ る の で ある 。 


月 
「 ニ 1 

| 
ラ 


3 
言 は 公開 
候 の ド 
ドス ター レー ス が あり まし て 、 


NASCAR は 古く か ら レ ー ス 中 の 無線 交 1 


こと も あり 、 
用 され る 。 情 報 操作 は 
こ 鼻 で 笑 
れ 流 し っ て こと は つま り 、 重 要 機 密 
され て いる 。 サ ー キ ッ ト に 足 を 運べ ば 、 任 意 


め の 武 器 に も な る 。 
ッ ト を 破っ て いる ね ] 
それ は 素敵 な 情報 


カル ! 


〒 
こ / ロ 
2 


昨日 メデ ィ ア 対抗 品 


こ 


長 が 耳 に し て いる 
・ ア ロン ソ は シ 


湊 


ルト ン が そう 言う と き は 絶好 調 で ある 。 


「 僕 の マシ ン が トラ ブル ? 
フェ ルナ ンド 


正当 化 " 【 
イ バ ル チ ー ム を 携 乱す る 


「 〇 〇 が トラ ッ ク リ 


何ら か の 思惑 が 含ま れる 。 も は や それ は 、 


レー ス 戦 略 の ひと つ な の で ある 。 


の ) 


・ ノヽ 
で 口 に する は ず が な く 、 そ れ は 露出 メデ ィ ア 


> や で 


【( 演 


マッ クス ・ フ ェ ル スタ ッ ペ ン は チク リ の 常習 犯 だ 。 
「 も う タ イヤ が 終わ っ て いる ] 
と 同様 【 


ルイ ス 
を そ 


ラ 
[ 筆 著 木下 隆之 の 近況 ] 
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情 文 娘 文 


上 


間 天野 雅彦 の 間 
プア メリ カン モー ター レー シン グ 
文 文 文 最新 


NEM-MMT 


ー 


レー ス 専 門 誌 の 編 』 
集 部 員 を 経て 、 


1990 年 


あま の まさ ひ 


あれ と これ 


世間 を 驚か せ た 、 


や 


レー ス で の "アク ロバ ティ ッ ク な " 


洲 
mi 


ー 


米 NASCAR 第 35 戦 で の 


ロス ・ チ ャ ステ ィ ン の “Wall Ride" 


こ 独 立 。 
の 年 か ら ア メリ カ 


ン オ ー プ ン ホ イー ルレ ー ス の 取 
材 を スタ ー ト 。 イ ン デ ィ カ ー シ 


后 で は ある が 


され て いた 時 代 の 


も 似 た よう な ムー ブ は いく つか あっ た 


た 


戦術 が 


実は これ まで ! 
あく まで こう し 


リー ズ は 2003 年 か ら 全 戦 を カバ 
ー し て いる 。 NASCAR 、IMSA、 
ドラ ッ グ レー ス な ど に も 精通 す 


る 、 日 本 に お ける アメ リカ ン モ 
ター スポ ー ツ 報道 の 


1961 年 東京 生ま れ 。 


浴び て いた 
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少な く と も 観客 か ら は 大 き な 喝 来 を 


人 者 。 


gr 
完 


Lesley Ann MillerLAT 


と | っ 

蛋 せり 
心 了 っ の @ 
2 で 用 当 さ 
3 尽 只 公 6 
刀 G , 震 る 
吐 ぼ や 刀 。 
の 電 避 公 
回 の PS や で や 
貞 且 で マー バド 
Q_ 。OK 
信 へ ずり | 
に 義介 に 
| 擬 べべ 握 
ふく K 咽 豆 心 


内 て その 〇 マ 記 路地 翌 GRTNA 
IN HOORE NN 
喘 や 7 遇 箇 品 で ドー ミー 届 て で 心 示 宮 
悪し 唄 玉 慌 p 選 っ On 7 音 玉 、 
し 4 ロ 拒 0 っ 心 据 無税 

て の の 〇 マビ ゼ コ ヘー 人 の 話 ” 
Kー 選 包 し ホ そ へ や へ 悪 租 3WSR 豆 
失 さ 的 くっ ン ハ ペー 人 KA 案 ペー セト 
N 公 中 YS し っ ぃ "本 CAKI ト くせ 
介さ ” 惣 コー 名 絡 じ 亜 
条 公 台 く ロ 辻 SN0T GS 選 て ロ く で 
っ” そ へ へ 斬 ( 細 紅 で 
っ * 陣 QーS&Q 疾 し 避 く ロ 。 陣 6ー8 右 
し eo べ マロ 閥 @ー の 回 じき て ロ の 頑 で 
で じ っ JG き べ 色 叶 朋 絡 「 中 そ ヘ 
JA へ へ AN き 」 し ぶ マ て ミ 還 ym" 
ト ュ ユー ド h ト し GK 上 トー 公 半 刺 人 S 
り 3^ 員 苑 Ne 人 SIN で くさ 更 曲 宗 
ヾ ヘー て 玖 散 シ 泡 脳 公 SN6"* 

戦 t れ JSC で や ル セー トト で へ KK 負 さ ユー 
KnHS (ベー 公 ト 到 ) せ 斉 中 つ ・ 


ら ル て さ " 相 難 公路 到 @G さ て トー ドン " 


ロー ホー せり) じゃ 系 マー 咲く へ 
駅)4 過 YO で し っ tG 公 玉 SS 
et6INIiN ホ トー ロー トー 半 く 了 唱 せ 
く <ー テ ペー せ へ へ 公民 人 SQ で ShKO* 

ゅ らら 皿 G ヘ ーK も " 下 キ KI ト へ 


es 
1V1dXN / egHL 1 AeHHM 


咽 沙 皿 選 選 晶 中 し 思 AW し っ" ) 
下 そ へり へ へ ANS き 6 革 間 車 で レス っ 
人 トロ ー・ くさ へ せ の 昌 上 " 
中 キ KI ト で へ 人 入替 器 村 Ko 人 S ロ お 7 
めい いく バツ さと LE て IO だ | 
生 で む で 3 で きっ の っ 心 守 記 和 9 で 刀 ? 
mm6 つ JJ い G ロ ー ホ トー ュ っ JO レ っ っ 尽 
ー へ の ペー へ ハ き くく 私 NKK ベト 中 
人 S ぐ トトロ ー 中 つや 帯 ロー に K 式 宮 
G 調 避 レ A へ 更 双 つ 折 し "KK ロ ホー ミ 
4H 巧 ” 交 宮 球 割 唱 英 つい お 刀 H6H6G 
ロー ト つ へ へ へ 選 統 求 Ne No) 選 同 
3 刻 麗 っ SGK リ ーー し 4 ロ | 央 ロ 
拘 さ ” o 装 し 恒例 恥 選 ? 
くさ へ AIJGo4 和 SnQSn4 ロ Y 条 
ー ミ 曽 福 じ 公 る で 0 で 咲 拉 @ 在 箇 で 
で S” NG 下 公 劉 人 の ひし っ te 球 選 "< く 
ー ト ルレ で マミ ドー くさ G 喘 突 臣 っ 心 
直 公 敵 っ ^ ルル AA 人 先 ペ ー 公 MA じ 
し じゅ ゎ て Ih マ te 因 罰 名 刺 で で 7 
WW つ し シロ 編 K 居 纏 公 衝 才 つ " 
さき 年 昌 ペ ー へ 本 入村 区 へ 昌 7At0 て や っ 
I@ つ ^ ふさ H マ トド ヾ 人 や り 編 *NO く や 
っ he 補 NG 衣 攻 G さ 利和 ペー 
AA に 旧 移 っ し せ 玩 IAE 環 し せき っ 
や 守 守 0 で ” マト ミト ヾ SS で" 
除電 し せ 代 4 幸 吾 忠 回 私 ぐ JJ 愉 つ 


妃 陽 隊 更 陣 マ JJG し 0tQ 騙 鶴 や 8 っ) 
3J さ ン さ で や っ tG 色 NG 坦 刀 6 
抽 理 公 半 ぐ し っ SS で 玉 J ロ 8 うっ ン 
QpG て で 色 で 0 刀 " 昌 ン ポ し p 
握 G 瑞 の っ 愉し 時 つじ 束 n" 
mooooo 革 中 お K 到 へい ヘー 
中 GSGKー ユ ーー し WS で で や ゼ 一 且 の 
そ の Fa_G 路 遇 し 8 で へ に K て ユ 
ーー し 6 くさ ン ” 0 ホー ペー へ GT ヘー 
ロー ミ I ト で へ 翼 瑞 屋 Ne ウマ 
選 奈 吐 り 上 明 Ke 人 RS 臣 で や ” 貴 
上 皆 ロー トー せ 財 ” 相 る 0 ツン 拍 公 KG へ 
よ ヾ へ 革 や "りー ロー < 革 凡 で 
ン J ロ rt@T JJ 思 提 いで 選 要 ぐせ 只 
化 ロ ー ト ー ベ ロ 注 爾 や はり ト イロ 
ーー くっ) 洋 ら 0 くし し "ヘー ロー 
ミト で へ 届 握 尺 で "所 和 選 角 0 


き 下 ん へ 
6 ロロ ヤ や 貼 公 肝 と 
ス 製 部 晶 や ント 
さ 玄 塵 @ 選 SG 
jp GSG 吉 和 や 
避 つ )) 選 し SS 環 
SG トト 。 選 拉 思 くく 
WM | 十 葛 中 会 北 
せ せ 下 コロ 幅 へ 
へ く 罰 の | 難 
| 当 き せき 玉 る 
R 直人 ※ へ へ 避 ご 
ロ 喘 二 ママ 中 。 レ ヶ 
。sSG 由 し し 生 ビ 
時 3 二 雪 に G 
き 選 つ 選 とい 別 雇 
4 1 18S つ ざく キャ 
ふ へ AH 忠 向 1 
羽 呈 AA キャ エキ NN や 9 慌 ・ 
ぞ ぶ テ ト h 貴 @G 案 ロロ K 
で 葵 人 K 主 柚 ・ 
N ざ R1 ド SS 
| うつ ビュ さ 人 へ | 吾 1 ミ 
純 8 お A ネ Rm マ 
ド の NN ささ 代 ・ 
w の へ N ささ ム の 
ロ ふ に 
ォ 6 SR っ コルマ せ ト 
各 S 8 ニニ ド っ ら ペ スト 
3 癌 て 。 き ーー 
才 本 SS 受 AKSK 
箇 SS 喘 和 へ ふっ さ ユ 
喘 Q 代 や ふ で し じ ふ 


ピオ ン を 決め た 。 


ステ ィ ン 、 チ ェ イ ス ・ エ リオ ッ ト 。 


ア ィ ニッ シ 


の 4 人 の な か で 最上 位 
者 が チャ ン ピ オ ン だ 。 予選 で 


Ti 


だ 


ュ し 


o 
N 


ー で の > 


リュ 


グズ スク 


ザ ボナ ルディ の コ 


拭き …… 
ン の 


アー ン ハ ー ト Sr. の ハコ 乗り & 窓 
これら は 激しい コン 


産物 と 


o 


べ ベティ ショ 


SSg ム 
内 了 2 寺 1 
ドー 2 入 GAN 
o 1 ラ 
。 
遺 K ド os 
題 生 > 
9 へ や 
an | 叫 貞 
エ 玉 包 K 
で ロロ ん 
ヽ せ 相 病 
| も 如 吐 
R K つ し 
ロ | 必 
き さ 選 皿 


える の か も し れ な い 


も 2 番手 で 終え る 。 一 方 、 エ リオ ッ 


吾 


ト と チャ ステ ィ ン は 最終 ステ ー ジ 序 


盤 


接触 。 こ ここ で エリ オッ ト が 脱落 


記 
に 
本 
と 
回 
四 
ここ 
全 

き 

回 
叶 
志 
ビ 

き 
回 
全 


Ne つ 7 NapNPJPRANHK ト J り 6 半田 
SQ 生計 叶 き つじ し 隠 人 SQ で SS で 7 
中 〇 ンー 受 の ママ の FC 9 時 トロ 
ユ ぶ 広く し @G 語 "JpKー ユ 
ペー ド 化 喘 G つ へ K ペ ーー ンー” 杏 
京 地 N じ 路 沙 ロー トー 交 回 で 下 民 
洒 困 ぐふ マー て ミ 呈 っ 革 @ コ 4 ロ 公 筐 
民 レ っ 刀 ? 下 IN・ ロ DA へ AG 
お へ の FC NX ベー ヒ ) 選 弄 冊 せ 氏 
Gu ホー ペー へ ヘ 尽 麹 ” 半 4m く K つ " 
ローK ロ 回 忠 つ 8" つ 公 つ " ド K 球 一 
ヘル AASTNDJpAJte、 の っ 心 穴 根 し 
壁 圭 に SN 際 S で で 生 " 6 る で 
G 京 し ゼー ペー へ ロ 肛 定 基 公 
らち p 瞳 縛 つ し っ や" 
ヾ へ 人 ト で ドー し せ ” 〇 < ビビ 旧 
8 英里 油 響 INN ト や RG 束 公 民 NE" 
路 比 四 て SNW ン STNIN で ト ヘ 
・ く ーー ふし ト さ ANK・ 中 下さ トマ 
忌 り 此 つう JQ 下 貴 いひ 全 KNOT つじ] 
融 避 居所 に で 公 G 机 ” 民 愉 時 
選 時 ロ ー ト ーG ロ ー ふ K ふ ロー ベロ 
中 ミト でき く ーwS で へ てく や 内 
OS? 堅 Q 公 ポー ミー に K リ ーー 
し 弧 映 AnGS う 6 いく 一 
トー てく ふり 回 員 ” 払 ホ ミ i ト ヾ 6 ロー 
KN 泡 較 中 0 介さ 角 態 避 所 
村 ロ ー ト ー 瓦 拍 径 で 生 ” NVAJNVIJG 
GOESESNOUSI90E OFS て 細い ぐ 
人 克 。 ル A へ へ 本 WW ン 悪 で NG) っ Jp 
で ン 民 ロー ホー@ 巨 )J 心 宮 ア ローK ロ 
加 忠 * て KW 展 玉 や RSSY H 
ー ト ー ぬ 時 | 個 眉 避 作 C 選 ひで 
補償 イト ミト で せ ト "ドー ミー トト 
ヾ ふ 編 玉 公 郊 っ ボレロ ーK 公 で 
せ 座 二 つ ^ 避 和 ST ヘー ロー さ つ じ 了 


OO 
ーー 


うり っ 避 明 


で 


臣 つ や 半 掲 楓 区 記 JJ” 〇 て マビ ポ 寺 白 
つ 玉 GOTJG 愉 呈 で 掲 下 トペ ヘ 
RGN ト へ せ 地 て 弦 罰 つ ^ 邊 ホ ミ 
1 ト ヾ GFF エ と o no の o、 っ ) 必 し 時 36 
SNeH6 ウ は” Q87 秀 革 束 せ ペー ド 迄 
「SND し せく KK 公 避 組 ] ホー 
ドー ホー ロ 注 つじ っ や 

て の 〇 マビ G 出 
に 飲 G 田 季 野 っ し っ tei ト そ で ミ ・ ト ー 
へ く 一 て の G OLG の の ーー と ど で o の 
〇 の こ G の の 、 Jp や ヘヤー へ 相本 ミ 穫 で 
7 大 革 ヘ ベ キー ロー し 6!J” 下 
由 革 模 庄 の ミ ・H ス ドイ” ト JGmG 
H ス ド ト ー3 普 写 列 人 で や 色 。 宮 @ 
"4 ロ J 密 で 民 柄 交 分 うつし" トー ヘ く ー 
て 公 拓 "NNJSQG 否 せ 東 陣 的 キー 
TN'_JG 守 選 悪 で GS” 日 つ ドム 
て 公 和 和 軍記 ロペ ーfK ト ー ヘ く ーー 
GA へ < ぐ ” コキ 区 亜人 べ 駐 W で 刀 ト 
ー ヘ く < 一 と せく INAK 天 環 つ "て へ 吉 
G 反 穫 唱 滑ら つ し つ Hen? 寒 委 トト 


上 に 
上 紹 -IN で ベー 


ご 


(上 ) “Pass in the Grass” が 繰り 出さ れ た の は オー ルス ター 戦 。 


の レー ス は デー ル 


残る も の と し た 。 こ 
( 下 ) ザ ナ ル ディ は "The Pass" の 1996 


( 


周 


う 強 く 記 憶 


そ 
て 


の パス を いっ 


・ ア ー ン ハー ト Sr が 制 し た 。 


年 


ふ や ミ 開 玲 坦 お む 選 トー ヘ く ーー ゼ 日 
ユ ド ふ て 6 揚 レ ローK 唱 量 距 つ 過 7 子 
継 品 や トー ヘ く ーー 失地 丈 い し 
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ー ロ ヘー ロー ミネ っ 忠 186 老 民 枚 補 で 刀 
S べ や MJY 避 線 補選 委 IN マ DA に" 
WS で UpQSSPG jp6 で 7 
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Ne” ペーー じ 民 で ロ ヘー か で ヘー 
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ハーー 々 ミー 慰 つ ” 隔 牌 堅 称 環 
し" 距 章 じ 思 色 忠 っ 到 人 名 で IJN Np 
G 某 縮 じ や に いふ や ミン ミロ 思 公 晶 wo 
K リ ー ケ ヘー ロー ミ 公 し 選 天 6 知 7 
1J で べ 色 トド し 寺 H6 で NOG お 7 
世 愉 宮 さ 御中 さ ーA へ 明 由 SS 人 し 握 
吾 公 札 つ っ jpG 避 忠 で し じ 穫 や "AN 


つ 尋 て IN で 人 友 泡 也 り KG 眠 舞 公 革 
0 で し っ SR で NOT 8 短 2 隊 っ で 
ン 6S っ う ) 角 じ し ote の Sn 公記 G 下 人 ? 
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は 届か な か っ た が 、 翌 年 に 


FE は チャ ン ピ オ ン ( 
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afTgraal9 ト 月 ニニ バー) こ 


2023 年 か ら 新 し い シ リー ズ 名 ( 


仙人 い の の の 時 ロ 起 詳 や で や トロ 
本 旦 
詳 昌 ニー に StGー マ ロ 層 條 GL で 


( 折 尽 GU 皿 せ レーー) ” 品 皿 時 
語 yeteQoQo 革 ハー 人 K へ パー ハコ 
ーKG 志 評 人 所 oー ビ ュー mo 
(N ネ ドーz/7 HIN・ リ ーー 古 証 「L - 
mo」) 他 ke” NG 引 明 団 っ 
で うじ | 選 時 ペーK へ 釘 甘 公 へ ユ 
ーK ト ーー く で 中 一 玖 総 信 じ っ hG@ 填 咽 福 


Oo 
上 画 っ で 


[ 凸 任 し せら Je 中 環 所 ヒー 
で - 上 マ ゼ ふ ロー くべ 憶 下 GRI ト T ユ 
ー し も もつ” ペー ドーGKRINA ATND 
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で スケ ジュ ー ル が 二 転 
三 転 、 結局 7 月 の 富士 が 
開幕 戦 と な り ト ム ス 37 
号車 キー パー 号 が デビ 


トーーー ニ ーーーーー 
ュー ウイ ン を 達成 し た 。 還 還 識 ssn ニ ーー 


定番 だ か ら こ その 高い 安定 感 ーー 
お 待た せ し ま し た エプロ の 新作 GT 


KeePer TOM'S GR Supra SUPER GT GT500 2020 No.37 
au TOM'S GR Supra SUPER GT GT500 2020 No.36 


エブロ 1/43 12.000 円 (No.37) 14,300 円 (No.36) 


Text @ 小嶋 生 (Joe Kojima ン MS-models) 
Photos @ 田中 秀 宣 (Hidenobu Tanaka) 
TOYOTAZNISMO 

撮影 協力 ⑳⑯ キッ ド ボ ッ クス 本 店 
https://www.kidDox.CO.jp 


レー ス と ミニ カー の ディ ー ブ で 幸 せな 柚 係 


つい に GT500 の GR スー 
プラ が 発売 に な っ た 。 ま ず 2020 年 
車 か ら だ が 、 コ ロナ 袖 が 猛威 を ふる っ て い 

9 た 時 期 に " 密 " を 避け られ な い 手 作業 が 中 心 の ミ 
こよ シン ニカ ー 生 産 は 困難 を 極め た と みえ 、 発 売 遅延 と 価 
格 の 上 昇 は 致し 方 な いこ と だ と 理解 し よう 。21 
年 車 や 22 年 車 も 基本 的 に は 同じ マシ ン な の で 、 
ここ は 現在 の 車両 規定 に 感謝 し つつ ライ ン ア ッ プ 

拡充 を 待ち 、 今 は 素直 に 発売 を 喜び た い 。 

出来 上 が っ た モデ ル の 完成 度 は さす が 
に 高い 。20 年 以上 続く 「 エ ブロ の GT] 
は 大 看板 で あり 、 安 定 感 の 高 さ た る 
や ハン パ で は な い 。 売り 切れ る 前 
に ぜひ 入 手 を 。 


ワイ パー や ウイ ング ステ ー の 厚み が 
や や 気 に な る も の の フォ ルム に 破綻 
は な いし 、 近 年 の GT マシ ン ら し い 複 
雑 な エア ロ の 形状 再現 も 完璧 レベ ル 。 
サー ド や セル モ も 登場 が 楽し み だ 。 な 
お 2 台 の 価格 差 は 入荷 時 期 (に よる 
為替 ) の 違い と 思わ れる 。 


車両 型式 を 模 し た 90 番 ゼッケン を 付け 
た オフ シー ズン の テス トカ ー も 現在 発 
売 中 だ (12,000 円 )。 カ ー ボ ン 地 むき 出 
し で 肉感 あふ れる スー プラ の フォ ルム 
が 映え る ボディ や 本 戦車 と 、 異 な る アン 
テ ナ お よび ピトー 管 の 再現 な ども リフ 
ル で 楽し い 1 台 と な っ て いる 。 
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一 足 飛び に 最新 Z の 500 も 発売 間近 !? 


眠れ る 獅子 も いよ いよ 目覚 め あ た か 、 エ ブロ の 姿勢 
は 前 の め り で ある よう だ 。 これ か ら 続 々 と 2020 年 


Hidenobu Tanaka 


車 が 発売 され 、 続 いて 21 年 車 …… と 見 越し て いた 
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問 ) エ ム エ ム ピー スモ 号 が HE に 。 も MM MDELSJK CUUECIUO 
https://Www.ebbrojp し か し て 一 足 飛び に 22 年 車 登場 か ? NESN 


auto sport ※ 実 際 の 製品 と は 異な る 場合 が あり ます 。 価格 は 10% 税 込 で す 。 
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回 ロー ルケ ー ジ は オク ヤマ 製 の FIA・」 項 合致 タイ プ の 
幅 に アッ プ 。 


ル 溶 接 ケ ー ジ を 装着 。 
回 エ ンジ ンマ ウン ト を 強化 タイ プ に 変更 する ほか 、 前 後 の サ スペ ンション アー ム に 


ボディ 剛性 が 大 


も 強化 ブッ シュ と 純正 ブッ シュ を 組み 合わ せ 「 自 然 な り ヤ の 流れ 出し 」 を 実現 させ て いる 。 回 15MB 
の エン ジン は プレ ミア ム ガ ソ リン 対応 の ヨー ロッ パ 仕 様 。 他 の グレ ー ド が 圧縮 比 12.0 に 対し 、 
14.0 の 高圧 縮 比 と な る 。ECU は ラリ ー の レギ ュ レ ーション に 合わ せ て 書き 換え タイ プ を 装着 。 ピ 
は 左右 と も ブリ ッ ド の 


ー ク パワ ー よ り も フラ ッ ト ト ルク を 狙っ た 仕様 と な っ て いる 。 右 シー 
XERO CS に 換装 。 回 今 で は 数 少な い ハ ンド プレ ー キ が 標準 装備 。 サ イド 
倉 は 、 自 作 の 延長 ステ ー を 装着 。 回 凡 プ レー キ は 前 後 と も itzz。 フ ロン 
ッ ク レ ス 仕 様 で 、 
コ 03G を ベー ス と し た ワン オフ 品 。 フ ロン ト は 2WAY、 


涯 ま 計 元 


アー 且つ へ N エ の ー エ さき 
ー 中 NYC 和 


飼 団 2 hVS 
1 ん 
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ブレ ー キ を 


多用 する 松 


シル ウー ら ce 人 eS ジジ く る ババ 


移さ さき 


“ご 
ン ン 


州 況 古 決 9 ペ KS エ 吐 ぐ 


へ A 溢 人 石 ot 時 テロ へ 石 号 装 骸 


リヤ の プレー キシ ュー は メタ ル タ イ プ を 装着 。 回 回 ダ ン パ ー は 前 後 と も クス 
リヤ は 別 タ ンク を 追加 し た 3WAY タ イプ 。 


。 ぐ 汗 州 革 邊 石器 ユ 


呈 さ こ 


DLGS 近 鹿 ソ ニッ ク LOVCA デ ミオ SPEC. 


全 ペ ー ス 車両 : マ ツ ダ ・ デ ミオ 15MB (CBA-DJLFS) 


介 ダ ン パ ー: ク スコ 03G 改 代 ス プ 


リン グ :F プ クス コ 2.7k、H ン MAZDA3 用 純正 倫 ブ ッシュ : ク スコ ・ ピ ロア ッ パ ー、 オ ー デ 
ュ ラ ング HM RACERS 強 化 ゴ ム ブッ シュ 但 LSD : ク スコ RS(1WAY) 鍛 ブ レー キバ ッ ド :F 
itzz、 Ritzz RS 葵 ロ ー ル ケー ジ : オ ク ヤ マ FIA・J 項 適合 タイ プ ( フ ル 溶接 ) 但 シ ー ト 


: ブ リッ ド XERO CS 倫 ハ ー ネ ス : ク スコ 6 点 式 但 ホ イー ル : ワ ー ク M.C.O.HFacing 6.5J 
X15+38 葵 タイ ヤ : ダ ン ロ ッ プ DIREZZA 88R 185/65R15 


の OLー 中 へ 
斗 避 ご 生き さこ 


ご 
ン 

ご 
ン 


心 tASW 


で 圧 放 さそ ご パ 
Cr 開 尊 アイ] 


J 革 NN 大 山 史 へ 


だ 
営 


が 1/ 
軸 SVmYN み 員 性 さ 


H 人 は 帰 ど きず ざ 
誤 競 填 圭 吐 ざ 倍 さ 

小 と 人 ら ー サ ー ロ 
AASDOYN SN まる | 
S き Ro テウ NN テ へ NN 


喝 


カタ ログ 値 で は り 知れ な い 潜在 能力 


昌夫 トヨ タ ・ ヤ リス や GR ヤリ ス RS が 席巻 する 全日 本 ラリ ーJN-5 ク ラ 

ス 。 ミ ッ シ ョ ン も MT 車 か ら ス ポー ツ 制 御 さ れ た CVT 装 着 車 ま で バラ エ テ 

む 。 カ タロ グ 値 で は ヤリ ス が 120PS/980kg、GK5 型 フィ ッ ト RS 

が 132PS/1070kg に 対し 、MAZDA2 は 116PS/1030kg と 特筆 する 部 分 は 

な いも の の 、 カ タロ グ 値 で は 計り 知れ な い 車 両 全体 の バラ ンス の 良さ と 
フラ ッ ト な トル ク 性 能 が 大 き な 武 器 と な る 。 


NAPAC : Nippon Auto Parts Aftermarket Committee 
一 般 社 団 法人 日 本 自動 車 部 品 ・ 用 品 ア フタ ー マ ー ケ ッ ト 振 興 会 


no) あう 2 の 大 


ラプ 7 / ツ 7 と 友人 4 77 の ん /4Z VC 


5ZIGEN SP SPEC STREET 


= も 廃 す 
競技 特 化 コン セプト 
リー 


「SP SPEC STREET」 の 開発 は 、“ 既 存 " の 脱却 か ら 始 
まる 。 車 種別 に 最適 な レイ アウ ト を 求め な お し 、 消 音 
器 、 メ イン パイ プ 、 ア ウト レッ ト な ど を 新た に 選定 。 各 
種 計測 と 実 走行 を 経た 上 で 、 厳 格 な 社内 評価 を クリ ア 
し た プロ ト タ イ プ が 量産 品 へ と つなが る 。GR86/BRZ 
Cup 用 で は 実用 回 転 域 の パワ ー& ト ルク アッ プ を 実現 
し 、 サ ー キ ッ ト を 選ば な い 特 性 が 導き 出さ れ た 。 


SPECIFICATIONS 


右側 シン グル 出し 
テー ル エ ンド 外 径 : 889 
メイ ン パ イプ 径 : 60.5 の 
総 重 量 : 約 12.4kg 
\145,420 (税込 ) 


ー パ ーGT へ の サポ ー ト や 自 チー ム 「SP SPEC STREET」 を 使用 する 冨 林 勇 何 そこ か ら は シー ズン 中 、 使 い 続け て いま す 」。 
ス で の スー パー 耐久 参戦 、 フ ォ ー ミ ュ が プロ シリ ー ズ で タイ トル を 春 取 し た の だ 。 SP SPEC STREET は 、 車 検 対応 品 で あ 
ラ ・ ニ ッ ポ ン で の 活躍 な ど 、5ZIGEN の 名 愛車 と し て GR86 を 所 有する 冨 林 は その りな が ら 競 技 志向 が 強い 。GR86/BRZ 
は レー ス フ ァ ン に は お な じみ だ が 、 一 方 で 、 素性 を 知り 尽く し て お り 、 初 期 テ スト で は Cup 用 は 装飾 等 を 徹底 的 に 廃し 、 レ ー ス 専 
スト リー ト 用 マフ ラー で も 名 を 馳せ る 。 純正 品 を 試し て いる 。「 ト ルク 感 が いい の 品 に 近い 開発 手法 が 採ら れ て いる 。 車検 
両 ジ ャ ン ル を よく 知る 同社 に と っ て で チェ ッ ク し まし た 。 サ ー キ ッ ト で も 望ん 対応 の 皮 を 被っ た 競技 専用 品 と いっ た 趣 だ 。 
GR86/BRZ Cup へ の NAPAC の 関与 は 待ち だ と お り の 性 能 で し た が 、5ZIGEN の マフ 冨 林 の 「No.1 ハ コ 車 使い 」 と 同様 に 、「 最 
に 待っ た 状況 だ っ た に 違い な い 。 そ し て そ ラー を 試し た ら 高 回 転 域 の パワ ー ア ッ プ の 強 の リー ガル マフ ラー」 の 称号 に 足り 得る 
の 熱望 は 、 期 待 ど お り 結果 と し て 表れ た 。 みな ら ず 、 中 低 回 転 域 の トル ク 感 も 良く て 。 好 バ ラン ス 性 を 、 実 績 で 証明 し て みせ た 。 


で 


Text @ auto sport Photoe@ 5ZIGEN auto sport 
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Indian Racing League 


5sX ざ 人 4 電 弄 


ゃ ー 
ン ン 


: へ 山 克 沈 は 則 人 HHMI 


玉 一 ニ 


当 紀 中 一 へ 吐 半 旭 ア ヘ 


案内 人 : サ ム ・ コ リン ズ 


学生 フォ ー ミ ュ ラ か ら F1 ま 
カテ ゴリ ー を 追い か ける 英 
ー ナ リス ト 。 か な り の ビー 
で も あり 、 イ ギリ ス の 基 有 
ワリ ー の 株 式 を 保有 し て い 


Translation @ 神 
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で 幅広 い 
国人 ジャ 
ル マ ニ ア 
名 プ ブリュ 


る らし い 。 


9 イ 


ンド が エキ サイ ティ ング で 革新 的 な シリ 
ー ズ と 深く 関わ っ て いる と は 思え な い 。 
過去 に グラ ンプ リ を 開催 し た 実績 は ある も の の 、 
独自 の 自動 車 産業 を 発達 さす せら れ て いな い の だ 。 

か と いっ て 、 イ ンド に は 本 格 的 な 国内 選手 権 
が な いと いう わけ で は な い 。 そ れ は 確か に 存在 
し て いて 、 そ の 新しい トッ プ カ テ ゴリ ー に は 意 
外 な 特徴 が ある 。 イ ンド レー シン グリ ー グ は 、 
他国 の いか な る シリ ー ズ と も 異な る 。 と いう の 
も 、 こ の シリ ー ズ に 参戦 し て いる の は 2 台 体制 
の 6 チー ム で 、 そ れ ぞ れ が イン ド の 主要 な 都市 
や 地域 を 代表 し て いる の だ 。 チ ー ム 名 も チェ ン 
ナイ ・ タ ー ボ ライ ダー ズ や スピ ー ド デイ モン ズ 

デリ ー な ど 、 レ ー シ ン グチ ー ム と いう より 、 
NFL の 球団 な ど に 近い も の を 感じ させ る 。 

各 チ ー ム の ドラ イ バ ー は 4 人 。 そ の うち ふた 
り は イン ド 人 で な けれ ば な ら ず 、 そ の 他 の ひと 
り は 女性 、 も う ひ と り は イン ド 国 外 の プロ で あ 
る こと 、 と され て いる 。 こ の 規則 の お か げ で 、 
欧州 の ジュ ニア カテ ゴリ ー や WEC、W シ リー 
ズ で 活躍 する 者 た ちの 関心 を 集め た の だ 。 

シリ ー ズ 発足 当初 は 時 代 遅 れ の フォ ー ミ ュ ラ 
BMW の シャ シー を 使っ て いた が 、2022 年 に ウ 
ルフ ・ レ ー シ ン グ カ ー ズ が 手がけ た モダ ン デ ザ 
イン の GB08 サ ンダ ー に 変更 。 カ ー ボ ン フ ァ イ 
バー 製 モ ノコ ッ ク の デザ イン は 、 プ ロト タイ プ 
で も な けれ ば 、 シ ング ル シ ー タ ー で も な い 。 重 
量 は わずか 378kg で 、 ア プリ リア 製 の 1000cc 
V4 NA エ ンジ ン は 220bhp ほ ど を 発生 。 ト ッ プ 


穂 (Miho Kanda) Photo @ Indian Hacing League 


GB08 サ ンダ ー は 多く の 人 が 「 フ ォ ー ミ ュ ラ E は こう ある ベ 
き 」 と 想像 する 外観 だ と 言わ れ て いる 。 フ ロン ト サ ス ペン シ 
ョ ン は 珍し い プ ッシュ ロッ ド の モノ ショ ッ ク 式 で 、 リ ヤ は 伝 
統 的 な プッ シュ ロッ ド 式 ダダ ブル ウイ ッシュ ボー ン だ 。 


スピ ー ド は お よそ 260km/h に 達する 。 

か な り 強 力 な パフ ォ ー マ ンス で ある に も か か 
わら ず 、 マ シン 1 台 あ た り の コス ト は 1150 万 
円 程度 と 低く 抑え られ て いる こと が シリ ー ズ の 
成功 に つなが っ て いる よう だ 。 実際 に どれ ほど 
大 き な 成 功 を 収め る こと が で きそう か 、 ま だ 見 
守る 必要 が あり そう だ が 、 さ ら に 多く の チー ム 、 
そし て さら に 多く の 国 か ら ド ライ バー が 参加 す 
る こと が 見 込ま れる 。 こ の シリ ー ズ は 11 月 か 
ら 始 まり 、 冬 季 に 開催 され る た め 、 経 験 を 積む 
絶好 の チャ ンス に な る と 思わ れる 。 

世界 で 活躍 で きる よう な 若い 世代 の イン ド 人 
ドラ イ バ ー を 育成 する と いう 、 こ の シリ ー ズ が 
掲げ た 当初 の 目的 は 達成 で きそう だ 。 世 界 で 通 
用 する イン ド 人 ドラ イ バ ー が 誕生 する こと は 間 
違い な い だ ろ う 。 そ の 一 方 で 、 残 念 な が ら 近 い 
将来 、 国 際 規 格 の イン ド 製 レー シン グ カ ー が 製 
造 され る こと は 、 あ まり 期待 で き な さ そう だ 。 


オー トス ポー ツ 読 者 の みな さん へ 


回 日 四 目 回 回 回 forReaders 
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プジョー 

ドリ ンク ボトル & メ モ 帳 
1 名 様 


2022 年 の WEC 第 4 戦 「 モ ン 
ツァ 6 時間 」 か ら 復 活 し 、 続 
く 第 5 戦 「 富 士 6 時 間 耐久 
レー ス 」 で 高い 可能 性 を 示 
同 だ ウン ョ ーー の の OR 
リン クボ トル & メ モ 帳 を セ 
ッ ト で 1 名 様 に 。 

提供 : Stellantis ジ ャ パン 


Em ラリ ー ジ ャ パン 

リュ ッ ク 型 トー トバ ッ ク 2 名 様 
リュ ッ ク 型 と する こと で 、 モ ー タ ー ス 
ポー ツ 観 戦時 な ど で 両 手 が フ リー に な 
り 、 使 い 勝 手 の 良い ラリ ー ジ ャ パン の 
ロゴ 入り トー トバ ッ ク を 2 名 様 に 。 


ーッ と めくる テア グ 生 
% 


D1 下田 紗弥 加 選 手 サイ ン 入り 
クリ アフ ァイル 2 枚 セ ッ ト ら 名 様 
連載 「D1 娘 下田 紗弥 加 の 部 屋 」 で お 馴 
染み の D1 ド ライ バー、 下田 選手 の サイ ン 
入り クリ アフ ァイル 2 種 (それ ぞ れ サイ 

ン 入 り ) を セッ ト で 5 名 様 に 。 


頭 2022 マッ クス フェ ルス タッ ペン 

ワー ルド チャ ン ピ オ ン 記 念 ペー スポ ボー ル キャ ッ プ 1 名 様 
象徴 的 な マッ クス ・ フ ェ ル スタ ッ ペ ン の ロゴ を 前 面 に 配 し 、 世 
界 王 者 の 証 で ある 「1」 が ツバ 部 分 に 刺繍 され た チャ ン ピ オ 
ン 獲 得 記念 ベー ス ボ ー ル キャ ッ プ 。 フ リー サイ ズ を 1 名 様 に 。 


| 還 還 還 し -:: 王 CTID 
ハガキ に 、 郵 便 番 号 、 住 所 、 指 2023 年 
名 、 年 齢 、 職 業 、 電 話 番号 を 明 

29 1 月 27 日 ( 金 ) 


記し 、① 希 望 す る プレ ゼン ト の 
番号 、② 今 号 で お も し ろか っ た (当日 消印 有効 ) 
記事 と その 理由 、③ 今 号 で お も 
し ろく な か っ た 記事 と その 理由 、 あて 先 

④ 好 き な カ テ ゴ リ ー、⑤ 好 き な  〒163-1126 

ドラ イ バ ー、(⑥ 読 者 企画 ( 下 に 掲 東京 都 新宿 区 西新 宿 6-22-1 


, き ます Pttps://id.San-ei-corp.co.jp/top/ 回 居 回 
オン ライ ン 応 募 締め 切り : 2023 年 1 月 26 日 ( 木 ) et 
オン ライ ン 応 募 コー ド : as1580 回 は 


PC や スマ ー ト フォ ン か ら ご 応募 され る 方 は 、 弊 社 が 運営 する 『 三 栄 IDJ か ら お 願い いた し ます 。 上 に 
掲載 の OR コー ド も し く は 下記 URL より アク セス いた だ け ま す 。 登 録 後 は サイ ト 内 の 指示 に 従っ て 必要 
事項 を ご 入力 くだ さい 。 そ の 際 、 ご 住所 等 は 正確 に ご 入力 いた だ きま す よ う ご 協 力 を お 願い いた し ます 。 


載 ) へ の メッ セー ジ お よび オー 
トス ポー ツ へ の 要望 を お 書き の 
の SR 記 ま wG お 5) 拓 り り 5 くさ 69 


新宿 スク エア タワ ー26F 
(株 ) 三栄 オー トス ポー ツ 編 集 部 
「1580 号 プレ ゼン ト 」 係 


させ て いた だ 


\ り し た 各種 デー タ は 、 プレ ゼン ト 発 送 の ほか 、 サイ ト に 掲載 され た 「 個 人 
す 


ヽ W き NN3380280020080SRSSSN 
fromm IR | 目 AI p | 目 IR | 日 | メッ セー ジ 募 集 し ます 


L 
M 
D 
る 2022 年 シー ズン の 観戦 記 れ た こと も あり 、 熱 が 高まっ て き て いる と ころ で す 。 
陣 @ 吉 士 の 24 時 間 レ ー ス を 現地 観戦 し まし た ! 友人 シノ さん 
営 と BBQ し な が ら レ ー ス を 観る の は 非常 に 楽し か っ た 画 動 画 、 し か も ゲー ム が 入口 で 「 リ アル | レー ス に 
動 ズ で す 。 年 々 盛り 上 が っ て いる の で 長く 続け て ほし い 興味 を 持っ て いた だ き あ り が と う ご ざい ます 。 
上 で すね 。 スス ム さ ん SF の 「 赤 寅 」「 白 寅 ] プロ ジェ クト は 本 当 に 面白 
前 画 飲 ん で 食べ て エキ ゾー スト ノー ト を 子守 唄 に 寝る いと 思い ます 。 速 さも 大 事 で す が や は り バ トル が 見 
SR うら や まし いで す 。 た いも の 。 前 走 車 の 影響 が な くし っ か りつ いて いけ 
@⑯ ス ー パ バー フォー ミュ ラ 最 終 2 連戦 に て 、 野 尻 選 手 る マシ ン で の ガチ バト ル に 期待 で きそう で 、 楽 し み 
の チャ ン ピ オ ン 決 定 。 そ の 時 の 無限 応援 団 の 皆さん で す 。 マサ ヒロ さん 
の 涙 に 感動 し まし た 。 一 緒 の 空間 で 応援 で き て 光栄 。 画 求 め ら れる ドラ イ ビ ン グ が 変わ る の も 注目 点 で す 。 


6 まつ けん ろ ー さ ん From READERS ヘ メッ セー ジ あ り が と う ご ざ い 
画 サ ポー ター の 応援 は チー ム の 力 に な り ま す ! まし た 。 次号 の お 題 も 「22 年 シー ズン の 観戦 記 ] で 
@ ラ リー ジャ パン は 楽し か っ た 。 タツ ヤ さ ん す 。 こ の レー ス の ココ に 感動 し た 。 こ の 観戦 ポイ ン 
今年 の WRC は 日 本 で 開催 され て 、 国内 で も 盛り 上 ト が か っ た な ど 、 観 戦 に まつ わる エピ ソー ド や 
が り を 見 せ て よかっ た と 思い ます 。 間近 で WRC マシ 感想 、 自 慢 な ん で も けっ こう で す 。 ま た お 題 と 関係 
ン や ドラ イ バ ー が 見 られ て 、 魅 力 的 な と ころ が 盛り な い コ メン ト で も けっ こう で す 。 
だ くさ ん で し た 。 勝田 選手 に は ぜひ No.1 を 目指 し て プレ ゼン ト 応 募 に メッ セー ジ を 記入 し て いた だ い 
ほし いで す 。 ダイ スケ さん て も けっ こう で すし 、as-web(https://www.as- 
画 SS 観 戦 ポ イン ト は 少な く て も WRC の 魅力 を た っ web.jp) の お 問い 合わ せ フ ォ ー ム か ら も 受け 付け ま 
ぶり ラリ ー ジ ャ パン は 伝え て くれ まし た 。 23 年 は さ す 。 ト ッ プ ペー ジ 一 番 下 に ある 「 お 問い 合わ せ 」 を 
ら に 魅力 度 を 増し て くれ る は ず で す 。 クリ ッ ク 、 項 目 と し て 「 オ ー ト スポ ー ツ 本 誌 に つい 
介 あ まり レー ス に 詳し く な か っ た の で す が 、 最 近 と て 」 を 選択 し て 、「 お 問い 合わ せ 内 容 ] へ 「 メ ッ セ ー 
て も 興味 が 湧き 勉強 し て いる と ころ で す 。 最初 は ジ 掲 載 希望 ] と 冒頭 に 書い て くだ さい 。 ま た 匿名 も 
youtube で レー スゲ ー ム を みて いた こと が きっ か け し く は ペン ネー ム 希 望 の 場合 に は 、 そ の 旨 メ ッ セ ー 
で 、 実 車 の レー ス や ラリ ー に 興味 を 持ち は じ め ま し ジ 文 未 に 書い て くだ さい 。 メ ッ セ ー ジ 採用 の 方 に は 
た 。 自 分 自身 も グラ ン ツ ー リ スモ な どの ゲー ム に 触 オー トス ポー ツ 特 製 ス テッ カー を 進呈 し ます 。 
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